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巻頭言

 経済研究所長　池田　毅

2020年度の研究所年報の巻頭言を記すにあたり、その年の世界的な一大事、すなわち

コロナ危機について避けることはできまい。とはいえ、今回のコロナ危機は、政治・経済・

社会のあらゆる面に影響を及ぼしており、それらを包括的に論じることはおよそ筆者の力

量を超えている。そこで、今回の危機に関する興味深い論考として、フランスの経済学者

R.ボワイエが論じる「健康・経済・自由のトリレンマ」について手短に紹介することと

したい。

年頭のWHOの楽観的な見通しを瞬く間に裏切るように、2020年前半、欧州各国では、

後に第一波と呼ばれる感染爆発に見舞われた。それに対して各国政府は、都市封鎖を含む

移動制限とともに、様々な経済支援策を迅速に打ち出した。これらの対応によって感染は

収束するかに見えたが、その後、移動制限等の措置を緩和するやいなや、再び第二波と呼

ばれる更なる感染爆発に見舞われることになった。こうした感染拡大が長期化するにつれ、

各国政府は公衆衛生と経済的損失のジレンマに直面するようになる。そのジレンマの解決

策の一つが、「検査・追跡・隔離」戦略の徹底である。しかし、その戦略の成功例の一つ

が皮肉にも中国であることが示唆するように、それは本質的に、移動の自由の制限や情報

の管理・統制という点で、市民の権利を侵害するものであり、欧州各国でおよそ徹底化で

きるものではなかった。ここにおいて、先のジレンマはさらに錯綜した「健康・経済・自

由のトリレンマ」へと転化し、コロナ危機からの脱出はより一層困難になったというわけ

である。

目下のところ、わが国も含め、こうした困難を克服するためにワクチン接種に期待が寄

せられている状況であるが、果たしてそれが危機の終息に結びつくのか、未だ不透明と言

わざるを得ない。われわれは依然としてケインズの根本的不確実性、ボワイエの言葉を借

りれば、「結局なにが分かるかまだ分からないということが分かっているとき、どうやっ

て意思決定をしたらいいのか」という困難な問題に今しばらくは向き合わざるを得ないの

であろう。

今回のコロナ危機によって研究所所員の研究活動も大きく阻害された。国内外の移動を

伴う研究活動は停止を余儀なくされ、各研究会も中止・延期あるいはオンラインでの代替

という形を取らざるを得ない状況となった。とりわけ、この数年来、本研究所の研究支援

として重視してきた、国内外の研究者との交流については、従来の形での支援が不可能な

状態が今なお続いている。

研究所の使命の一つが、所員の研究を様々な形で支援することにあるとすれば、今回の

コロナ危機を単なる禍として甘受するだけでなく、むしろ、新たな研究支援の形を模索す

る機会と捉えるべきなのであろう。一朝一夕には解決できない、極めて困難な課題ではあ

るが、研究所の新たな課題として取り組んでいきたい。
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立教大学経済研究所主催
プロジェクト研究「コロナ危機と EU統合の再検討」
立教大学 SFR共同プロジェクト研究
「欧州における EVシフトと生産・インフラ・ネットワーク
の再構築と日系企業への影響」共催
公開講演会「欧州グリーン・ディールと日本」

開催日：2021年 3月 2日（火）14：00～ 17：30

会　場：オンライン開催（Zoomウェビナー）

報告者：◇明田　ゆかり（獨協大学経済学部非常勤講師）

　　　　　「欧州グリーン・ディールと日 EU・EPA」

　　　　◇蓮見　雄（本学経済学部教授）

　　　　　「EU産業政策としての欧州グリーン・ディール」

　　　　◇飯田　哲也（認定 NPO法人環境エネルギー政策研究所（ISEP）所長）

　　　　　「加速する世界のエネルギーシフトと日本との落差」

司会・コーディネーター：道満　治彦（神奈川大学経済学部助教）

道満：本日、司会を務めます神奈川大学経済学部助教授の道満と申します。昨年度までは

本学経済学部で助教を務めておりました。拙い司会となりますが、どうぞよろしくお願い

します。

本日の公開講演会は立教大学経済研究所主催、立教大学経済研究所プロジェクト研究「コ

ロナ危機と EU統合の再検討」、および立教 SFR共同プロジェクト研究「欧州における

EVシフトと生産・インフラ・ネットワークの再構築と日系企業への影響」の共催で行わ

れます。

今回の公開講演会は、「欧州グリーン・ディールと日本」と題して、3名の専門家にお

話しいただきます。まず 1人目は、元外務省経済局国際経済課課長補佐で、獨協大学非常

勤講師、本学法学部兼任講師の明田ゆかり先生です。明田先生は 2019年 2月に発効した

日 EU経済連携協定の日本側の担当官として 3年間、EUとの交渉に当たられました。「欧

州グリーン・ディールと日 EU・EPA」という題で、実務研究双方の観点からお話しいた

だけるのではないかと思います。2人目は本学の蓮見雄教授です。蓮見教授からは「EU

産業政策としての欧州グリーン・ディール」と題して報告させていただきます。3人目は

環境エネルギー政策研究所所長の飯田哲也先生です。飯田先生は、自然エネルギーやエネ

ルギー転換の分野では日本のパイオニアで、環境省や経済産業省の審議会の委員を歴任さ

れています。スウェーデンのルンド大学への留学経験や、デンマークとの第 4世代地域熱

供給の検討など、実務・研究双方で欧州を含む世界との強い関わりをお持ちです。「加速

する世界のエネルギーシフトと日本との落差」と題してご報告いただきます。

それでは、明田先生から順に報告をお願いします。
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■「欧州グリーン・ディールと日 EU・EPA」

明田　ゆかり（獨協大学経済学部非常勤講師）

本日の私の講演テーマは「欧州グリーン・ディールと日 EU・EPA」ということですが、

大きく 2つのポイントについてお話します。

1つ目は、欧州グリーン・ディールの対外的側面です。欧州グリーン・ディールは包括

的で壮大な政策変更ですので、それ自体がデファクトで全世界に影響を与える、日本にも

大きな影響を与えるという面があります。しかしそれとは別に、EUが意識的に欧州グリー

ン・ディールを対外的に展開していこうとしています。本日は、その手段としての通商政

策と FTAを見ていきたいと思います。また、2月に発表された新通商戦略と、その中で

論じられている開放的戦略的自律性についても少し検討します。

2つ目の報告のポイントは、日 EU・EPAと欧州グリーン・ディールがどのように関係

するのか、それが日本にとってどのような意味を持つのかということです。EPAとグリー

ン・ディールは相互に多面的に連関しています。そこを簡単にご説明した後に、EUが特

に対外的な手段として活用しようとしている「貿易と持続可能開発（TSD）章」が、実際

にどのように機能しているのかということについてお話します。

ところでこのシンポジウムはコロナの関係で 1年延期されましたが、この 1年間に、劇

的な環境の変化がありました。まず、日 EU・EPAは、2021年 2月 1日で 3年目を迎えま

した。そして、欧州グリーン・ディールが始動してから 1年 3カ月がたちました。その結

果、さまざまな具体的な課題なり可能性が見えてきています。そして、この 1年の間にや

はり何といっても決定的な出来事としては、コロナ危機がありました。これは欧州グリー

ン・ディールのロードマップに影響を与え、時間的な遅れが生じましたが、決してその価

値を下げることにはならなかった。逆に、コロナからの復興においてグリーン・ディール

がますますその重要性、存在感を増しています。そして何よりも、日本が 2050カーボン

ニュートラル宣言というものを 2020年 10月に出しました。これは EUのグリーン・ディー

ルと多くの共通性を持っています。最後に、最近特に議論されているのが脱炭素をめぐる

地政学です。グリーン地政学に本格的にアメリカと中国が参入し、グリーン・ディールの

構図自体を大きく変えていくのではないか、また脱炭素をめぐる大競争の時代の到来なの

かというようなこともメディアでは騒がれたりしています。

結論を先取りして申し上げれば、ヨーロッパのグリーン・ディールの対外的側面は、諸

外国、特に志を等しくする国々と協力をし合っていくという協調的側面と同時に、EUの

意向に従わない国、協力しない国に対しては徹底的に対抗措置をとっていくという競争的

側面が非常に強まっています。さらに、経済的な競争を超えた地政学的な側面もグリーン・

ディールの対外的な展開に含まれています。

これに対して日本は EPAを通じて対応をすることが可能ではないか、と私は考えてい

ます。日 EU・EPAの大筋合意が 2017年、最終的に決着したのが 2018年。私もその交渉

に携わっていましたが、本当に険しい道のりでした。でも、あの段階で日 EUが交渉を妥

結しなければ、おそらく「たなざらし」になってしまった。あのタイミングでなければ、

日 EU・EPAというものは成立しなかっただろうと思っています。日本と EUとの間の協
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力の基盤ができた上に、グリーン・ディールがやってきて、そして日本が 2050年カーボ

ンニュートラルを決定したという順番は、日本にとって幸運だったのではないか。EUと

いう、炭素中立政策で最先端を行っている組織と法的な基盤を持ったパートナーシップを

確立したということが、日本にとって大きな意味を持っているということです。

経産省は 2050年カーボンニュートラルに伴うグリーン成長戦略に着手していますが、

そこでは脱炭素と成長というものがお互いにWin-Winでやっていけるのだという、EUと

全く同じ認識が示されます。また、ロードマップについても、EUと非常に近いものを想

定し、その中で国際的連携が重点分野とされています。

では、この日本のグリーン成長戦略の中で、EUとの関係はどのように捉えられている

のでしょうか。全般的な国際連携としては、海外の技術、販路、経営を取り込んでいくと

か、イノベーションや技術開発で連携していく。そして、国際的なルール・メイキングや

標準、基準の策定を諸外国と連携してやっていくということが列挙されています。日本と

EUの関係では、協力して第三国にグリーン・ディール、脱炭素社会の実現というものを

推進していくことが提起されています。さらに、例えば欧州バッテリー・アライアンスと

か、持続可能でスマートなモビリティ戦略、そして電気自動車、ハイブリッド車の戦略的

な普及において、日本は明らかに遅れているのだという認識と欧州から学んでいく必要が

あるということが述べられています。EUに関連してもう 1つ取り上げられているのは、

炭素国境調整措置です。脱炭素やパリ協定に後ろ向きの国の製品に対する関税であったり

課徴金であったりという措置ですが、これもやはり EUが先行して検討しています。アメ

リカがそれに続くと言われていますが、これに関して日本は諸外国と連携して対応を検討

するという考えが示されています。

それでは、まずグリーン・ディールの対外的側面についてお話します。グリーン・ディー

ルのポイントは、先端的な環境配慮型社会への移行を目指すという側面と、EU産業の世

界市場での主導権を確立するという 2つの側面を併せ持っていることです。さらに、この

グリーン・ディールを発表した欧州委員会の通達では、50項目に及ぶ政策分野において

今後 3年間で EU加盟国のルールや規制を改定していくことになっています。

2019年 12月に出されたこの通達は、4つの章で構成されています。第 2章では持続可

能な未来のための経済政策の転換が示され、ここに最大限のページが割かれています。続

く第 3章では、分量としては第 2章よりも小さいですが、グローバルアクターとしての

EUということが論じられています。これは、当然ながら環境というのは 1国あるいは 1

地域レベルで対応することに意味がなく、グローバルな対応が必要ですから、パートナー

国とのグリーン・アライアンスを追求していくと述べられています。気候変動の安全保障

の側面にもしっかり言及がなされており、通商政策はグリーン・ディールを支援する重要

なツールであると位置づけられています。さらに、グローバル・バリュー・チェーンに

EU基準を適用していくという野心的な目標も設定され、ファイナンスを含めて EU規範

を世界に普及させていくとされています。

この第 3章の通商政策についてもう少し詳しく見ていくと、通商政策は貿易相手国を気

候変動、環境行動に従事させるためのプラットフォームであり、グリーン外交の一環とし
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て、FTAによって相手国の行動変容を促すという考え方が示されています。FTAにおい

て特に EUが重視しているのが、「貿易と持続可能開発章（TSD：Trade and Sustainable 

Development Chapter）」の履行と執行を強化し、その有効性を高めていくことです。さらに、

パリ協定の批准と履行についての拘束的なコミットメントを FTAの本質的要素という扱

いにするという計画も示されています。この本質的要素というのは非常に重大な規律であ

り、これに違反した場合は協定自体を停止あるいは破棄できるものです。EUでは従来、

人権についてこの本質的要素が適用されていましたが、パリ協定の義務の履行を本質的要

素に格上げするという構想です。このほか、グリーンな物品・サービスや投資、気候親和

的な公共調達の促進、違法木材伐採なども取り上げ、最後に EUがグリーン規制で培った

専門知識を、貿易相手国のルール策定に有効に活用していくということも述べられていま

す。

EUが非常に重視している TSD章は、EUの通商戦略の転換点となった 2006年のグロー

バル・ヨーロッパ戦略の中に根拠があり、それ以降独立した章として FTAに組み込まれ

てきました。経済力と市場が大きい貿易相手国をターゲットに、EUの経済的利益につな

がるような利益志向の FTAを追求していくと同時に、貿易の社会面というものもしっか

りと規律していくという EUの政策の象徴が TSD章であったわけです。

もともと環境基準とか労働基準は FTAの中に独立章ではない形で規定されていました。

これらの基準を緩和することによって競争力を不当に高めてはならない、あるいはこれら

の基準を隠された保護主義の形で悪用してはならないという、経済の観点からこれを規定

することは他の FTAでもあることですが、EUはその名称を「持続可能開発」として、環

境基準と労働基準をまとめて規定するという方針を打ち出したわけです。つまり、これは

EUによく見られるパターンですが、経済的な問題、競争上の問題から、人類の普遍的価

値というフレーミングの転換を行って、それを世界にどんどん拡散していこうとしていた

わけです。

グローバル・ヨーロッパ戦略以降の、TSD章を含む発効済みの FTAは 11あります。

そして、議論を呼びましたが、昨年 12月に大筋合意した、中国との投資協定にも TSD章

は入っています。この中国との間の TSD章は非常にゆるいもので、努力規定になってい

ます。中国にとってはこれを入れても害はないと判断をし、EU側としては中国との協定

においてさえ TSD章を入れることに成功したのだということを示したい。両者の利害が

一致して、ゆるやかな形で協定に含まれています。2021年 1月 1日に発効したイギリス

との協定の中にも TSD章は含まれています。

そのような中で、2月に EUの新通商戦略が発表されました。オープンで、サスティナ

ブルで、そしてアサーティブ、という副題が付いています。アサーティブの訳が非常に難

しくて、某新聞では「主張する貿易政策」というふうに訳されていましたが、主張すると

いうよりも断固たる態度でもって確信的に追求していくという姿勢を示しています。これ

は、ユンカー委員会のときの戦略である「万民のための貿易（Trade for all）」の後継戦略

ですけれども、内容はほぼ継承しています。特徴は、当然ながらグリーン・ディール対応

が大きいことです。もう 1つは「開かれた戦略的自律性（Open Strategic Autonomy）」に
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貢献する通商政策ということが謳われています。

この文書では、WTO改革、グリーン移行、責任ある持続可能なバリューチェーンの促進、

DXの支援、EUの規制力の強化、EUのパートナーとして近隣諸国やアフリカとの連携強

化といった 6つの重点分野が設定されています。また、FTAの履行と執行を強化するこ

とと、以前から EUが強調してきた公正な競争環境（level playing field）をさらに徹底し

て追求していくということが明記されています。

最近のグリーン・ディール志向の EU通商政策には 3つの側面があります。第 1は協調

的な側面で、貿易パートナーと協力しつつ、持続可能なグローバルガバナンスの構築を目

指すということで、優先順位の筆頭にはWTOのサスティナビリティを上げていくという

ことが挙げられています。それに対して相手国が不公正な慣行を続けた場合、EUに同調

しなかった場合は、断固たる措置で EUの利益と価値を防衛するとしています。これが第

2の競争的側面です。前者は、協調的規範的なアプローチ。つまり強制力ではなくて、相

手を説得したり、相手の共感を得たり、そして時間をかけて相手の行動変容を起こしてい

く。これに対して、後者はエコノミック・ステートクラフト・アプローチと申しますか、

EUの経済力を使って非常に高圧的にというか、強力にこれを推し進めていくということ

をはっきり提言しています。

そこで、注目されるものとして、通商協定の執行に関する EU規則改正というものが、

これも 2月に発効しました。現在WTOの紛争解決で上級委員会が機能不全になっている

ことを受け、相手のWTO違反が是正されなかった場合は、WTOの手続きを踏まなくても、

EU独自の報復措置、対抗措置を取ることができるという改正です。さらにこの改正は

WTOの紛争解決のみならず、FTAの紛争解決においても、今までの制裁の手段として活

用できた分野をさらに拡大しており、これは日本にとっても注目すべき点です。

また、欧州委員会は昨年 7月に主席貿易執行官を任命し、TSD章の履行、執行強化を

追求しています。これは、EUが結んだ FTAの履行を監督するという重大任務を負ってい

るポストです。それに伴い、シングル・エントリー・ポイントというものが設置されまし

た。これは EUの貿易総局のサイトの中にあり、企業や貿易関係者がそこにアクセスする

ことで海外市場アクセスに関するすべての情報を取れるというポータルサイトであると同

時に、特定の FTAの履行に関して何か不満がある場合、あるいは相手の不公正行為に遭

遇し申し立てをしたいという場合にも、この 1カ所で全て実施できるというものです。

なぜこれを紹介したのかと申しますと、このシングル・エントリー・ポイントの中に不

服申し立てのリンクがあり、市場アクセスと並んで、TSD章についての不服申し立てが

選択肢の規定値として入っているからです。つまり、TSD章で何か問題が起きたときには、

直にこのサイトから主席貿易執行官のところにその意見が届くようになっているのです。

グリーン・ディール志向の EU通商政策の 3番目の側面は地政学的側面です。グリーン・

ディールを推進することで世界における EUの存在感を確保しようという目的があり、そ

こでは混合アプローチと申しますか、規範的なアプローチと強権的なアプローチというも

のが混在していると言ってもよいかと思います。もともと世界において EUの存在感を示

したい、リーダーとなりたいというのは、もう何十年も推進してきた政策目標なのですが、
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今までは主に規範的なアプローチでこれを推進してきたわけです。そこに、アメリカと中

国との関係の中で、場合によっては、非常に強権的な、経済的な力を強制力として使うと

いう局面も登場してくる可能性が出てきたのです。ここが混合していることによって、

EUが混乱をしているのではないかという印象を受けます。その 1つの例として、先ほど

も出てきました EUの通商戦略の 6つの中心課題の 1つである持続可能で責任あるサプラ

イチェーンをあげることができます。これは、サプライチェーンの全ての段階において、

EUの環境基準、労働基準、そして人権が確保されることを企業に義務づけるという計画

です。これをコーポレートガバナンスのデュー・デリジェンスとすることを EUは考えて

いるわけです。しかし、昨今グリーン・ディールの地政学的側面として、DX、クリーン・

エネルギー、それから EVにおいて重要なレアメタルの確保ということが死活的に重要に

なっています。そういったレアメタルの産出にあたっては、たびたび劣悪な労働環境、人

権侵害が特に途上国で起こっています。仮に EUがその規範的アプローチで、労働基準や

労働者の権利を侵害する形で産出されたレアメタルを使ってはならないということを徹底

すると、それは、EUの産業にとって非常に大きなコストになります。同時に、そういっ

たことに配慮しない国々によって、貴重な資源が独占される危険性もあります。EUは、

こうしたジレンマに直面せざるをえません。

では、それをどうやって解決するかという魔法の概念、魔法の言葉が次に説明する「開

かれた戦略的自律性」ということになるのだと思います。この戦略的自律性という言葉自

体は、もともとは安全保障の用語で、それに「オープン」が付け加えられて、EUの新た

な目標とされました。これは 2020年 5月に正式の文書の中で説明されています。この「ヨー

ロッパのモーメント」という欧州委員会通達の中では、体系的に論じられるというのでは

なくて、その要素を羅列的に叙述しているという感じだったのですが、新通商戦略の中で

は、もう少しまとめられて、「開かれた戦略的自律性」は、「EUが自律的に選択できるこ

とを可能にし、またリーダーシップと関与により EUの戦略的利益と価値を反映した世界

を形成することを可能にする能力」と定義されています。私は、新通商戦略が出る以前は、

これは EUのこれまでの傾向に対して新しい名前をつけただけと捉えていたのですが、新

通商戦略で示された開かれた自律性のイメージ図を見ると、矛盾を超越するための概念の

ようです。そもそもオープンとオートノミーというものは矛盾する、あるいは対立する部

分も大きい中で、オープンであることこそが自律的であるという EUのロジック。例えば、

レジリエンスであると同時に競争的でなければならない。ルールベースの協力をするけれ

ども、それをアサーティブにやらなければいけない。サスティナビリティを追求するのだ

が、そこにはフェアネスがなければいけないという、異なる要素、あるいは時には対抗す

るような要素を全部ひっくるめて「開放的な戦略的自律性」として打ち出している。また

EUにとっての戦略的・地政学的な利益もかなり特有のもので、法の支配に基づく多国間

主義が成立している世界こそが EUの地政学的な利益であるとしています。

さて、肝心の欧州グリーン・ディールと日 EU・EPAについてですが、最も私が注目す

るのは、これは日 EU間が約束したことについての法的な基盤であり、最後に寄って立つ

強力なプラットフォームとして機能することです。さらに、「生きた協定」であるという
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ことを日本もEUも強調しています。それはEPAを締結して終わりではなくて、それを日々

改善していく。新しい国際状況に応じて、しなやかにこの EPAの運用、ないしその内容

を発展させていくということです。EUはさらにこれを柔軟に応用することによって、グ

リーン・ディールに即した形で EPAを運用しようという意図を時に露わにしています。

EPAは非常に多岐にわたる 23の章からなり、直接的にパリ協定に言及しているのは第

16章（TSD章）であり、またグリーン基準の調和に関しては規制協力の章が該当しますが、

それ以外の全ての章もまたグリーン・ディールに関係しています。グリーン物品の貿易障

壁の除去、サービスの障壁の除去、あるいは原産地規則、それから税関手続きなど全てが

グリーン・ディールによって活用されていく可能性があります。

グリーン・ディールの主要政策分野と日 EU・EPAの各章がどのように関連しているか

という簡単な一覧表を作りました。例えば、グローバルリーダーとしてグリーン・ディー

ルを先導していくにあたって、日本と共通認識を育成し、また EUモデルを日本において

も採用してもらいたいと EUは考えていますが、これについては合同委員会や特別委員会

の場でお互いの意見を述べ合う機会があります。基本的には年 1回の開催となっています

が、そこに至るまでに、トップレベル以下のところでさまざまな意見調整あるいは相互交

流というものが進んでいくわけです。また、基準や規制に関しては、TSD章、規制協力章、

その他の関連章においてすり合わせを行うことが可能です。

もう 1つ日本にとって重要だと思うのは、グリーン・ディールが何十もの法令改正、規

制の改正、改革というものを予定していることです。グリーン・ディールという名のもと

に、もしかしたら EPAで約束された日本の利益を損なう可能性もあります。グリーン・

ディールがそうした負の影響を生じさせないように、法令改正の早期通報や情報開示、そ

して意見表明の場という権利を日 EU・EPAはしっかりと規定をしています。

クリーン・エネルギーやモビリティに関しては、そのサプライチェーンを構築するに当

たっても、知財や税関等さまざまな章が関係してきます。意外なところでは、生物多様性

です。これもグリーン・ディールの中の重要項目ですが、TSD章の中に独立した節とし

て規定されていることに加え、知財章の中の地理的表示（GI）も関係しています。GIはシャ

ンパンや神戸ビーフなど、それぞれの土地固有の手法でもって伝統的に良質な産品、農産

物が生産されているときに、その名称を保護するというものです。日本側は日本の質の高

い産品をヨーロッパに輸出できるチャンスであると捉えています。EUは、それに加えて

伝統的な手法によって作られるチーズ、お酒、生ハムというものは、微生物の保護にもつ

ながるし、それから自然景観や作物を作る中でそこに生息する生物を保護するという役割

も果たしているので、生物多様性にも貢献すると捉えています。

TSD章に関して少し詳しく説明いたします。先ほど中国との投資協定の中では非常に

ゆるやかな規定になっているということを指摘しましたが、やはり相手があることなので、

ヨーロッパが一律に確定した TSD章を押しつけるということは不可能です。日本側もさ

まざまな交渉機会の中で意見を表明しながら、日本にとって受け入れ可能な形でこれを規

定したということがあります。ただ、大きなフレームワークや内容は、他の EPA、FTA

のものと大きくは違いません。
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TSD章で注目すべきことは、パリ協定とか国連気候変動枠組み条約がこの中でどうい

う扱いになっているのか、日本がこれを義務として実行しなければいけないのかというこ

とです。これは、再確認条項という扱いで、日本と EUがそれぞれ個別にコミットしてい

るこれらの条約上の義務を再確認しているということですから、新たな義務や新たな価値

は一切ここでは発生していません。

では、なぜこれが重要かということですが、ここに規定することで、このパリ協定が、

日本の多国間協定上の義務だけではなく、日 EU間のバイでも義務ともなる。つまり、日

本が多国間協定の義務を果たしているかどうかということを EUが監視できる。逆も真な

りです。EUが義務を果たしているかどうか日本が監視できるということが重要なポイン

トです。

TSD章の履行制度に関しては、日 EU・EPAはソフトなアプローチです。EUで定着し

ている市民社会の対話や国内諮問機関といった制度を日本の中に作ることによって、下か

ら行動変容を起こしていくという長期的な観点からの履行制度です。しかし、紛争解決専

門家パネルが強制力を持たないなど、EU内部からは弱すぎるという批判が出て、すでに

述べたようにその履行強化が模索されています。TSD章は、EUにとってはシンボルです。

倫理的規範的な EUとしては、これを置かざるを得ないのですが、それをどこまで強化で

きるかはまだわかりません。ただ、運用の余地は非常に大きいと思います。柔軟な運用が

できると EU側は考えているので、場合によっては日本に対しても大きな影響を与えるよ

うな形で強化される可能性はあります。

ただし、EU側は日本に対してそれほど懸念はしておりません。日本のこの TSD章の

履行に関する EUの評価は非常に高い、優等生と評価しているといってもよいと思います。

ただ、EUが求めるように、この TSD章を日本が本当に受け入れて、それをまた第三国

にも拡散していくかに関しては決定的なギャップがあり、そこまでの思い入れを日本側が

共有しているとは決して言えないことも事実です。

結論として、グリーン・ディールで先行する EUと、そして 2020年末にグリーン成長

戦略に着手した日本にとって、日 EU・EPAはさまざま点で有効なツール・資産となり得

ると思います。ただ、EPAはあくまでも法的基盤あるいはプラットフォームとしての機

能であって、実質的な協力は日欧の各分野の担当部局間、あるいはハイレベル政策対話で

行われます。しかし、そのプラットフォーム、法的規範としての役割であるからこそ、そ

ういった実質的な協力を監督し、透明性を確保する役割というものに私は期待をしていま

す。一方でまだそこが、十分に機能していないのではないかという印象があります。

最後に、日本にとっての EPAの可能性についてですが、再び 3つの側面に立ち戻ります。

EUが諸外国と協調してやっていこうという側面については、積極的に EPAを使ってそれ

を推進できるのであろうと思います。また、競争的側面と地政学的側面においても、グリー

ン・ディールの透明性を確保し、保護主義の方向に走らないようにする必要があります。

この点で、日本の権利、利益を確保するという観点から、EPAに明記されたさまざまな

透明性確保の規定や協議の規定が非常に有効に活用できるのではないかと考えています。
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■蓮見　雄（本学経済学部教授）

「EU産業政策としての欧州グリーン・ディール」

私は、欧州グリーン・ディールについて、特に産業政策という側面に焦点を当ててお話

をしたいと思います。欧州グリーン・ディールを理解するときに一番大事なポイントは、

環境政策とエネルギー政策を一体化させていることです。これは、急に始まったわけでは

なく、過去 10年ぐらいの間に EUがやってきたものを取りまとめたものです。その限り

では、それ自体は新しいものではありません。ただ、その 10年間に何が変わったのかと

言えば、再生可能エネルギー主力電源化の時代が本当に到来したという点です。

欧州グリーン・ディールの志を実現するためには、さまざまな課題があります。しかし、

COVID-19の影響で、復興基金という形で資金面、政策面から、欧州グリーン・ディール

を後押しするような変化がありました。これによって、準備されてきた一連の政策の歯車

が動き出したのです。本当にそれができるかどうかは、産業構造そのものを根本的に変え

られるかどうかにかかっています。

欧州グリーン・ディールの最大の特徴というのは、環境政策ないしは気候変動政策とエ

ネルギー政策を統合していることです。これによって、実は経済の仕組みそのものを循環

型に変えてしまう。それができるならば、温室効果ガスを増やさない形で経済成長できる

でしょう。

ところが、現状の産業システムやエネルギーシステムには、いろいろな利害関係者がい

ます。だとすれば、さまざまなステークホルダーの合意を形成しながら、順序を考えてエ

ネルギー転換を進めなければいけません。どこの国であってもエネルギー転換を進めるの

は大変ですが、EUの場合には、欧州委員会の役割が重要ですが、実はその中にも総局と

いわれる省庁のようなものがあり、その間の争いもあります。それから、倹約 4カ国、ド

イツ、あるいはポーランドなど中東欧の国々、あるいは北欧の国々があります。国ごとの

違いがあり、市民の関与の仕方も含めて全部違うわけです。そうした国々の中で合意が形

成されていかないと EU全体として欧州グリーン・ディールを進めるというのは実は難し

いのです。ただ、いずれにしても、おそらく低炭素社会をめぐる競争はこれから本格化す

るのは間違いないだろうと思います。

10年前は、EUが環境とか気候変動という問題の理想あるいは規範を形成しているとい

うことで評価されていたのですが、現在は EUの規則が次第に常識として定着し、そのルー

ルのもとで収益性、つまり再生可能エネルギービジネスが成立するかどうかが問われてい

るのです。

先に指摘したように、欧州グリーン・ディールを理解するには、環境政策とエネルギー

政策が統合していることを理解しておく必要があります。EUの環境政策は、もともと基

本条約に明確な権限はなかったですが、徐々に進み、ある段階からいわゆる「環境主流化」

という流れが出てきます。一方、欧州石炭鉄鋼共同体はまさに EU統合の基礎でしたが、

その後の石油の時代になって、70年代から 90年代までほとんど EUレベルでのエネルギー

政策というのは進みませんでした。本格的に変わってくるのがようやく 2000年代、ちょ

うど 10年ぐらい前です。しかし、その後は飛躍的にエネルギーの共通政策が進みました。
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別々の流れで進んできた環境政策とエネルギー政策が合体をして、それによって産業構造

を根本的に変えるという方向性が示され、その延長線上にあるのが欧州グリーン・ディー

ルなのです。

エネルギー政策の最も大きな転換点は 2009年です。この年に第 3次エネルギー規則・

指令パッケージが発効します。これは要するに、エネルギーのネットワークに第三者が自

由にアクセスできるような条件ができたということです。つまり、再生可能エネルギーな

どの新規事業者が自由に電力事業に参入できる法的基礎が整備されたのです。

さらに重要なのは、リスボン条約 194条で連合のエネルギー政策が規定されていること

です。これは、公正な競争市場でエネルギー取引をできるようにすること、EU全体とし

てエネルギーを確保すること、エネルギー効率改善・再生可能エネルギーの発展を促すこ

となどを定めています。実は、これがヨーロッパにおいて再生可能エネルギーが急速に伸

びた法的基礎となったのです。

フォン・デア・ライエン新欧州委員長が出てきて、突然に欧州グリーン・ディールが出

てきたというわけではありません。この政策のパーツは、ほとんど 2009年以降に進めら

れてきた一連の政策を基礎にしています。今回の違いは、それらを取りまとめたこと、産

業構造変革のための成長戦略として打ち出したこと、2050年気候中立という目標を掲げ

たことです。

この結果が、再生可能エネルギー主力電源化です。2020年、史上初めて EU27カ国に

おける発電において、再生可能エネルギーが化石燃料による発電を上回ったのです。

もう 1つは、劇的に再生可能エネルギーのコストが下がったことです。以前は太陽光発

電のコストは高いということが言われていたのですが、今はもう基本的に化石燃料のほう

が高いというところまで来ています。

それから、実は EUは近隣の国々とエネルギー共同体というのをつくっていまして、こ

のエネルギー共同体に入っている国は、EUの気候変動、エネルギー政策を自主的に実施

していかなければならず、EUの政策の影響は広がっています。

次に、欧州グリーン・ディールの中身についてです。これは、経済成長と資源利用を分

離（デカップリング）し、資源効率の高い、競争力がある経済と、公正で豊かな社会への

転換を目指す成長戦略です。一般的に、2050年気候中立という目標に注目が集まりますが、

それを本当に実現するためは、サーキュラーエコノミーを実現しなければいけません。

2つの重要なポイントがあります。まず、その転換について、例えば炭鉱に依存してい

る地域は大きな影響を受けるので、そうした地域の転換を促す「公正な移行」を考えなけ

ればなりません。これがうまくいかないと、市民の支持が得られず、加盟国間の合意もで

きず、結局進まないということになりかねません。もう 1つは、インフラも含めて膨大な

投資が必要ですが、EU予算は小さいですし、欧州グリーン・ディール政策について、投

資家の皆さんが信頼できると思わないと投資してくれません。

さて、EUは、2050年気候中立を目指して 2030年目標を引き上げ、経済成長を続けな

がらも温室効果ガスはどんどん減らしていくと言っています。考えなくてはいけないのは、

いろいろな産業分野ごとに対策を必要だということです。農業は実はなかなか削減が難し
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い。住宅については、リノベーションウェイブといって、断熱性能を高めたりするという

策を進めていますので、ある程度は実現できると思いますし、リフォーム需要を生みます

ので、雇用促進にも役立ちます。発電については、再生可能エネルギーが実用化されてい

ますので、削減していけると思います。工業部門はいろいろあってなかなか難しい。一番

難しいのが、温室効果ガスの 4分の 1ぐらいを出している輸送部門です。

エネルギーミックスを考えていくときに、忘れていけないのは、現在、ヨーロッパは石

油、天然ガス、石炭に依存しているという事実です。もちろん急速に再生可能エネルギー

は増えているわけですが、2050年までに石炭使用を止めて、石油や天然ガスもほとんど

使わないということが本当に実現できるのでしょうか。

いろいろな問題点があります。1つは「ロックイン」されたプラントです。これは、既

に建設されている、あるいは建設途中のさまざまな化石燃料のプラントがあり、それらを

今までの標準的な耐用年数で使い続けるとしたら、どれぐらいの CO2が出るとかという

のも簡単に計算ができてしまいます。目標を達成するには、そうした化石燃料プラントを

予定よりも早く廃棄することが必要になってくる可能性があり、そのコストを誰が担うの

かという問題が出てきます。

また、なかなか電化が難しい産業分野では、水素を使うというお話が出ています。しか

し、水素の生産コストという問題があります。ヨーロッパの場合は、天然ガスを確保して

いますし、域内の天然ガスパイプラインを水素パイプラインに転用することも可能ではな

いかというお話もありますが、いずれにしてもコストがかかる。それから、石炭をやめる

のはいいけれども、働いていた人たちの仕事はどうするのかという問題があります。いわ

ゆるグリーンジョブを増やすということです。これをしっかりやらないと市民の合意は得

られないでしょう。

日常生活においても、自家用車は捨てるというぐらいのライフスタイルの変化が必要で

す。加えて、国によってエネルギーミックスが大きく違います。既に移行が進んでいるデ

ンマークのような国ならともかく、ポーランドなど石炭に依存している国だとエネルギー

ミックスの転換は大変です。エネルギーミックスが異なるため、欧州グリーン・ディール

政策の経済、社会への影響が違い、それをうまくコントロールしないと転換が進まない。

そこで、今回は、「公正な移行メカニズム」、また「インベスト EU」という融資保証で民

間投資を誘致するような仕組みを盛り込んでいるわけです。これがうまくいけば、加盟国

間の合意が形成されて、EUの連帯が確保されて、欧州グリーン・ディールがうまくいく

かもしれない。けれども、合意が形成されず失敗するかもしれない。しかも、そんなに時

間はないのです。EUが一応、欧州グリーン・ディールの基本的な仕組みを作り上げるター

ゲットにしているのは 2023年です。ということは、2021年、2022年に激しい争いが起こ

るはずだと思います。

エネルギー集約型の産業、特に自動車製造などの分野の雇用に依存している地域は、ヨー

ロッパの東側に集中しています。この地域の転換をどうするのかという問題があり、だか

ら「公正な移行メカニズム」という形で支援をしていくのですが、スムーズな転換ができ

るかどうか。これはまさに社会問題です。欧州グリーン・ディールは、化石燃料に依存す
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る経済をやめて、分散型の再生可能エネルギーをベースにした経済に変えることを目指し

ているのですが、そのためには、さまざまな利害関係者の意見を聞き、積極的な参加を促

しながらコンセンサスをつくっていかないと、うまく進まないです。国のレベルでは労働

者、市民、まさに衰退産業で働いている人たちはどうするのかという問題が起こります。

企業のレベルでも、エネルギーをたくさん使う企業、例えば航空機、船舶、鉄鋼業などの

温室効果ガス排出規制が強化されていく中で、企業として生き残っていけるかという問題

が出てくるのです。

また、再生可能エネルギーを最大限有効に使うためには、スマートグリッドに変えてい

かなければいけないというインフラ整備の問題があります。さらに、同じ石炭に依存して

いる地域であっても、それを変換して新しい持続可能な産業をつくりだして「村おこし」

のようなことを考える際に、それぞれの地域や人々の知恵を寄せて、石炭以外のさまざま

な可能性のある要素を掘り起こして、それらをうまく使えるような社会資本があるかどう

かという違いも、地域ごとの移行の差を生み出します。結局、それが人々の合意を形成で

きるかという問題にかかわってくるのです。社会保障制度や年金制度などがありますが、

国ごとに実は相当に能力が違います。総じて、北の国々は手厚いですし、南の国々は非常

に弱い。欧州グリーン・ディールを実現するということは、経済・社会の仕組みを全部変

えるということなのです。

私は、欧州グリーン・ディールの理念には賛成しますし、大いに期待するところですが、

実現するのはなかなか難しい。しかし、COVID-19が、欧州グリーン・ディールを後押し

することになりました。感染拡大の影響は東と南に集中し、フランスとドイツは、こうし

た加盟国を助けるためにも復興基金を提案しました。イギリスがEUをやめ、各国でナショ

ナリズムが台頭し、EUの言うことを聞かない国もたくさん出てきているという状況下で、

改めて EUの政治力と連帯が示されたのです。復興基金には、賛成する国、反対する国が

あり、予算案の項目が増額されたり減額されたり、補助金が融資に変えられたりというこ

とがありましたが、復興レジリエンス・ファシリティという復興基金の中心的な予算は、

基本的に維持されました。

これは、EUの金融システムを考えたときにも非常に重要なポイントです。債務共有化

あるいはユーロ共同債が初めて合意されたからです。今回限りという特例措置にはなって

いますが、EUとして資金を市場から調達して、それを EUの加盟国全てが低炭素社会に

移行していけるようにという形で資金を使うという政策が打ち出され、中期予算と合わせ

て非常に大規模な予算が組まれた。これからも、加盟国間の対立の火種は尽きませんが、

欧州グリーン・ディールが動き出したのは間違いありません。

欧州グリーン・ディールを構成する要素には、産業戦略、循環型経済、エネルギー同盟、

気候行動計画、社会権の柱、デジタル単一市場など、いろいろありますが、各政策は、欧

州グリーン・ディールが打ち出される前から、それぞれの分野で進んでいたものです。欧

州グリーン・ディールは、それらをパッケージにして 1つの成長戦略として組み立てたと

いうところに新機軸があります。以前から、各分野の政策の歯車が形作られてきたのです

が、動力がないと動かない。しかし、「次世代 EU」という名の復興基金が刺激になり、

14



政策を実現していく資金的な裏付けを得て、欧州グリーン・ディールを構成する政策の歯

車が動き出したのです。

注目していただきたいのは、2050年の気候中立を目指すパンフレットに、欧州グリーン・

ディールに適した商業的ルールをつくると書かれていることです。要するに、エネルギー

転換というのは、理想とか規範の話ではなくて、ビジネスなのです。商業として成り立つ

ような転換ということが今、EUとしては目指されている。ただし、そのときに、循環型

の経済に転換するということと、また明田先生も強調されましたけれども、働く場におい

て人権や労働基準をちゃんと守らなければならない。

さて、それでこれからが勝負ということなのですが、復興レジリエンス・ファシリティ・

ガイダンスという一番大きな復興予算の部分の使い方が定められており、要するに、エネ

ルギー効率の改善や環境に役立つものに資金を使いなさいということになっています。そ

こで、ヨーロピアン・セメスター国別勧告が重要になります。各国の予算は自国で徴収し

た税金ですから、各国が自分の判断で使うのですが、それを欧州委員会に提出して、チェッ

クしてもらって、使い方についていろいろ直さなければいけないのですが、このヨーロピ

アン・セメスターという仕組みを通じて、加盟国のエネルギー転換についてもチェックが

入るので、EU全体として欧州グリーン・ディールを進めていけるという仕組みになって

います。

次に、「欧州新産業戦略とサーキュラーエコノミー」についてお話します。欧州グリーン・

ディールというのは、理想ではなくて現実的な課題になってきていて、それを実現するた

めには循環型経済（サーキュラーエコノミー）に転換できるかというのがポイントになり

ます。欧州新産業戦略は、グリーンとデジタル移行ということを主張しています。新産業

戦略の 1つの特徴は、デジタル化というのを強調しているというところですが、もう 1つ

は公正なグローバル競争条件で、これがまさに明田先生が説明された内容とかかわってい

ます。それから重要なのは、パートナーシップ・アプローチという部分です。これは、民

間企業の力を借りないとできませんと言っているのです。例えば、バッテリー・アライア

ンスというのがありますが、ヨーロッパにそんなにバッテリーの潜在力があるのかといえ

ば、まだ十分にはないので、企業の協力を得ながら、ヨーロッパ域内においてもきちんと

バッテリーを作れるようにしなければいけない。クリーン水素もそうです。またレアメタ

ルの確保の重要性についても、「開かれた戦略的自律性（Open Strategic Autonomy）」が強

調されています。

このサーキュラーエコノミーのポイントは、資源需要と経済成長を切り離すということ

ですが、では再生可能エネルギーに転換すると資源需要はなくなるのかというと、そんな

ことはないのです。今、問題になっているのは、たくさんの資源を使い、加工して消費し

廃棄物を大量に捨てています。しかし、こんなことをやっていたら、もうもたないですと

いうことです。そうすると、このサーキュラーエコノミー、循環型経済への転換が必要に

なります。これは、とても環境フレンドリーで魅力的に思われるかもしれませんけれども、

実は、産業に必要な資源をしっかり確保することを考える上でも、域内において資源をちゃ

んと再利用する、転用するというのが非常に重要なのです。そういう意味では、エネルギー
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安全保障の観点からも、サーキュラーエコノミーを考えなければいけないということです。

循環型経済行動計画というのは、部品とか製品を作る段階から分解して再利用しやすい

ような設計にしなければいけない、サプライチェーン全体で再利用を前提としたものづく

りをしなければいけないということなのです。特に資源集約的な分野、例えば電気機器、

情報通信機器などを循環型に変えていく必要があります。特に EVが拡大していくと廃棄

されるバッテリーをどうするかというのは重大な問題になります。自動車など輸送部門は

温室効果ガスの排出量の 4分の 1を占めていて、過去 20年ぐらいの間にこの部門の温室

効果ガスはあまり減らせていません。また、輸送部門は、1,000万人以上の雇用、GDPの

4％を占めています。しかも、2050年までに貨物車両などは 6割伸びると言われています。

ここを変えないといけないですよねというのは非常に重要な課題で、輸送部門の中でも、

道路輸送が温室効果ガスの 7割という状態なので、これをいかに減らすかが重要です。　

もう 1点考えておきたいのは、こういった変化を後押しする意味で、お金の流れを変え

なくてはいけないということです。2020年 6月にタクソノミー（グリーンな経済活動や

投資の分類）に関するレギュレーション（規則）というのが出たということのインパクト

は非常に大きいです。これは、グリーン・ボンドの基礎になるルールです。ざっくり申し

上げると、4項目あり、環境を改善する効果があること、他の環境目的の邪魔にならない

こと、それを実施する上で最低限の社会保障措置をとること、それから欧州委員会の技術

的なスクリーニングです。最低限の社会保障措置と言われるところに、例えば OECDの

多国籍企業行動指針が入っています。この指針は強制力があるわけではなく規範にすぎな

いのですが、EUがタクソノミーにこの規範を入れると、事実上、強制力を持つことにな

ります。

関連して、今までだと財務情報だけでよかったのですけれども、金融商品などが環境に

やさしいところに投資しているかどうか判断するためには、財務情報だけではなくて、環

境的に持続可能な経済活動であるかどうかがわかるような非財務情報を開示してもらう必

要があると言っています。これをめぐる争いも始まっています。

タクソノミー規則が決まると、それをベースにグリーン・ボンドの基準も決まってくる。

銀行や保険業の健全性要件にもこれを入れると、当然、非財務情報を出してください、投

資家もそれを守らなければいけないということになってきます。そうすると、環境とか持

続可能性とか、環境社会問題とか、あるいは企業のガバナンスを念頭に置いた ESG投資

が重要になり、格付けにもタクソノミーが組み込まれていくことになります。これが、実

際どこまでうまくいくのかがわからないところですが、既にそうした布石が打たれている

のです。これがうまく動き出すと、EUが進めようとしているエネルギー転換にも民間の

資本が入ってくるという可能性が出てくるわけです。

次に水素のお話です。将来、再生可能エネルギーでエネルギーを全部まかなうことがで

きるようになるかもしれません。ただし、問題なのは、産業分野によってやっぱり移行が

難しいところ、あるいは電力の貯蔵や輸送といった問題というのが出てくるのです。それ

を EUは明確に自覚をしているので、エネルギーシステム統合戦略を出したのです。簡単

に申し上げると、今まではつくったエネルギーを必要なところに一方向で届ける単線型の
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リニアシステムだったのですが、それを双方向でお互いに交換できるようにすることです。

うちで余っているエネルギーがあったらよその会社に回しますよというような形ができる

エネルギーシステムにするということです。

というわけで、実は重工業とか運輸は、再エネへの移行がなかなか難しい部門において、

水素を含む低炭素燃料を使おうということになりました。結局、再生可能エネルギーをフ

ルに使うためには、蓄電池だけではなくて、再エネの電力で水素とかメタンを製造すると

いうことが必要になります。ここが大事な点なのですが、Power to Power、Power to Gas、

Power to Fuel、Power to Mobility、Power to Industryと書いてありますように、再エネか

ら多様なエネルギー形態を作り出し、それらをさまざまな産業分野で相互融通するエネル

ギーシステム統合を実現していくことが、クリーンで安定的なエネルギーを確保する上で

肝になってくるのです。当然、インフラを変えていかなくてはいけない、技術を開発しな

くてはいけない。それから、水素やメタンをつくるにしても、そのコストを下げていかな

くてはいけないという問題が出てきます。

では、再生可能エネルギーが増えるとそれでハッピーかというと、必ずしもそうではあ

りません。グリーンとデジタルは、レアメタルなどクリティカルローマテリアルズ（CRMs）

といわれる鉱物資源に依存しています。欧州グリーン・ディールが進めば進むほど、

CRMsへの世界需要が激増します。ところが、その地理的な賦存は極めて不均質なのです。

だからこそ、「開かれた戦略的自律性」が必要になるのです。リチウム需要は 60倍、コバ

ルト需要も 15～ 20倍になると予想されています。CRMsを誰がもっているかと言えば、

中国が圧倒的なのです。CRMsを確保する上でも、サーキュラーエコノミーが大事なので

す。廃棄物から CRMsを回収しリサイクルして利用できるようにしておかないと、安心

してグリーン・ディールを進められないということです。

電気自動車（EV）についてです。EVが急速に伸びていますが、EVが伸びると、その

5年ぐらい以降には大量の中古車や廃車が出てきますが、それは中古バッテリーがたくさ

ん出てくるということです。このバッテリーをどうするかという問題が生じるのです。分

解してリサイクルするというのにも限度があり、車載バッテリーを他目的に転用すること

が必要になるのです。中古バッテリーで蓄電センターを作れば、エネルギーシステムの安

定化に使えるのです。車を走らせるためには 100％使えるバッテリーでなければいけない

かもしれませんが、電力システムの安定化のために使うためには、多少古いバッテリーで

もいいわけですね。そういう形の転用というルートもきちんとつくらないといけません。

実は、中東欧地域で CRMsの開発ができるということが指摘されています。今まで石

炭など化石燃料に依存していた地域が、新しく CRMsを開発できるようになる。そうす

ると、輸入依存が減るわけですから、これは西欧の利益にもなり、中東欧諸国の利益にも

なるので、EUの加盟国間の合意も形成しやすくなるかもしれません。

最後に、まとめです。第 1に、欧州グリーン・ディールを扱うときには、環境政策とエ

ネルギー政策が一体になっていることを見落としてはいけません。第 2に、厳しい環境ルー

ルがあるとしても、その中できちんと収益性がとれるようなビジネスに転換できるかどう

かが、現実的な課題となっていることです。全ての産業分野において厳しい環境規制の中
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で収益性が確保できるどうか、そうしたビジネスに転換ができるかどうかです。第 3に、

通商政策の面では、やはり「開かれた戦略的自律性」が重要です。第 4に、欧州グリーン・

ディールに対する投資家の信頼、あるいは市民の信頼を確保しなければなりません。エネ

ルギー転換の痛みをうまく緩和し、国民的合意を作ることができて初めて EU加盟国の連

帯が確保され、政策が進むのです。第 5に、サスティナブル・ファイナンスとユーロ共同

債による資金の調達です。これには、欧州グリーン・ディールに対する投資家から信頼を

確保することが重要です。以上が私の報告です。どうもありがとうございました。

■飯田　哲也（認定 NPO法人環境エネルギー政策研究所（ISEP）所長）

「加速する世界のエネルギーシフトと日本との落差」

環境エネルギー政策研究所の飯田と申します。私のお話は、最初の明田先生、蓮見先生

のような専門的なグリーン・ディールの話とは若干性質が異なります。私は、分野がエネ

ルギー中心であるということと、もう 1つは、私自身 EUの政策プロセスにかつて若干か

かわっていたこともあるのですが、日本の霞ヶ関やエネルギー政策の現場にもかかわって、

現場と霞ヶ関との認識の違いが常に問題意識としてあることです。日本は、エネルギー政

策のコンテンツで遅れているのは言うまでもないのですけれども、もっと違う次元でかな

り日本は非常に厳しい状況になっているのではないかと思います。

もちろん、コロナ禍が 2020年初めに広がる前から、EU、その前はアメリカの民主党か

らグリーン・ニューディールあるいはグリーン・ディールという話は出ていたわけですが、

それを加速したのは明らかにコロナ禍です。特にコロナ禍によって格差の問題が顕在化し、

他方で株価バブルが起きています。これを串刺しするような形で一気にグリーン・リカバ

リーとか、ビルド・バック・ベターとかしていこうというモメンタムにはなったんだろう

と考えています。

ただ、2020年、瞬間的に CO2が減ったとしても（IEAだと 7％という速報値が出てい

たかと思います）、温室効果ガス全体としては実はあまり減っておらず CO2が減っただけ

ということなのです。長期的なトレンドでは、いわゆる気候危機、+1.5℃でも気候の影

響はすさまじく出るわけですが、それに持っていくとしてもなかなか大変であり、つまり

エネルギーを丸ごと変えるしかないということです。

10年前、パリ協定は 2015年ですが、2009年のコペンハーゲンでの COP19のころは、

ほとんど再生可能エネルギーといっても太陽光と風力だけなのですね。この頃は、太陽光

と風力を誰も相手にしなかったのです。ですから、気候変動というのは、例えばキャップ・

アンド・トレードやカーボン・タックスとか、政策と規範的アプローチしか対処しようが

なかったのです。

ところが、この 10年でゲームチェンジが起きました。それは、太陽光と風力がまさに

指数関数的に伸びた。速報値ですが、2020年末に太陽光がついに風力を抜いたというのが、

30年この分野に携わっている私からみてもビッグニュースです。あくまで設備容量です

が、まず風力が原発を抜き、そして太陽光が原発を抜き、今度は風力を太陽光が抜くとい

うすさまじい勢いで成長してきたのです。とは言っても、まだ風力は世界全体の電力で 6
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～ 7％、太陽光は 3％ぐらいにすぎないですが。

参考までに、商業的に風力発電が普及し始めるのは 1980年、アメリカのカリフォルニ

アとデンマークです。1990年時点でもまだ風力はカリフォルニアとデンマークにしかあ

りません。1990年の BP統計で見ると、風力は、世界の電力供給の 0.01％で、その 10年

後の 2000年も風力発電は 0.1％です。2010年には、中国やアメリカも風力発電が普及を

始めたのですが 1％でした。つまり 1980年から 10年ごとに、10倍増加してきたのです。

そのペースでいくと、2020年で本来 1の 10倍ですから 10％になるはずなのですが、残念

ながらそこにはたどり着かず 6～ 7％です。しかし、1％が 6～ 7％になって、風力の普及

のペースは落ち着いてきたのですが、それでも 2030年あるいは 2050年には数 10％にな

ると思います。

太陽光はもっとすごくて、太陽光が本格的に普及を始めたのは 1995年の日本からです。

これは全く偶然なのですが、電力会社が余剰電力購入メニューを導入し、経産省が、あの

再エネ嫌いの電力会社と再エネ嫌いの経産省が、2分の 1補助金をすることに合意しまし

た。実は、これは「炭素税つぶしの迎え火政策」とも言われているのですが。ドイツが

2000年に固定価格買取制度を導入し、2002年に太陽光は世界の発電の 0.01％でした。

2009年に 0.1％、2015年に 1％、太陽光はだいたい 6、7年で 10倍増加してきました。と

いうことで、2021年で 10％になるはずなのです。しかし、今 3％で、太陽光の場合は前

年比よりも 2021年の設置量が多くなる傾向なので、2020、2021年から 2022年ぐらいには、

10％には達しないかもしれませんが、おそらく風力と同じく 7、8％ぐらいまでは増える

のではないかと考えられます。太陽光は、これからも指数関数的に増加していきます。で

すから、10年前には想像できなかったのですが、IRENA（国際再生可能エネルギー機関）

のような保守的な国際機関でも、あるいはドイツ Energy Watch Groupとフィンランドの

LUTの共同研究ですが、特にこの LUTと Energy Watchは、太陽光と風力がこれから、

電気だけではなくて、一次エネルギー、つまりエネルギーのほとんど全てを太陽光と風力、

特に太陽光が占めるのだというかなり強気のシナリオを示しています。こうしたシナリオ

が出てくるようになったのはここ数年のことで、10年前には全く考えられなかったこと

です。世界の認識が、この 10年で完全に塗りかわったということです。やはりコストが

下がったことが大きい。風力発電のコストは過去 10年で 7割減、太陽光は 9割減。これは、

いわゆる技術学習効果、いわゆるラーニングカーブというか、コンピューターの世界に例

えるならば、インテルを作ったゴードン・ムーア博士の名前から取った「ムーアの法則」

が当てはまります。まさに、大量生産される小規模分散テクノロジーは、日進月歩の工夫、

改良、改善、コストダウンがあって、それが結果として継続的にコストダウンを起こし、

小さなイノベーションも含めてイノベーションを起こしてコストを下げていくということ

です。この太陽光と風力が、LCOE、つまり初期投資とランニングコストを平均化した新

設のコストで見ると、今や一番安いエネルギー源になったのです。

同様に、太陽光のコストは、8割、9割減で、これからも持続的に下落をしていくと予

想されています。風力のコストは、これまで半減しましたが、やはり継続的に下落してい

くでしょう。もう 1つ大きなゲームチェンジャーが起きているのは蓄電池です。特にリチ
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ウムイオン蓄電池のコストは 9割減で、これからもこのペースで下がっていくと思います。

この 3つが、エネルギーとモビリティにおける根底からのゲームチェンジャーになってい

るのです。

だから、現在は、単にエネルギーシフトあるいは気候変動について、規範や政策によっ

て進められているだけではないのです。もちろん政策は非常に重要ですが、基本的にはテ

クノロジー・ディスラプション（技術による破壊的変化）が起きているのです。これを歴

史的にみると、天然ガス、石炭、原油、LNGの歴史的な市場価格に対して、空から隕石

が落ちているようなペースでこの 3つのコストダウンが、特に太陽光バッテリーというの

は激しいコストダウンが起きており、いわゆる化石燃料および原子力が作ってきた古いエ

ネルギー秩序を根底から破壊しようとしている状況になっています。

ちなみに原発は、どんどんコストが上がってきています。福島原発事故以降、原発のコ

ストが上がったということを言う人を見かけますが、それは不勉強です。そうではなくて、

福島原発事故よりもはるか以前にアメリカでもフランスでもコストは鯉の滝登りのように

上がってきていたのです。東芝がウェスティングハウスを買収したのが 2006年なのです

が、その時にはすでに原発はコスト的に終わっていたということです。

IRENAによれば、従来のエネルギー地政学は石油をめぐる国際政治でしたが、これか

らは再エネの市場と技術を持っている国が主導権を握るということになります。アメリカ、

中国、ヨーロッパ、そして本来なら日本も、これからの新しいエネルギー地政学の勝ち組

で、他方、石油に依存している国々はこれから大混乱が起きるだろうと予測されています。

実際にベネズエラを見てもそうだし、ロシアを見てもそうですが、これから大変なことに

なっていくと思います。

中国はもうはっきりと勝ち組の位置におり、彼らはそれを意識しています。残念ながら、

日本の政治も行政もこの点を全く理解していません。

カーボントラッカーの資料によれば、既に太陽光を新設するほうが石炭を新設するより

も、平均コストで見れば安くなるし、もうすぐ既存の石炭を動かすよりも、太陽光を新設

したほうが早くなります。ですから、日本の古い高効率石炭火力を輸出するようなモデル

は、もう成立しなくなりますし、先日もインドからキャンセルされました。

2020年 5月にインドの太陽光プラス蓄電池は 400GWで、これは日本で言うところのベー

スロード電源です。365日 24時間、稼働率 80％で動かして、落札結果はわずか 1kWh当

たり 4円です。インドでも 1kWh当たり 4円だと、しかも需給調整可能で稼働率 80％で

動く太陽光プラス蓄電池であれば、石炭と比べてももう十分に採算がとれます。太陽光プ

ラス蓄電池が新設石炭よりも安くなるという 10年後の予測が、すでに個別のプロジェク

トでは実現しつつあるということです。ですから、再エネというふうにひとくくりで言う

わけですけれども、少なくとも電力エネルギーのゲームチェンジャーは、太陽光と風力、

そして蓄電池なのです。

この太陽光と風力が激安になり、今後もますます安くなるので、水素を介したセクター

カップリングというのがいよいよリアリティを持ってきました。少し古い者ですが、スタ

ンフォード大学の Tony Sebaが 4年前のレポートで提言しているように、単に EV化が進
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むのではなく、同時に自動運転とライドシェアが急速に進んでゆきます。最近もホンダが

（かなり限定的かつ高価ではあるものの）「世界初」のレベル 3を発売し、テスラは今年中

に自動配信でレベル 4を出すと言っています。中国やアメリカの都市ではもうレベル 5の

実験をやっています。この自動運転のテクノロジーも、EVよりもはるかに速いスピード

でどんどん技術が進み、同時にライドシェアが普及し、スマホで誰でも好きなところに配

車できるようになるので、車をそもそも買う必要がなくなる時期もそう遠くありません。

そうすると、車を年間 1,000万台売り切るような、特に日本の自動車産業のようなビジネ

スモデルというのは大崩壊をこれから起こしていくだろうということが予見されていま

す。これから 10年の間に、いわゆるMaaS（Mobility as a Service）とか、あるいは CASE

（Connected, Autonomous, Sharing, EVs）と呼ばれるモビリティへの転換が急速に進みます。

2030年までにガソリン、ディーゼル車の販売を禁止するという政策や規範により政策が

打ち出されつつありますが、MaaSや CASEなどの技術革新による破壊的変化はそれより

も早く、その変化を加速させるのではないかと思います。車を買わずにスマホで呼べるサー

ビスに変わると、自家用車を買う場合に比べて移動のコストが、10分の 1以下で済むと

試算されています。自家用車を買うと、自家用車を買って、駐車場代を維持して、税金を

払って車検代を払って、修理代を払い、保険料を払うというコストが高いのです。

そこまで一気にシフトしてしまうかもしれません。つい最近、オーストラリアのレポー

トでは、これは 10年もかからなくて 2025年ぐらいにはこちらにシフトするのではないか

というレポートも出ています。

脱炭素も、これまではキャップ・アンド・トレードとか、カーボン・タックスといった

経済界と対立する ｢経済抑制的な政策｣ でいかに変えようかということでしたが、太陽光、

風力、さらにそこに蓄電池がゲームチェンジャーとして加わろうとしています。モビリティ

も全く同じトレンドです。日本政府とトヨタ、ホンダは、いわゆる水素燃料電池にこだわ

りすぎたために完全に出遅れています。今、エネルギー（電力）とモビリティ分野で、ほ

ぼ同時並行で産業の破壊的変化が同時進行で起きており、AIとか ICTをベースとするデ

ジタル領域がそれを後押ししています。デジタル領域の変化そのものも今、社会を大きく

変えようとしているので、これを逆に社会はどう受けとめて、移行マネジメントを慎重に

デザインすることが大事な時なのですが、手を突っ張ってその変化を起こさないようにし

ているのが日本です。日本は 2011年の 10年前の福島第一原発事故の起きたその日に固定

価格買取制度を午前中閣議決定し、その後、当時の菅
かん

首相が、自分を辞めさせるのであれ

ば、この固定価格買取制度を成立させろと言って、8月 26日に法案成立、翌年の 2012年

7月 1日から施行されました。これによって、太陽光だけは爆発的に増えました。制度設

計が粗雑だったために、副作用がかなり大きかったことはあるのですが、瞬間的にはドイ

ツを抜いて、中国に次ぐ世界第 2位の太陽光発電大国となりました。日本の太陽光発電は

6,000万 kWぐらいですが、アメリカに抜かれてしまったので世界第 3位に後退し、太陽

光発電を筆頭にその普及に急ブレーキがかかろうとしています。ここはまた日本の問題な

のですけれども、例えば九州電力は、2018年 10月からいわゆる出力抑制を始めました。

出力抑制がただちに悪いというわけではないのですが、まだ太陽光や風力の出力を抑制す
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るレベルではない、つまりまだ石炭火力を半分ぐらい残しているのです。原発を動かしな

がら、また連系線で中国地方に送る余地があるのに、太陽光を抑制しているのです。非常

に乱暴な抑制を九電が始めているというのが、まさに日本の状況を象徴しています。九州

電力では、まだ 11～ 12％しか太陽光、風力は入っていませんから、このレベルで抑制し

ていたら、とてもではないですけれども再生可能エネルギー 100％はできません。

近年に劇的に安くなった太陽光と風力の 2つを VRE（Variable Renewable Energy）と呼

んで、この比率を電力分野で高めていくことが世界の競争になっており、日本は今これが

もうちょっと上がって日本全体は 8～ 9％ぐらいまで来ました。九州は 12～ 13％までいっ

ています。さらに再エネの比率が上がると、柔軟性を確保するために、系統運用の考え方

をちょっと変えないと十分吸収できなくなります。デンマークと南オーストラリア州のよ

うに再エネの割合が大きくなると、短期的な安定性を確保する策が必要になります。

この柔軟性という考え方が、電力市場におけるパラダイム変化なのです。これまで、日

本は、ベースロード電源という考え方に凝り固まっていて、そこに変動型、自然変動型、

太陽光と風力が入ると、放っておくと需要を突き抜けてしまい、系統安定性が保てなくな

る。そこで、九州電力はこの突き抜けた太陽光を止めてしまえという非常に乱暴なことを

やるわけです。しかし、10年から 20年前の間に、ヨーロッパなど、再エネ、自然変動型

再エネが入ったところは、ベースロード電源なんていらないのではないかと考え方を変え

ました。太陽光と風力というのは、市場から見ると実質ゼロ円なのです。実は、マイナス

コストのときが水素を作るチャンスなのです。それはともかく、太陽光や風力は実質的に

はゼロコストで、かつ純粋な国産エネルギーですし、いわゆるメリットオーダーといわれ

る、安い順に市場に電源を入れていくという考え方からすると、太陽光と風力を最優先し

て入れて、ほかのものを後から乗っけていくほうが総コストは安くなるのです。本当のちゃ

んとした電力市場であれば、需要側が適応することもできますし、ヨーロッパだったらほ

かの国に輸出をすることもできます。日本でも、例えば九州電力は中国地方に送ることも

できるのです。自然変動電源を最優先して入れつつ、系統全体を柔軟に運用していくとい

う柔軟性という考え方にパラダイムチェンジが生じたのですが、日本はまだそこに至って

いないという非常に残念な現実があります。

南オーストラリア州が 2004～ 2005年ぐらいから太陽光と風力を増やし始めました。太

陽光と風力で、2019年で 51％になっていて、2021年中に 70％ぐらいになりそうです。こ

こは、周波数調整市場でうまく機能しているのですが、そこで大活躍しているのがテスラ

が作った巨大バッテリー施設です。日本でも 2018年の 9月に北海道で全道ブラックアウ

トがありましたが、南オーストラリア州では、その 2年前の 2016年 9月に暴風雨で送電

鉄塔が 20数機なぎ倒されて全州ブラックアウトを起こしたことがあります。その停電対

策の一環として、当初は 100MW/h、129MW/hという当時世界最大級の蓄電池、－これは

系統側に接続された蓄電池なのですが－、に 75億円投資したら、周波数調整市場で年間

30億円稼ぎ 2年半で投資が回収できました。2020年これをさらに 1.6倍にし、125MW/h

を 200MW/hに増強しました。蓄電池は、電力系統で使える一番効率性の高い選択肢になっ

たのです。日本の政府、特に経産省の資料を見ると、再エネをやるには蓄電池が必要だと
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言い訳のように蓄電池と書いているだけで、本格的な普及は全くやってこなかったのです。

デンマークはまた別の非常に面白いアプローチをとっています。デンマークの場合は、

2050年にエネルギー全体を再エネ 100％、2030年までに電力の再エネ 100％というのを国

家政策で掲げており、その実現に向けて全土の 60数％普及している地域熱供給の拡大・

再エネ化と表裏一体になっています。ある年の 2月の風力発電は、文字どおりお天道様任

せ、風任せで、需要の 2倍ぐらい発電するときもあれば、まるで発電しない日もあります。

まさに自然変動なわけです。しかし、デンマークでは、もともと地域熱供給の熱源として、

コジェネレーション、つまり天然ガスやバイオマスを燃料として電気と熱を供給する熱電

併給を増やしてきていました。デンマークはコジェネを法律で 1979年から義務づけてい

ます。日本みたいにモノジェネ、電気を作るだけだと、大量の廃熱が出て 1次エネルギー

が非常にもったいないわけですね。それはデンマークでは許されていなくて、ゴミ発電で

も石炭火力でもバイオマスでもガスでも、とにかくコジェネで、熱は必ず地域熱供給で使

うので、総合熱効率で 80～ 90％、木質の場合は（含有水分の潜熱の回収で熱効率が）

100％超えたりするのです。デンマークでは、そのコジェネを 1979年から法律で義務づけ

るという非常に賢い国です。そのコジェネレーションは、風力発電が多いときには止まり、

風力発電が少ないときには動いて、風力発電の出力をコジェネが補完するわけです。これ

はお互いが話し合って補完するわけではなくて、電力市場を介しての補完です。風力発電

の出力が大きいときは、電力市場にタダまたはマイナスコストで入る電源なので電力市場

価格がぐっと下がるため、コジェネで燃料を使うともったいないから止めることになりま

す。風力発電が少ないと電力市場価格が上がり、その時にコジェネを動かすと儲かるので

コジェネを動かします。そういう形で市場価格、市場を介してこれが補完する関係にある

のです。そうすると、元々コジェネレーションは、地域熱供給のお湯を作るための熱源か

つ電源なわけですけれども、その熱の需要とは関係なく電力市場に連動して動くのですが、

その熱の過不足は、デンマークに 5,000カ所ある貯湯槽で調整します。デンマーク政府は

これを「お湯でためる蓄電」と言い、リチウムイオン電池の 100分の 1から 1,000分の 1

のコストで一番安い「蓄電池」だと自慢しています。風力発電の電力が余るときには、日

本のように止めるのではなくて（デンマークでも止めることもありますが）、風力発電の

電気からお湯を作るわけです。そうすると、熱需要とは全く関係なくお湯ができ、これを

貯湯槽がバッファとなって貯めることができます。これは 3者 3様にメリットがあります。

風力発電も止めるよりは動かしたほうが収入が入るので、風力発電事業者にとってもメ

リットがあります。地域熱供給事業者にとっては、風力発電がお湯を作るときは、電力価

格が極めて低いので非常に安上がりです。しかも、間接的ではありますが、風力発電の電

気がお湯になるわけですから、CO2フリーのお湯ができるという意味で、安くて CO2フリー

なのです。電力市場にとっても、全体の需給調整に役立ちますので、三方丸く収まる賢い

やり方です。

さらに、デンマークは、超巨大洋上風力の島をつくって風力をさらに増やそうとしてい

ます。増えるとさらに余るのではないかもしれませんが、それで水素を作り、その水素で

メタンを作ることができます。デンマークは同時にバイオガスを増やそうとしています。
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デンマークは、北海の化石天然ガスネットワークを持っているのですが、その北海の化石

天然ガスをもうやめて、バイオガスと風力ガスのネットワークに切りかえようとしていま

す。バイオガスは、ご承知のとおり、食品残渣や糞尿を発酵させて作るメタンですが、

CO2が半分ぐらい入っています。そこから気候中立的なメタンを取り出し、さらに CO2

を回収して、風力を利用して風力ガスというメタンにするという構想で動き始めています。

電力は風力とバイオマスのコジェネで CO2フリーになり、地域熱供給はバイオマスと風

力で CO2フリーになり、そしてガスはバイオガスと風力ガスで CO2フリーになるという、

ネットワークを 3層構造で全て CO2フリーにしていくというのがデンマークの構想です。

ですから、先ほど蓮見先生の絵にあった水素の活用の中で、唯一、多分実現しないだろ

うと私が見ているのは、水素そのもののネットワークです。これはおよそ実現しそうがな

く、多分、水素燃料電池であるとか、水素そのものを活用するというのはかなりレアにな

るのではないか、と私は思います。

菅
すが

総理が 2050年炭素中立と、中身がないまま言って、今、政治的には 2つの動きがあ

ります。経産省の審議会を見ているとわかりますが、とにかくもう猫も杓子もではないで

すけれども、やっぱり原発の再稼働が必要だ、場合によっては新設が必要だという、何と

も現実性がないことを言っています。一方で、河野太郎規制改革チームが、やっぱり再エ

ネを増やさなければいけないのだと言って、今、タスクフォースで動いていますが、なか

なかこれもうまくいかないようです。日本では、政府は口先では何か言うのですけれども、

実質の政策は伴っていません。1990年のいわゆる地球温暖化防止枠組み条約から始まっ

て、その後の京都議定書、そして今回パリ協定と進んできたのですが、地球温暖化防止枠

組み条約を締結しているのに、石炭火力を唯一増やした先進国は日本です。アメリカはモ

ビリティのほうが問題かもしれませんけれども、アメリカと日本は CO2削減に失敗しま

した。非常に残念なことですが、日本はデカップリングという発想がほとんどなくて、と

にかく経団連を中心に環境規制したら経済に影響があるという、もうどこの途上国だとい

うメンタリティの反対の大合唱という感じです。日本の再エネの目標値も、今となっては

本当に低いし、これを高めようにも、そのための政策措置のレベルが非常に低い。日本は、

ポテンシャルはあります。環境省が 2020年に出した調査によれば、住宅と農地を活用す

れば、2018年の日本の総発電電力量の 3倍ぐらいの電力が、太陽光だけでできます。太

陽光を軸に陸上と着床式で風力を少しやれば（浮体式風力は、私は考えなくていいと思い

ます）、仮にこの 1,170TWhだとしても十分ですし、半分ぐらいに節電もできます。ただ、

セクターカップリングでエネルギー全体を太陽光と風力を軸にカバーしようとすると、お

そらく 1,500から多くて 2,000TWhぐらいの風力と太陽光発電すれば、十分カバーできま

す。住宅と農地の一部および陸上を中心に、一部、洋上風力で量的には十分足りそうです。

再エネというのはお金が域内循環します。日本は、エネルギー調達のために 25兆円ぐ

らい海外に支払っている。この GDPでマイナスの費用を国内に投じていくことができる

ようになれば、GDP的にもプラスになっていくということです。

この 1年間を見ていて、コロナ対策では日本が突出して失敗しています。いや、そうは

言っても日本は感染者数も死者数も少ないではないかというふうにテレビでも、下手する
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とかぎ括弧付きの専門家の人が言ったりしています。しかし、アジアだけで見ると、日本

は最悪の部類です。まずはっきりわかるのは、政治がもうデタラメというか、後進的で反

知性的だということがはっきりしています。日本は明らかに非科学的なアプローチをとっ

ていました。1つはまず政治の問題。だいたい政治文化的にマッチョな国々、勢いで何か

やろうとする国、例えば、米国のトランプ前政権、日本の安倍・菅政権、ブラジルのボル

ソナーロ大統領といった国々は対応に失敗したと思います。イギリスのジョンソン首相は

途中で方針を変えましたけれども。

人命とか人道は非常に軽視されていて、経済と両天秤にかけられて、結果としてその経

済もうまくいかず、中途半端に感染を拡大させています。それだけでなく、私がやっぱり

日本の問題だなと思ったのは、分科会に象徴される知識コミュニティがガラパゴスだとい

うことです。これは原発エネルギーと全く一緒なのです。専門家のコミュニティが世界の

智から隔離されてるというのは非常に大きな問題で、1つは、日本はきょう時点で、100

万人当たりのPCR検査数が世界 148位です。もう 1年たってもいまだに増やせていないし、

あろうことか PCR検査をすべきではないという「検査抑制論」が日本だけで跋扈してい

ます。

もう 1つは、政策形成のプロセスとして霞ヶ関の劣化が甚だしいのではないかというこ

とです。これは、10年前の福島原発事故のときもそうですし、今回のコロナもそうなの

ですが、危機のときに平時の対応をするのです。それから、未知とか不確実なことに対し

て対応ができていません。これは非常に大きな問題で、最初にダイヤモンド・プリンセス

号が着いたときに中で仕切っていたのが、役職と権限はあるけど能力と知識がない人でし

た。現場や情報を無視するということが起きています。霞ヶ関の中で非常に古い前例主義、

形式主義、無謬主義等が跋扈しているので、これだけ今、世界で智が爆発的に発展してい

て複雑な社会になり、テクノロジーも社会も情報も大爆発しているときにも、もう完全に

ここが乖離しているのではないかというのが私自身の見立てです。

さらに加えて、地方とか市井レベルでの後進性が全然アップデートされていないことで

す。有名になったのは FAXとハンコです。日本はいまだに FAXを使っているのかという

ので、ほとんど世界の笑いものになりましたし、最近ではコロナを検知するソフトウェア

が半年間、全然機能していなかったとか、あるいは患者数が少なくとも欧米に比べるとけ

た違いに少ないのに、ベッド数はけた違いに多いはずなのに医療崩壊とか、社会全体が機

能不全を起こしています。

エネルギーの分野でも、例えば太陽光や風力による発電のコストが、日本では非常に高

いのです。そのコストをなかなか落とせず、高効率のバイオマスボイラーも日本では設計・

製造ができないのです。あるいは、技術的にはもっとシンプルな高効率の木質ストーブが

日本でできないのです。日本で作られているのは途上国型の非常に非効率ないわゆるダル

マストーブ的なもので、クリーンバーン方式のヨーロッパ型の燃焼効率が 80％を超える

ような高効率ストーブは日本で作られていません。あるいは、温水配管設計技術が、日本

では事実上ないに等しい。何かベーシックな原理原則がきちんと身についておらず、ここ

も日本は非常にまずいところに来ているように思います。

25



グリーン・リカバリーというコンセンサスが、そもそも日本では消えてしまっている感

じがあります。まず日本の政治行政システムの非常に強固な縦割り、例えば農水省の農地

規制というのは、ある意味、温暖化がどうなってもいいから農地だけは守るというような

姿勢だったりするのです。しかも、先ほどあったような危機対応に対してほとんど機能不

全です。そこには日本の政治システムの問題があります。なぜかと言えば、現状維持で、

前例踏襲で、ある種の神話がはびこっているからです。役員の方は 2年でコロコロ変わる

けれども、その部署にはやっぱり原発と石炭が中心のいわゆるベースロールなんだといっ

た神話が残ります。この神話に依存して、2年に 1度新しい役人が来て、その神話に依存

して政策形成をするので、世界の複雑系のオープンな智の形成システムとはかけ離れてし

まいます。

これだけ大きく社会と産業とかが変わるときには、移行マネジメント、非常に丁寧で柔

軟で洗練された移行マネジメントが必要なのですけれども、それは日本が一番不得意な部

分だと思います。そこが非常に大きな問題です。新型コロナの感染拡大も非常に早くて、

しかもコロナに関する新しい智がどんどん出てくるわけです。特に一番新しい智というの

は、発症しないけれども、感染者が感染を拡大することは、ダイヤモンド・プリンセス号

の経験でわかったのですけれども、日本では、その後ずっと 37.5度 4日間自宅待機とい

うことで、かなり被害者を出しています。太陽光と風力と蓄電池も、先ほど見たように、

加速度的に変化が生じているにもかかわらず、日本の政治行政システムがその変化に全く

追随できていません。結果としてはグローバルな知識コミュニティから断絶して、行政の

硬直性と非知性、反人道主義の政治が非常に複雑に絡み合って、日本は身動きが取れない

状況なのではないかと思います。やはり行政とか専門家チームというのは年功序列ではな

くて、グローバルな知識コミュニティに直結した人材をできるだけ登用し、責任者に当て

る必要があるのではないでしょうか。

時間はかかりますけれども、行政に関してやっぱり責任と権限の明確化とか権限移譲の

徹底を図らないと、多分このままでは非常に難しいだろうなと思います。また政治的リー

ダーに科学的、論理的思考が欠落している人が多い。もちろん全ての人ではないですが。

人道主義というのは一番中心にあるべきだろうと思いますが、そういったものが日本では

欠落して、経済、経済、経済という、表面的な経済のことだけを言う政治家が中心だった

りするので、なかなか改善できそうにありません。コロナ禍であぶり出された日本の問題

と、それが日本のグリーン・リカバリー、特にエネルギーやモビリティの問題点とも非常

に共通しています。今日は、モビリティについてはあまりお話していませんが、トヨタは

水素にこだわりすぎて、しかも EVに完全に乗り遅れて、自動運転はもっと乗り遅れてい

ます。しかもライドシェアなんて日本ではまだウーバー 1台も走っていないという状況で

す。これから、自動車産業も大崩壊するのではないか、と私は予告を常にしているのです

が、本当に日本はこれからなかなか大変なことになるなという感想を持ちつつ、私の報告

を終わりたいと思います。どうもありがとうございました。
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【質疑応答】

道満：飯田先生、ありがとうございました。

それでは、ここからディスカッションに入りたいと思います。いくつか質問を頂いてい

ますが、司会者の権限で大変恐縮なのですが、私からこれまでのまとめになるような質問

をさせて頂きます。

まず、明田先生に対する質問です。地政学的 EU、あるいはグリーン地政学といったお

話があったと思いますが、日 EU・EPAと欧州グリーン・ディールとの関係性は、地政学

的に見た場合どのように評価できるのでしょうか。それから、日本および EUの政策当局

者は、日 EU・EPAと欧州グリーン・ディールの関係性をどのように評価しているのでしょ

うか。その 2点を質問させていただきます。

それから、蓮見先生に対する質問です。今までリスボン戦略、あるいは欧州 2020戦略

といった戦略が出てきていました。産業政策として発出されてきたわけですが、今回の欧

州グリーン・ディールとの決定的な違いは何かという点を質問させていただきます。それ

から、EUタクソノミーなどのサスティナブル・ファイナンスなどの新しい展開について、

蓮見先生自身はどういう評価をしているのかという点をお聞かせください。

最後に、飯田先生に対する質問です。まず、この 10年間で太陽光や蓄電池、水素といっ

たところが新たな選択肢に入り始めたという点です。飯田先生とは 10年以上の付き合い

になりますが、この 10年間の急激な変化を飯田先生自身はどのように見ているのかとい

う点を改めて教えて頂きたいと思います。それから飯田先生の最後のまとめにあった通り

ですが、EV・再エネ・蓄電池といったものが、世界の中心になってきている中で、日本

が経済の軸に何を持ってくるべきなのかということをお聞かせください。

それでは、明田先生からお願いします。

明田：道満先生、素晴らしいコメント、ご質問をありがとうございました。最初の日

EU・EPAとグリーン・ディールの地政学的な意味ですけれども、大変重要であると同時に、

とてもお答えするのが難しい質問でもあります。

報告の中でも申し上げましたが、地政学的な側面について日本よりもはるかに思考は進

んでいる EUも現在模索中で、一体何がこのグリーン・ディールにおいて地政学的な利益、

あるいは EUにとっての価値となるのだろうかということをもう逡巡しているというか、

議論した結果、結局オープンなマルチラテラリズム、法の支配、そういったものをグリー

ン・ディールにおいても追求していく、確保していくということが、EUにとっての地政

学的価値であるという、ちょっと浮世離れしたところに今は行き着いているようです。し

かしその裏で、着々と対抗措置のような具体的な手段はしっかりと備えている、作り出し

ていくというしたたかな部分もあります。

日本に関して言えば、欧州グリーン・ディール、日本のグリーン成長戦略、そしてその

手段ともなり得る日 EU・EPAをどう使うことが日本にとって地政学的利益になるのか、

あるいは、日本にとっての地政学的なビジョンは何かということの議論がほとんど見えて

こない。そこを日本自身が確定しない限り、なかなか地政学的な意義というものを明確に

申し上げることは難しいと思います。
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ただ、客観的に見れば、EUと日本、それぞれが経済的パワーとしては世界第 2位、そ

して第 4位であるわけです。そして、その方向性においても価値観においても非常に近い

「人間中心の発展」を目指しています。（先ほどは飯田先生から日本には人道主義の観点が

欠けているというご指摘がありましたけれども、）つまり完全なネオリベラルでもなく、

国家資本主義でもなく、その真ん中のところの、もう少し人間性を重視したところで、AI

とか、そういったものを進めていくという点で EUと日本は非常に近いところがあります。

そういう近い価値観を持ちながら、しかも経済的なパワーを持っているこの EUと日本が、

EPAもツールに使いながらグリーン・ディールで協働していくということは、世界にとっ

ても極めて大きなインパクトを与える戦略的な意義があるはずです。しかし、それに対す

る自覚、あるいは認識というものが、特に日本においては欠けているように思います。そ

のようなお答えです。

そして、今述べたことは、ご質問の二つ目である日 EU・EPAとグリーン・ディールの

関係を日本の政策決定者とか、官僚の皆さんがどう考えているかということにも関係しま

す。私の非常に個人的な狭いネットワークの中で、日 EU・EPA交渉に関わり、今だにい

ろいろ連絡を取っている EUの友人たちは非常に日本に期待をし、管
すが

首相のカーボン

ニュートラル宣言は、これぞまさに日本と EUが協力できるプロミストランド（約束の地）

だと喜んでおりましたけれども、日本の政府官僚からそのような認識があるかどうかとい

うのは、残念ながら今のところ私の耳には入ってきません。今回の報告も、ほとんど誰も

気にしないようなニッチなところを報告させていただいたというようなところです。以上

です。

蓮見：続いて蓮見がお話しさせていただきます。まず、報告でも少し触れましたけれ

ども、リスボン戦略というのが 2000年に出て、2005年に見直されて、それから 2010年

に欧州 2020という戦略が出たのですがその 2つとも、失敗とは言いませんけれども、当

初の目的は十分には達成されませんでした。幾つか理由があるのですが、1つは今回の欧

州グリーン・ディールの政策の歯車のような一連のツールがまだ整っていませんでした。

志は大変いいのですが、今日お話ししたように環境政策とエネルギー政策の統合が重要な

のです。実際に統合するためのさまざまな規則や事例などが作られていく途上でした。こ

れが、従来の成長戦略の限界だったというのが 1点目です。もう一つは、やはりお金の問

題です。例えば、欧州 2020戦略を実現するために、戦略投資基金をユンケル欧州委員長

の時代に作り、EUの信用を担保にして民間資金を導入するという試みがあり、今回の欧

州グリーン・ディールでもそうしたツールを組み込んでいるのですが、そういう仕組みが

ほんの少しずつできあがってきて今日に至っているので、そういう意味では今回の欧州グ

リーン・ディールのほうがより実現性が高いかなとは思っています。

ただし、循環型の経済に作り変えるという課題は壮大ですし、市民の協力、それから企

業の協力なしには成り立たないのです。これは、サスティナブル・ファイナンスの問題に

かかわってくるのですけれども、結局、サスティナブル・ファイナンスで非財務情報を要

求するとか言っても、企業の観点からみれば迷惑だなという話になるわけです。

ところが、その状況が今、急速に変わっています。2020年初めぐらいに、エネルギー

28



を研究している私に、機関投資家向けのセミナーで話をしろというお話がきて、実はたい

へん驚きました。その時点で私は、欧州グリーン・ディールは駄目だなという評価をして

いたので、なぜだろうと思ったのですけれども、やっぱりそれに適応しないと、投資もビ

ジネスも成り立たなくなるという認識が急速に金融業界の皆さんにも広がり始めているこ

とに気がつきました。フロアからのご質問の中にもありましたが、日本はどうなのですか

ということについて、私は民間企業にやっぱり期待をしています。過去に日本が自動車大

国になった過程においても、どちらかというと経済産業省がいろいろと邪魔をしたにもか

かわらず、民間が競争関係を作り出して発達していったという経緯があるわけです。なお

かつ、やっぱりお金の問題にはしっかり対応するのが日本企業ですので、飯田先生がおっ

しゃったように、再生可能エネルギーのコストがものすごく下がっていることはみんな

知っているわけですから、それをビジネスにしないというのはあり得ない話です。ですか

ら、金融業界もそうですし、メーカーさんも本当に動き始めたのです。そこに私は期待を

しているので、サスティナブル・ファイナンスというのは、実は意外に効果はあるかもし

れないなというような期待というか、そうなってほしいという期待を持っているというこ

とで、とりあえずお答えとします。

道満：引き続き飯田先生お願いします。

飯田：10年の話は、それは私自身も驚いているというか、一方で、俯瞰してというか、

一歩引いて考えると、この太陽光と風力のこの劇的なコストダウンがあったがゆえに、よ

うやくパリ協定も締結できて、気候変動が盛り上がっているという順序関係だと思うので

すね。気候変動によってこれが起きたのではないということと、今、それに覆いかぶさる

ように、いわゆる蓄電池のコスト低下が起きて、それによって電力とモビリティの技術進

展による技術大変革が起こっています。それがもたらす光と影があります。光の面は、ま

さに環境、気候変動とか、エネルギー転換にはすごく活きてくるのですが、影の面として

は、それに伴う産業とか社会の変化、特にモビリティの場合は、自動運転、いわゆるライ

ドシェア化すると、それこそ自動車産業大崩壊ということが予見されます。しかも、日本

とかドイツとか、ドイツのフォルクスワーゲンの EVもあまり性能がよくなくて、結果と

して大量生産される中国とか、あとは高級車としてのテスラとかいったものが生き延びて

いくので、本当に産業地政学も大幅に変わっていって、本当に日本は何で食べていくのだ

ろうという話になるかもしれません。

今、このままいくと、日本は本当に経済的にもう本当に稼ぐところがなくなって、恒常

的に貿易赤字で、たまたま海外債券を持っているから、投資部門では黒字だけれども、貿

易的にはもう赤字というのが恒常的になって、このまま行くと本当にまずいこと、まず間

違いなくなるだろうなと思います。部品レベルでも稼げなくなりつつあるので、一旦落ち

るところまで落ちるのでしょう。けれども、本当にキャパシティ・ビルディングとか人材

育成を徹底的に進め、グローバル人材を育てていけば、日本人はアプリケーションが得意

なので、そういう副次的なアプリケーションの中で新しい社会モデルを作っていくことが

できるかもしれません。ここ当分、日本は落ちていくところまで落ちていくのだろうなと

いう感じがあります。
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道満：ありがとうございます。会場の皆さんからいろいろ質問をいただいていますので、

質問に答えていただければと思います。

まず、明田先生への質問です。これは本学経済学部の櫻井先生からの質問です。「欧州

における Open Strategic Autonomyについてで、開放性は自律性と対極にあり、国境を開

放するグローバリゼーションは自給・自律と対極にありますが、経済的効率性の概念と安

全保障の概念との間では良いとこ取りが難しいと言えます。それらを両立できそうな具体

例がありますでしょうか。それとも、政策的なキャッチコピーのようなものと捉えればよ

いでしょうか」というのが 1つ目の質問です。

明田：ありがとうございます。まさに核心を突いたご質問をいただきました。報告の中で

も EUの新戦略通達の中の図を示しましたように、そもそもオープンとオートノミーとい

う矛盾するものを一緒につけている。その周辺の政策領域もお互いに、時には競合するよ

うなものを、バランスをとりながらやっていくというイメージが示されておりました。

EUが新戦略を作成するにあたって公開討論といいますか、アドバイスを一般からたくさ

ん募ったというコンサルテーションの話をしましたけれども、そこで EU側が EU市民や

企業に問うたのは、EUはそのオープン性というものを少し制限して、例えばサプライ

チェーンを EUの域内に戻すとか、そういうようなグローバリゼーションに対する考え方

を改めるべきかという設問でした。回答の圧倒的な多数は、EUは閉ざされた世界の中で

は生きていけない、グローバリゼーション、相互依存という世界の中で生きていくという

ことが一番現実的であるという意見でした。そうは言いながら、やはり戦略物資であると

か重要な物資に関しては、いざというときのために、例えば備蓄をするとか、それからグ

ローバルサプライチェーンの多元化というか、分散をするとか、あるいは、オフショアで

はなくてニアショアリングが必要だと指摘されていました。長く伸びてしまったサプライ

チェーンを、報告の中でも挙げましたが、アフリカとか近隣諸国に移していくというよう

なやり方が必要だろうという、至極真っ当な回答が得られていたわけです。

そういう中でやはり Open Strategic Autonomyは是々非々ですかね。基本はオープンな

システムというものを支持しながら、必要に応じて備蓄なりに戦略的な対応をしていくと

いうことで、そのベストミックスがあるかどうかというのは問題なのですけれども、それ

ぞれ状況に応じてどちらかに重点を置くということを許してくれるというのがこの戦略

で、まさにそういう意味ではある意味キャッチコピーのようなものなのかなという気がい

たします。このようなさまざまな政策課題の間のジレンマ、あるいは優先順位の難しさと

いうのは、EUに限らず、今どんな国でも直面している問題だと思います。そういう意味

では、この Open Strategic Autonomyというのは、私たちに対しても世界に対しても問題

提起をした 1つのきっかけになるのではないかというふうに思っております。ということ

で、キャッチコピーであると同時に、そこのバランスを図ろうとする一種の試みであると

いうふうに捉えております。

道満：ありがとうございます。次に蓮見先生への質問ですが、2問あります。1問目は、

「今、日本でも欧州でも、脱炭素化のコンテクストでグリーンやブルー水素がエネルギー

キャリアとして、自動車だけでなく鉄鋼業やセメント業などのエネルギー集約型産業のソ
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リューションの 1つとして盛り上がっていますが、どのようにお考えになられていますか」

というものです。

蓮見：まず、お話ししたように水素は重要なのですけれども、EUの水素戦略だけが取り

上げられることが多いのですが、実は同時にエネルギーシステム統合戦略というのが出て

います。要するに、エネルギーシステムの統合と水素はパッケージなのです。つまり、い

ろいろなところで余った電力であるとか、余ったエネルギー源から、それをメタンにした

り、水素にしたりという形で相互融通するようなシステムを作らないといけないというこ

とです。日本で今、盛んになっている議論というのは単純に水素ばかりを考えるみたいな

ことになっているのですが、水素単体で使えるという話ではないのです。水素も含めて、

再生可能エネルギーの余剰の部分も含めて、それを相互融通して、全体として安定的に使

えるシステムを作らなければいけないというところが重要です。今日はあまりお話できな

かったのですが、ヨーロッパの場合は、そこがしっかりしているのです。要するに、送電

網が物理的につながっているというだけではなくて、送電網に関するアクセスの条件も

EUの法律で決まっているのです。そういう意味では、ヨーロッパの場合は水素をうまく

使いこなすことができるのではないかなということです。飯田先生ご指摘のように、そう

簡単にパイプラインで流してというのは難しいかもしれませんけれども。ところが、日本

の場合どうなってるかというと、再生可能エネルギーも多少増えているけれども、10電

力体制というのは変わっていません。発送電分離は幸いできましたけれども、もちろんで

きたということはすごく重要なポイントなのですが、実際には、その部分がネックなので

す。つまりシステム全体としてどうするかということが日本ではきちんと進んでいないの

で、残念なのですけれども、再生可能エネルギーを単体で取り上げてコストが下がったと

しても、日本のエネルギーシステム全体の中で十分に有効に使えるかどうかということを

考えると、そこは再エネ問題というのではなく、まさにシステムの問題なのです。そのシ

ステムは誰が作るのかというのは、個々の企業では作れないので、やっぱり政治の役割な

のです。そこの部分がヨーロッパと日本はすごく違いますので、日本の場合はすごく厳し

いなというのが正直なところです。

道満：はい、ありがとうございます。もう 1問ですが、「欧州グリーン・ディールの中に

市民の参加・協力が含まれており、市民の行動変化がなければ目標の達成が困難だという

お話がありましたが、ヨーロッパでは一般的に環境への意識が高いと言われていることが

多い印象があります。その意識の高さがどういうところからもたされているのか」という

点ですね。それから、それと併せて、「国ごとに環境問題に対する考え方の違いがある中で、

EUとして国民的合意形成をするために具体的に何が行われているのか、もしくは何がな

されるべきか」という点を教えて頂きたいという質問です。

蓮見：これは多分私が一番苦手な質問ですけれども、まず一般論として、どんな人にも現

状維持バイアスというのがありますので、今まで石炭をたくさん使っていれば石炭を使っ

たほうがいいなと考えがちです。ゴミなんかも分別しないで捨てていれば、そのほうが楽

だよねというふうになるわけです。けれども、それが規範であるとか、これは政府のルー

ル設定にもよりますけれども、こういうものがある程度、定着してくると、実はおのずと
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意識というよりも習慣として分別をするというのが当たり前になって、苦痛にならなくな

るというのが重要かなと思います。私自身も、欧州グリーン・ディールについて、去年あ

たりから頼まれるようになり、いろいろ真面目に研究するようになると、ゴミの捨て方が

実は変わりました。国ごとにエネルギーミックスがもう全然違いますので、一般的にヨー

ロッパで環境意識が高いというのはちょっと幻想じゃないかなと思います。どこの国とは

言いませんけれども、とても環境意識が高いとは思えないなという国もありますので。

それはともかくとして、今というよりこれからを考えるときに何が重要なのかというと、

今、チャットのほうにリンクを流しておきましたが、1つは気候協約（Climate Pact）と

いう枠組みで市民の積極的な参加を呼び掛けるというようなことを今始めています。もう

1つはヨーロピアン・バウハウス・デザインフェーズを始めています。これは何かというと、

建造物の合理的なデザインというのは、おそらくは環境に優しい建物であると同時に断熱

性の高い建物を建てるということにかかわってくるのですが、そういう我々の生活空間の

デザインそのものを快適にしようといった働きかけを始めたところです。でも、始まった

ばかりなので、本当にどうなるかわかりません。

それからもう 1点、ご質問とはちょっと離れるかもしれませんが、飯田先生がご指摘の

モビリティですね。車社会というのは変わらざるを得ないのです。今は、特に田舎に行く

と、一家に 1台どころか 1人に 1台、軽自動車に乗っているというのが常識ですけれども、

この常識がおそらく変わらなければいけないし、変わると思います。田舎に住んでいます

と、本当に歩いても 10分だろうというところにみんな車で出掛けるわけですが、車がな

ければ歩かざるを得ないので、私のように車をやめれば変わるわけです。そこの大変革と

いうのはこれから起こらざるを得ないので、意識がというよりも、やっぱりルールが変わっ

て、それが定着していくと、だんだんと我々もそれに適応せざるを得なくなる。慣れてく

ると、それが常識になって、普段の生活をしているだけで、実は環境に優しい行動をして

いるというふうに変わっていくのだろうと思います。けれども、やっぱり現状維持バイア

スがありますので、ちょっと時間がかかるのかなというふうに思っています。お答えになっ

ていないようで申し訳ないですけれども、以上です。

道満：もし飯田先生から若干補足があれば、お願いします。

飯田：最後の点について、蓮見先生がおっしゃった現状維持バイアスは確かにあるのです

けれども、一方で、例えば今回コロナになって、私自身もほとんど使ったことがなかった

のですけれども、Uber Eatsというのは一気に普及しました。だから、コストが安くて利

便性が高いのは一気に普及する可能性はあって、それが多分、新しい車を持たないモビリ

ティの世界というのは、これから 10年のかなり早い段階で一気に変わる可能性はあるか

なと思います。ただ、自動運転、いわゆる完全自動運転と、ライドシェアという問題をそ

の社会の中でどう受けとめるかということについては、おそらくヨーロッパではもう

ちょっと時間がかかるし、日本はもっと時間かかるけれども、中国とアメリカは一気に進

むだろうと見ています。

市民参加の話なのですが、これも蓮見先生がおっしゃったとおりなのですが、私もヨー

ロッパにかかわった経験で言うと、まず政策にかかわるインテリレベルというのはもうど
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この国でも非常に極めて高いレベルなので、高いレベルのコンセンサスのルールを作りま

す。しかし、それを社会に落としていくと国ごとの違いが出てくるので、たぶん北欧とか

ドイツだと決めたとおりにバシッとやるので、一見すると国民の環境意識も高いように見

えてしまうのだけれども、それはルールどおりにやっているということです。そうではな

い国では、かなり道端にいろいろゴミがバーッと散らかっているような国も一方ではある

ので、そこにインプリメンテーションのレベルと政策のレベルとの違いというのがあるか

なと思います。

水素も、これも蓮見先生がおっしゃったとおりですが、根本的に日本とヨーロッパでは、

基本コンセプトがまるで違うので、日本でも欧州でもとくくらないほうがいいですね。日

本は化石燃料からの複製ガス、いわゆるグレー水素をどう使うかというところからスター

トしている。これに加えて、これはもう経産省の病気なのですけれども、燃料電池にこだ

わりすぎている。参考までに、テスラのイーロン・マスクは燃料電池 fuel cellのことを「fool 

sell（バカが売る）」とバカにしていますけれども、私も燃料電池自動車が日の目を見るこ

とはまずないと思っています。EVと自動運転でこれだけの世界中のすさまじいエコシス

テムができる中で、未だにコストが EVの数倍から 10倍もする燃料電池自動車はもはや

普及しようがないというのが現実です。ですから、基本コンセプトがまるで違うので、た

だ、そういった中で、特に太陽光と風力は、先ほどお話したように、限りなく安く場合に

よってはマイナスコストになるので、それを使って水素を作ることはできます。ドイツと

かスウェーデンで実証が始まっていますが、こうした水素から直接還元製鉄とか、あるい

はアンモニアもさらにそこに絡んでいく話とかが出ています。とにかく太陽光と風力を、

マーケットを介して限りなく安くしていくことが前提なのですが、日本はそこにたどり着

いていないというのも、やっぱり基本コンセプトがまるで違ってきているからだというと

ころです。

道満：では、引き続き飯田先生への質問です。2問あります。「再生可能エネルギーでも

先進的なテキサス州の停電では、卸電力市場で価格高騰を引き起こしました。他州との電

力融通できない点では日本も似た課題をもっているようです。欧州は相互に送電融通でき

るので、テキサスや日本の抱えた課題をクリアできていると理解してよいでしょうか」と

いう質問と、「地域主体（地元企業、自治体、地銀）で再生可能エネルギーへの取り組み

を進めるには、リスク対応が欠かせませんが、どの国のどのような対応が日本の参考にな

るでしょうか」という質問です。

飯田：たまたま日本でも 2020年の暮れから年明けにかけて卸電力市場が高騰したことが

あったのですが、日本の場合は、特段寒いわけでもなく、これは電力需給の問題も全くな

く、たまたま大手電力会社が 8割を占める発電小売の供給の卸電力取引所に出す弾が恒常

的に不足したので 250円とか、とてつもなく高い値段に張りついてしまったのです。日本

の電力市場は、電力市場そのものの欠陥と大手電力の独占の問題があります。日本では、

形上の発送電分離がなされているのですが、子会社ですから、実質的に独占が続いたまま

なのです。だから、これはもう非常に大きな問題です。

テキサスの場合は、まずアメリカ全体が 100年に 1度の大寒波で、テキサスという南側
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にあるところがマイナス 10度ぐらいの温度になりました。そのため、天然ガスの供給ラ

インすら凍りついてしまって、ガス火力が止まったというのが最大の原因です。ただ、そ

ういった中で ERCOTという電力市場そのものは、一時、価格高騰はしたけれども、一応、

機能しました。ここまでの寒波が来ると、やっぱり非常に大きな問題だということで、こ

れは州政府がそのコストをカバーすべきではないかといった話が、後から出てきていると

いうことです。

地域主体については、本当に今後やっていかなければいけないのですが、地元の企業、

とりわけ銀行、日本の銀行、地銀、信金はほとんどリスクを取らないし、リスクは取らず

担保は取って、しかも経営者保証まで取るという、このカルチャーを脱しないといけない

と思います。一部の自治体、例えば長野県などは、かなり積極的に新しい政策をやってい

るところがありますが、やっぱり日本の中できちんと進んだ地域社会モデルを、まさにナ

レッジベースをとにかく高めていきながら、それを横展開するようなモデルを日本全域に

おいてゼロベースで変えていくのはなかなか大変なのですが、そのリスクの対応も含めて

やっていく必要があります。国としては、やっぱり一番わかりやすいのは、デンマークの

モデルですね。蓄電池を使った BTP（蓄電システム）やデジタル化の活用は、これから

避けられないのですが、オーストラリアなど参考になるモデルというのが広がってきてい

るのではないかなと思います。

道満：ありがとうございます。あと飯田先生にはもう 1問あります。「EUとの関係は日

本の将来に 1つの光を照らすと思いますが、本日の話からすると、日本が中国や韓国との

関係、あと台湾もですが、どのように再構築すべきであるか」という質問です。

飯田：これはエネルギーだけでなくて、国際政治でいうと難しいですけれども、少なくと

もまず韓国とはやっぱりもっとかなり緊密な関係を持ったほうがいいですし、台湾と中国

の両方が絡むとなかなか難しいですけれども、やっぱり再生可能エネルギー、昔から言っ

ている EUのアナロジーは、昔は石炭鉄鋼共同体という 70年前の産業の米であった石炭

と鉄鋼共同に作るというところから政治的な関係を作ったという意味でいうと、今はやっ

ぱり再生可能エネルギー、いわゆる自然エネルギーを、韓国と台湾と中国と協力をしてい

くというのが仮説としてはあります。ただ、中国はもう完全に世界の再エネでも技術面で

もマーケットでも完全に覇権国になってしまっていて、20年前だったらできたのですけ

れども、今や日本は置いてきぼりを食らっています。たぶん日本と同じ状況というのは韓

国と台湾で、そこで協力、協働しながら、しかしやっぱり中国とは、ある種の協力関係を

結びつつも、緊張関係をはらみつつもやっていくということなのでしょうね。

道満：ありがとうございます。では最後にもう 1問、「What would be your immediate 

recommendations for Japan’s policy makers, businesses and consumers to move to a carbon 

neutral society by 2050?（2050年までにカーボンニュートラルな社会へ移行するために、

日本の政策立案者や企業、消費者に対して、すぐに提案できることは何でしょうか）」と

いう質問をいただいています。全ての報告者への質問とします。明田先生から順にお願い

をしたいと思います。

明田：ありがとうございました。これも非常に重要で、また難しい質問であります。幾つ
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ものポイントがあると思いますが、先ほど、日本の政策決定が非常に時代遅れであるとい

うようなご指摘もたくさんある中で、1つ指摘したいのは、アカウンタビリティ、透明性

というものの重要性を日本はもう少しく把握する必要があるのではないかということで

す。EU側のグリーン・ディールの取り組みをはじめ、いろいろな政策を見ていますと、

もう本当に信じられないぐらいのペースでペーパーを発表し、いろいろな政策をメインス

トリームにしていくプロセスの中に市民も巻き込んでいく。先ほどの蓮見先生と飯田先生

のお話にもありました。そのようなヨーロッパになったのは 20年ぐらいの歴史です。そ

の前は EUも官僚たちが支配する硬直的なシステムだという批判があって、市民の支持が

離れてしまったところでガバナンス改革をやって、しっかりと説明をし、責任を取るとい

うことになりました。そして透明性を高めるということから 20年たった今、その成果が

出ているのだと思います。

先ほど、日本の内部でのさまざまなよくわからないというか、合理的に考えても、どう

してもないだろうというような政策がまかり通っていたり、変化が起こされなかったりと

いうことについて、私たちはほとんど知らないというか、そういう情報を一部の内部の方

たちは知っているけれども、一般市民にそれが明らかになっていないというところで、本

当に単純な話になってしまいますけれども、アカウンタビリティと透明性を日本の中に高

めていくような、そういう改革、あるいはムーブメントが必要だというふうに思っており

ます。以上です。

蓮見：蓮見ですが、困ったなという感じがあるのですけれども、本当にどうしていいのか

なというのは、正直なところです。まず、明田先生がおっしゃったアカウンタビリティは

すごく重要だと思います。日本だと、そのアカウンタビリティというのは「説明責任」と

訳されてしまうのですけれども、簡単に言うと、何かまずいことが起こると、ごめんなさ

いと言って、入院して退職すれば終わり、みたいなことがありますが、それは違うだろう

と思います。なぜこういう問題が起こって、それに対してどういうコストがかかって、そ

れをどうやってカバーして、どうやって責任を取るのだというところまで含めてアカウン

タビリティなのです。ですから、私は、アカウンタビリティを説明責任と訳すのは避けて、

アカウンタビリティのままに使っています。ただ、そういう言葉の理解そのものも文化が

反映しているので、しようがないかなというふうに思っています。

そもそもエネルギー転換は時間がかかる問題なのですが、今すぐ何ができるのでしょう

かということですけれども、ここ何十年かの日本政府の方針というのは新自由主義なので、

だったらエネルギー市場でも新自由主義をもっと徹底してくれよ、と私は思います。私は

日本のシステムにはそんなに詳しくないのですけれども、現状の日本のエネルギーシステ

ムを調べてみて思ったのは、こんなところに社会主義が生きていたのだということです。

私は、昔、ソ連の研究をやっていたので、ソ連の経済システムについて、これではつぶれ

るよねと思っていました。そんなものがほかの地域で実存することはないと思っていたの

ですが、日本のエネルギーシステムというのはまさにそういうシステムなのです。国家が

収益を保証して利益を適当に載せるという仕組みなのです。発送電分離はできましたけれ

ども、まだ始まったばかりなのですが、そこを崩すなら崩していただきたい。要するに収
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益性で自由に勝負すれば再生可能エネルギーが勝つに決まっているわけですから、そうい

うマーケットの条件を整えるということです。労働市場の自由化ばかりを言っていないで、

電力市場こそまさに新自由主義でやってくれ、そこが一番やろうと思えばできるのではな

いかなと私は思います。ただ、個人的にはとても悲観的です。

飯田：深いレベルというか本質的なところは何なのだろうなと思うと、つい最近、元フラ

ンス大統領のサルコジが逮捕されて懲役 1年というのがありましたけれども、日本の場合

は、国会でうそを 100何回も言った前首相について、検察は一度も調べたりしない、ちゃ

んとやらない。もう 21世紀も 20年もたって、何か江戸時代のような、お上というか、強

いものには逆らわないような、日本は、まだきちんとした民主主義国家になれていないと

いう気がします。結局、そんな大きなものをどう変えるかという話ではないのですが、突

き詰めると 1人 1人の勇気だと思います。ヨーロッパ、北欧とかドイツのようなちゃんと

した国でも、ある意味、汚いことも変なことも一方ではありますが、紙に書かれたという

か、みんなで決めたルールに現実をどう近づけていくのかという努力を絶えず行っていっ

て、そこから外れたときに、1人 1人がそれこそ忖度せずに、きちんとそれが目上の人で

も自分のボスでも、それこそ総理大臣でも、きちんとそれを指摘するという勇気を 1人 1

人が持つということなのではないかなと思います。そして、社会を一歩一歩よくしていく

のがみんなで、それこそアカウンタビリティも含めてみんなで智を積み上げながら作った

ルールに、現実を、自分たちがかかわっている現実を、どうちょっとでもそこに近づけて

いくのか。そのために発言したり、物を書いたりしていく勇気を 1人 1人がどこまで持て

るか。それはビジネスの現場でも、地方自治体の現場でも、メディアの現場でも、政治の

現場でも、ある意味、一緒なのではないかと思うのです。その勇気に対して、結構みんな

黙ってしまうのです。私は、黙らないから、国の審議会とかどんどん放り出されてしまう

のですけれども。そこがすごく分かれ道で、韓国と台湾は今すごく健全な民主主義社会に、

日本に比べてなっているなと思うし、ミャンマーで起きている大きなデモとかを見ても、

やっぱり理不尽なことに対して声を上げたり発言したりということが大切です。香港もそ

うですね。そういう努力をやっぱりやめてはいけないのではないか。日本は、そこでは、

東アジアの国々と比べてみても、非常に危ういところに来ていて、本当にそれこそ中国と

北朝鮮と日本だけが黙りこくっているという変な状況に今なってきている。これは、まさ

に民主主義の根幹のところではないでしょうか。最後はやっぱり 1人 1人の勇気だと思い

ます。

道満：ありがとうございました。皆さん質問をいただき、活発な議論になったと思います。

皆様におかれましては、引き続きこのテーマにご関心を寄せていただければと思います。

それでは、時間も来ましたのでここで閉会とさせていただきます。どうもありがとうござ

いました。
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立教大学経済研究所主催
第 8回学術研究大会
「コロナ禍における新たな国際秩序の模索」

開催日：2021年 3月 6日（土）14：00～ 17：10

会　場：オンライン開催（Zoomウェビナー）

報告者：◇湊　照宏（本学経済学部教授）

　　　　　「コロナ禍とアジアから見る国際秩序の変容」

　　　　◇厳　成男（本学経済学部教授）

　　　　　「コロナ禍の中の米中覇権戦争―「戦疫」で勝利した中国の自信」

　　　　◇櫻井　公人（本学経済学部教授）

　　　　　「米中の覇権争いとグローバル資本主義のゆくえ」

司　会：湊　照宏（本学経済学部教授）

■開会の挨拶

佐藤　有史（本学経済研究所長）

皆さん、こんにちは。本日は立教大学経済研究所主催の第 8回学術研究大会ということ

で、14時から大会をスタートさせていただきます。私は経済研究所長を務めております

佐藤と申します。どうぞよろしくお願いいたします。

今回、第 8回でございますけれども、実は第 7回、昨年の 3月に開催予定の大会がコロ

ナ禍によって中止を余儀なくされました。そのときに私どもが企画していたテーマが、ト

ランプ時代における米中の関係を経済的に読み解くという企画でございました。

それから 1年経ちまして、今回はオンラインという形で大会が無事開催できるという見

通しが立ったわけでございますけれども、さてテーマをどうするかということで、いろい

ろ先生方ともご相談した結果、やはりこの米中という問題は避けて通れないであろうと考

えた次第です。

この米中について非常に大きな反響を与えながら、いろいろ世界中で読み解かれた本の

1つに、今私の画面の背景にも映っておりますけれども、ハーバード大学のグレアム・ア

リソンという教授が書いた、日本語にもなっております『米中戦争前夜』（ダイヤモンド社、

2017年）という本でございます。これは原題が『Destined for War』となっておりまして、

日本語に訳しますと、戦争に向かって、とか、あるいはもっと直訳すると、戦争する定め、

戦争する運命という、非常に物騒な題名の本でございます。この本のテーマというのは、

トゥキディデスの罠、Thucydides’s Trapという原語ですけれども、それをテーマにしてい

るものです。実は過去の人類史をさかのぼってみると、それまで覇権国であった国に対し

て、新興の、まさに新しい覇権を取ろうとする国が台頭してきたときに、さしたる理由が

ないのに戦争に至るといった事例が多いのであると。アリソンが調べたところによります

と、過去にそういったケースが 16あって、実際に戦争にまで至ったのがそのうちの 12で

あると。戦争に至らなかったのは 4つだけであると。そうしたことから、まさにこれから
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人類が直面する旧覇権国のアメリカと、それから新しい覇権国の中国。この動向に私たち

は気を配らなきゃいけない、留意しなきゃいけない。しばしばこういった覇権の対立とい

うのは、繰り返しますが、さしたる理由がないのだけれども、しかし、理由がないにもか

かわらず戦争に至る。これをどういうふうに回避するかというふう問題意識で書かれたと

いうことが、この本の主題です。ただし、この本は非常に面白いことを言っていまして、

これまではこういったことについてはゲオポリティクス、地政学という観点からしばしば

語られたのだけれども、もうむしろこれからはゲオエコノミクス、地経学という立場から

考えたほうがよりよい理解を生むことがあるというふうなことがこの本の中に書いてあり

ます。私ども経済研究所と、そしてご協力いただける本学経済学部にゆかりのある経済学

者の先生方のそうした知見を持って、この米中の問題を改めて考えてみるということは、

大変意義があることではないかと思っています。

きょうは興味深いお話を多々聞けると思いますので、ぜひ皆さんも積極的に聞きながら

ご質問、その他、反応していただければ幸いに存じます。

それでは、本日の司会の湊照宏教授にバトンを渡したいと思います。

■「コロナ禍とアジアから見る国際秩序の変容」

湊　照宏（本学経済学部教授）

それでは、第 1部に入りまして、まずは司会者の立場から「コロナ禍とアジアから見る

国際秩序の変容」というタイトルで 20分ほど話をさせていただきます。

まず、大会テーマと基調報告タイトルを紹介する形で趣旨説明の代わりとさせていただ

きます。大会テーマは、「コロナ禍における新たな国際秩序の模索」に設定しています。

ここには「コロナ禍」と「国際秩序」がキーワードとして含まれています。そして、基調

報告タイトルは、厳先生が「コロナ禍の中の米中覇権戦争――「戦疫」で勝利した中国の

自信」、櫻井公人先生が「米中の覇権争いとグローバル資本主義の行方」としています。

両報告のタイトルには、「米中覇権戦争」、あるいは「覇権争い」という言葉で「覇権」が

共通して含まれています。

ここで、「コロナ禍」、「国際秩序」、「覇権」の 3つのキーワードの関係を整理しておき

ましょう。覇権は、軍事のみではなく、政治・経済を含めた概念と捉えていまして、国際

秩序の範疇に属しています。2018年頃から盛んに新聞・ニュースで報道されるようになっ

た米中貿易摩擦や米中ハイテク摩擦は、米中覇権争いの範疇に属していて、当然これらは

国際秩序に関する問題と理解し得ます。米中貿易摩擦は、2020年 1月に一時休戦モード

が伝えられましたが、2020年 3月にコロナ禍がアメリカに蔓延し始めますと、再び米中

の対立関係は激化しました。この経緯から、コロナ禍は直接的には国際秩序に影響するも

のとは言えませんが、何らかの要因を介して、例えばコロナ禍が Xに影響し、Xが Yに

影響し、Yが覇権争いに影響している可能性は十分あり得ます。司会者の立場としては、

米中覇権争いがメインテーマで、コロナ禍はサブテーマとして捉えています。

次に、現在における米中覇権争いの特徴について、前回の覇権交代を概観した上で、そ

れとの比較でその特徴を把握することにしたいと思います。周知のとおり、前回の覇権交
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代はパクス・ブリタニカからパクス・アメリカーナへの変容です。二度の世界大戦を通じ

て、イギリスの地位が低下した一方で、アメリカの地位が上昇した結果、覇権交代が生じ

ました。この覇権交代は、新秩序を求めたドイツや日本の挑戦をはねのけつつ、基本的に

は米英の友好国の間でなされた交代であって、問題はアメリカにその意思があるかどうか

であったといわれています。これに対して、現在の米中覇権争いは覇権候補国が対立関係

にあって、候補国の一国がアジアの一国であるということが、前回の覇権交代と比較する

上で注目すべき特徴と言えます。

パクス・ブリタニカからパクス・アメリカへの覇権交代において、アジア国際秩序は大

きく変容しました。具体的には、パクス・ブリタニカの時期においては、帝国主義と植民

地を基軸とする国際秩序から、パクス・アメリカーナの時期になってからは冷戦体制を基

軸とする国際秩序となりました。戦前日本も帝国主義国として植民地を領有し、東アジア

でのプレゼンスを高めましたが、基本的には新秩序を模索する挑戦国でした。第二次世界

大戦の終結後、植民地から解放されるアジアの国・地域は増加したものの、これらの国・

地域は冷戦体制に組み込まれました。両時期を通じてアジアは主体ではなく客体の存在で

あったと言えます。台湾を事例にとりますと、パクス・ブリタニカの時期においては、台

湾は清朝領土から日本植民地へと変化しましたが、パクス・アメリカーナの時期において

は、アメリカの中国封じ込め政策のもとで、台湾は中国と対立しつつ、アメリカから援助

を受けて、民主化を先送りした権威主義体制のもとで経済成長を遂げることができました。

これに対して、現在のアジア経済においては、改革開放後に急成長した中国経済のプレゼ

ンスが非常に高く、アジアの各国・地域と中国との経済関係が進化している点にも留意す

る必要があります。

このスライドで指摘した歴史的特徴、すなわち、覇権候補国が対立関係にあって、覇権

候補国の一国がアジアの一国であること、また、留意すべきこととして指摘した、覇権候

補国である中国との経済関係の深化は、米中覇権争いの狭間に位置するアジアの国・地域

が多数あることを意味します。さらには、狭間に位置するアジアの国・地域が困難な選択

を立て続けに迫られる可能性があることを意味しています。

この点について、再び台湾を事例に考えてみましょう。コロナ禍において、マスメディ

アが台湾について報道する機会が増えています。当初は小売店のマスク在庫を開示するス

マートフォンのアプリケーションとその実現に関与した天才 IT担当大臣オードリー・タ

ンが話題でした。そこには、毎朝ドラッグストアにマスク購入希望者の行列ができる日本

の光景や、ITに疎い日本の IT担当大臣を対照させる意図が見受けられました。けれども、

その後は台湾のコロナ水際対策を長期間成功させている監視テクノロジーと、政府の徹底

的な情報公開がセットで紹介される傾向にあり、その成功の背景には、民主化後において

高い投票率で三度の政権交代を経て成熟した台湾政治社会のありようが指摘されるように

なっています。

コロナ水際対策の成功もあって、2020年の台湾経済は輸出が過去最高を記録して好調

を維持しています。台湾政府機関の速報では、2020年の実質 GDP成長率は 2.98％と発表

されました。2019年台湾の実質 GDP成長率 2.71％を上回る数字です。台湾経済を牽引す
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るのは、電子機器製造業であり、Electronics Manufacturing Service、略して EMSと称さ

れる受託製造サービスで成長してきました。その背景には、アメリ企業からノート PCや

スマートフォンなどの製造注文を受けて、中国の工場で生産し、中国から世界各国へ輸出

するサプライチェーンの構築がありました。例えば、鴻海精密工業はアメリカから注文を

受け、中国の工場で iPhoneを製造し、中国から世界各国に輸出して急成長を遂げ、EMS

世界一の企業に成長しています。

このような形で急成長した台湾電子機器製造業は、米中貿易摩擦によって困難な選択を

迫られることになりました。生産拠点を中国からベトナムなど東南アジアへ移す企業や、

台湾政府の呼びかけで台湾へ生産拠点を移す企業も出てきました。これは台湾への「回流」

投資と呼ばれ、台湾の設備投資を押し上げたといわれています。その一方で、5Gや電気

自動車（EV）といったハイテク事業で、中国企業との連携を強化する台湾企業群の存在も、

2021年 2月に報道されています。そこには聯発科技（MediaTek）や、先ほど紹介した鴻

海の名も報じられています。中国で活動する台湾人ビジネスパーソンは 80万人と言われ

ており、在中日本人が 4万人であることと比較すると、台湾経済がいかに中国経済と深い

関係にあるかが想像できます。

また、米中覇権争いの中で、台湾半導体産業の存在感が急激に高まっています。コロナ

禍前から進展していた DX（デジタルトランスフォーメーション）の動きが、コロナ禍で

世界的に一気に加速して、世界的な半導体需要の急増につながりました。台湾におけるコ

ロナ水際対策の成功は、台湾に生産拠点を有する半導体産業のフル稼働をもたらすことに

なりました。その代表的企業が、ファウンドリと呼ばれる半導体受託製造でシェア世界一

となっている TSMCです。再び iPhoneを事例にすると、ファブレスと呼ばれる製造部門

を持たない設計企業であるアメリカの Qualcommが設計した半導体を、TSMCが製造受託

し Appleに納入するというビジネスで業績を急激に伸ばしました。こうしてアメリカ企業

向けの受託製造で急成長した TSMCは、アメリカの Intel、韓国のサムスン電子とともに、

半導体の世界ビッグ 3と称されるまでに成長しました。アメリカ向けの受注で急成長した

TSMCに対して、華為技術（ファーウェイ）など中国向けの注文が急増する過程で、米中

貿易摩擦の影響を受けることになりました。ファーウェイとの取引は停止され、その後、

取引は再開されたものの、最先端部品の取引に限定されていると伝えられています。そし

て世界最先端の半導体製造技術を持つに至った TSMCのアメリカ工場の建設は、米中ハ

イテク摩擦の文脈においてメディアで大きく報道されました。このような TSMCの意思

決定は、米中覇権争いの狭間で苦渋的になされたものと想像されます。

以上は、外交・安全保障が同盟国であるアメリカに頼る一方で、経済は中国と深い関係

にある台湾の事例です。米中覇権争いの狭間において、台湾企業の意思決定に至るまでに

幾重もの苦渋の決断があったことが予想されます。

以上から、程度の差は異なれども、台湾以外にも米中覇権争いの狭間で即決困難な選択

を迫られているアジアの国・地域・企業があることは容易に想像されます。日本も外交・

安全保障は同盟国であるアメリカに頼る一方で、経済は中国と深い関係にあります。日本

においても政府・企業が即決困難な選択に迫られている現状があり、今後もその状況が続
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くことが予想されます。その意味で、米中覇権争いに関して認識を深めることは必要であ

り、後の 2つの報告を題材にして議論することに今日的な意義が見出されると思います。

司会者の私からの話は以上です。本日のタイムテーブルを簡単に紹介しておきます。厳

先生から第 1報告が 40分ほどあり、その後、休憩を挟んで、櫻井先生より第 2報告が 40

分ほどなされます。その後、ディスカッションが予定されています。

■「コロナ禍の中の米中覇権戦争―「戦疫」で勝利した中国の自信」

厳　成男（本学経済学部教授）

わたくし、経済学部経済政策学科の厳成男と申します。専門は、中国経済論でして、政

治経済学の視点から中国の経済発展と制度変化について研究し、それを教えています。

本日の報告テーマですけれども、少しだけものものしいタイトルになっています。「コ

ロナ禍の中の米中覇権戦争―「戦疫」で勝利した中国の自信―」としていますけれども、

この報告は、もともとは先ほど佐藤経済研究所長のお話の中でもありましたように、昨年

3月の学術研究大会において報告する予定のものでして、そのときまではこのコロナの影

響というのはほとんど考慮せず、「米中覇権争いの短期的、中期的、そして長期的な展望」

をまとめたものでした。その内容については、1年前の研究成果ではありますけれども、

今回の報告の参考資料として皆さんと事前に共有しています。本日の話は、その参考資料

の内容に 2020年 1年間の世界的なコロナ禍の影響を追加したものである、という風に理

解していただけましたら幸いです。

まず、「米中覇権戦争」という言葉ですけれども、私も櫻井先生と同じように「覇権争い」

くらいのこととして考えているのですが、それにしても中国では、コロナに対する戦いと

いいましょうか、コロナの対応でさえも「戦疫」という言葉を使っていますので、米中の

対抗、争いは、コロナとの戦いに比べるとずっと大きいものと考えられますので、米中覇

権戦争という言葉を使っても、それほど大きな問題はないのではないかと考えている次第

です。

本日、私がお話しする内容はおおよそをこのようになっています。

報告は、主にこの 3つの内容で構成されています。米中の争い、もしくは対立に関して

は、おそらく皆さんにとってもそれほど新しいものではないと考えています。しかしなが

ら、日本に住んでいると、どちらかというと、アメリカの視点から論じられることが多く、

それが日本社会においては何となく広く受け入れられているような気がしています。本日、

私はあえて中国の視点から、現在の、そしてこれからの米中間の対立、対抗、さらには争

いというものを見てみると、どのような見方ができるのかについて、少し自分の考えを述

べさせていただきたいと考えています。あくまでも一人の研究者の考察ですので、さまざ

まなご意見、コメントなどをちょうだいできれば幸いでございます。

最初に、簡単ではありますが、これまでのトランプ政権と中国の習近平政権の間の応酬

について振り返って、その次に、今年からスタートしているバイデン政権との戦いに向け

て、中国は今どのような戦略で対応しようとしているのかを紹介し、最後に少しだけ視野

を広げて、このような米中間の長期的な争いの中で、今回のコロナの影響がどのように表
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れるのだろうか、ということについて触れてみたいと思います。

はじめに、「米中覇権争いの第一ラウンド」として考えられるのですけれども、中国と

トランプ政権の 4年間の応酬がありました。簡単に言いますと、貿易戦争と技術戦争とア

メリカによる中国への体制批判という 3つのことがあった、というふうに考えられます。

この貿易戦争というのは、やはりトランプ政権とアメリカの伝統産業資本の利益同盟の利

益にかなったものでしたので、大きく動きました。しかし、もう 1つの技術戦争に関しま

しては、トランプ政権とアメリカの新生資本といいましょうか、金融資本とか IT資本と

の間では必ずしも利害が一致しませんでしたので、トランプ政権が思ったとおりには進ん

でいないような気がします。

もう 1つは、トランプ政権は中国の共産党体制といいましょうか、中国の社会主義体制

に関して、激しく体制批判を行ってきましたけれども、やはりトランプ政権と既存のアメ

リカの同盟国との利害関係が少しばかり対立の側面もあったということで、体制批判に関

してはそれほど同調者を得られなかったと考えられます。

この「米中覇権争いの第一ラウンド」の具体的な内容に関しましては、すでにたくさん

の報道がなされていますので、ここで改めて 1つ 1つ説明する必要はないと思いますが、

関税かけあい合戦が行われて、結果的に2020年1月には休止状態を宣言するに至りました。

つまり、第 1段階の合意がなされました。この第 1段階の合意に関する米中 2国間でのそ

れぞれの国内の国民に向けた宣伝の仕方に、もしくは報道の仕方に大きな違いがありまし

た。アメリカのトランプ政権は、この米中の貿易戦争において、我々は大勝したというふ

うに宣伝していますよね。アメリカが大勝したのだから、その戦争では中国は負けたはず

ですが、中国でも負けたとは言わないのですね。習近平政権は、中国では米中争いの休止

を勝ち取った、大勝ではないですが、小勝ぐらいにはなる、というふうに報道しています。

実際、なぜそういうことが言えるのかというと、この第 1段階の合意の内容を見てみま

すと、こうやって 1（知的財産権）、2（技術移転）、3（農産品貿易）、4（金融サービス）、

5（為替条項）、6（貿易拡大）、7（紛争解決条項）という 7つの内容になっていますけれ

ども、これを中国の視点から見ますと、1、2、4の項目に関しては、もともと中国がこれ

まで、そしてこれからさらに進めていこうという改革の内容ですし、3と 6のアメリカか

らの製品もしくは農産物の輸入に関しては、いくらでも交渉に応じられる、とのことです。

さらに 5番目の為替に関する条項ですけれども、これは、中国は今、通貨バスケット制と

言いながらも、主にドルペッグなので、中国の裁量はもともと少ないというところです。

なので、中国から見ると、アメリカは大勝しているというふうに言っているのだけれども、

だからと言って中国も負けてはいないよというふうな考え方ができます。

これを少しばかり中身を解説すると、この第 1段階の合意というのは、実は「経済的利

益」と「政治的利益」の間での取引がなされたというふうに考えられて、この両者をめぐ

る両国政府の部分的譲歩と部分的獲得が行われたと考えられます。中国は経済的には、貿

易における輸入拡大義務を負うことになりましたけれども、それでもアメリカとの経済の

断絶、デカップリングは回避したということになります。その一方で、政治的には中国の

原則、中国の主権における譲歩をしなくてよくなった、回避できたということがあります
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ので、それは部分的獲得というふうに捉えられます。米国の場合、経済的には、既に引き

上げた関税率は維持して、しかも輸出規模の拡大を獲得したので、一部の企業と農家の経

済的利益が拡大したし、トランプ政権は大いに国民の支持を得られたということですので、

経済的、政治的に大きな利益がありました。その一方で、政治的側面において中国をさら

に追い詰めることはできなくなった、少し譲歩した、というふうに考えることができます。

このような第一段階の合意の内容も含めてトランプ政権に対する中国の対応を、これま

での 4年間の内容をまとめると、主に中国はこのようなことをやっていると言えます。

まず、アメリカおよび国際社会に対する中国の戦略は「経済的利益と政治的利益の交換」

であり、戦術としては、懐柔、譲歩、忍耐というものでした。ビジネスマン大統領と経済

的利益をめぐって一定の交渉をする、一定の譲歩も行う、それを通じて米中関係のさらな

る悪化は回避する、ということを目指してやってきています。さらに国際社会に向けては、

口酸っぱく言っているのですけれども、中国の発展はアメリカないし世界各国の利益を損

なうものではなく、人類の発展に寄与するものである、ということをアピールしています。

それによって他の国々がアメリカに同調して、中国包囲網が形成されることを阻止してい

るということです。

その一方で、国内の国民に向けての戦略は、これは鄧小平の言葉がよく使われているの

ですが、「実事求是」というものです。そして習近平体制になってからよく使われる言葉

ですが、「中華民族の偉大なる復興」を謳っています。戦術は、何よりも国内の融和と団

結を達成し、それに基づいて経済成長と発展を継続する、というようなことをやっていま

す。

ここで、「実事求是」というのは、国民に対する政府の語りかけとしては、中国の発展、

つまりこれまでの経済成長―量的・質的成長が、国際社会の対中認識の変化をもたらして

いる、ということです。要するに、中国が大きく強くなった結果、他の国では中国をとき

には恐れたり、ときには嫌がったりする。しかし、これは中国が大きくなっているのだか

ら、仕方ないことだ、という話になります。さらに、このように中国が大きく強くなって、

国際的な影響力が大きくなったのは、中国式社会主義市場経済体制と中国共産党のリー

ダーシップの優越性によるものである、というふうに説いています。中国ではよく「二つ

の 100年目標」ということを言いますけれども、その目標に向かって着々と中国は邁進し

ていくということを謳っています。これが、去年までの中国が、アメリカによるさまざま

抑止的な政策に対する対応の内容になります。

2021年になって、アメリカでは政権交代が行われバイデン政権が誕生しましたけれど

も、バイデン政権と中国の間の戦いでは、トランプ政権時代の貿易戦争、技術戦争はもち

ろん続きます、それに加えて、バイデン政権は中国との間で以下のような三つぐらいの戦

争を仕掛けているのではないかと考えられます。

その一つが、金融戦争です。これは、バイデン政権がアメリカの東のニューヨークを中

心とした金融資本と西のシリコンバレーを中心とする IT資本と利益同盟を形成している

と考えられるので、おそらくこれからの米中覇権争いの主戦場になるだろうと考えられま

す。また、バイデン政権はトランプ政権の対中戦略を批判する時に、特に同盟国との対立
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を批判していますので、自分らは既存同盟国との連携・協調を強めるでしょう。その結果

としては、外交戦争が不可避でしょう。そして、バイデン政権と軍産複合体との関係にも

よりますが、実際は一致する部分と乖離する部分がそれぞれあるので予測するのが難しい

ですが、武力的な衝突が起きる可能性もなくはない、と考えられます。

このように見ると、バイデン政権下で米中対立は、トランプ政権の時よりよくはならな

い、という悲観的な観測が出てきます。これはバイデン政権の重要な閣僚たちの中国に対

する強硬な態度からも確認できます。ブリンケン国務長官は、トランプ政権がやったこと

は 100の中の 99は間違っていたけれども、一つだけ正しかったことが中国に強硬な姿勢

をとったことであると言っていますし、外交戦略の中心となっているジェイク・サリバン

だったり、カート・キャンベルだったりという人たちも、これからのアメリカ、バイデン

政権の対外政策、国際関係において中国を最も重要な競争・対立の対象と認識しているよ

うに思われます。

バイデン政権の中国に対する認識、態度、戦略というのをまとめて見ますと、主に以下

のようなものがあろうかと思います。まず一番目は、「中国が台頭した」という認識です。

これに関しては既成事実として受け入れているようです。結果的にアメリカの最も重大な

競争相手になっているというふうに大統領も言っていますよね。そして二番目は、ちょっ

とおかしなことを言っているのですね。「中国のさらなる発展は、アメリカが主導する体

制内で行われなければならない」と。つまり、今現在ではできていないので、それは修正

しなければならない、というふうに言っています。すなわち、アメリカは中国に対して関

与と介入を継続する、もしくは継続したい、ということを言っているわけです。そして三

番目は、トランプ政権との大きな違いですが、「中国の台頭を抑制するために、現政権は

同盟国との連携を強化する」と。過去 4年間のトランプ政権と中国とのやり合いを見てみ

たら、確かに中国に打撃を与えましたけれども、アメリカも結構な損失・打撃を被ったの

ではないか、ということだろうと思います。なので、アメリカだけで中国とやり合うには

代償が大きすぎるので、同盟国との連携が必要だと言っています。この考えは具現化され

ており、現在、バイデン政権は対中包囲網の構築に熱心に取り組んでいるように見えます。

G7に 4つの国、ロシア、インド、韓国、オーストラリアを加えるとか（後にロシアを外

してプラス 3）、または、クワッドというアジア版の NATOを作ろうとしている、などが

それに当たります。

その一方で、日本でもよく「米中間の新しい冷戦がはじまる」というふうに言われてい

ますが、どうもアメリカのこれらの外交筋の話を聴くと、米中間で新しい冷戦は起きない

ようです。その背景には、中国は昔のソ連ではないし、アメリカも冷戦時代のアメリカで

はないということがあります。これから中国と共存していくけれども、真剣に競争もして

いかなければならない。その一方で、一部のグローバル的な課題の解決においては、必要

に応じて協力もしなければならない、と言っているのが四番目になります。

このようなアメリカの対中国の認識、態度、戦略に対して、アメリカがこう言っている

のだから中国もこう考えている、ということにはなりません。中国側がアメリカ、バイデ

ン政権の上記のような認識、態度、戦略についてどのように考えているかと言いますと、
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第一に「中国の発展は止められない」ということです。つまり、これまでの中国における

急速で継続的な発展は、中国式発展様式の優越性に起因するので、歴史が中国の味方をす

れば、時間が進めば進むほど、米中間の総合国力の格差は縮小するだろうし、いずれは逆

転するだろう、というふうに考えています。第二に、このような止められない中国の発展

に対して、抑止しようとするアメリカの「アメリカファースト」の考えだったり、意図だっ

たりは修正しなければならない、というふうに考えています。つまり、発展するのは中国

の正当な権利である、ということです。そうですよね。どの国も発展しようとするのは正

当な権利であるし、追求して然るべきものではないでしょうか。その一方で、アメリカ側

からすると、中国の発展が自分の脅威になるのだから抑止しなければならない、というこ

とですので、本報告のタイトルにも書いてあるとおり、覇権争い、覇権戦争は避けられな

いということになります。

第三のアメリカとその同盟国との関係については、中国ではそれほど楽観的に見ません。

つまり、アメリカとその同盟国との関係は大きく変化している、と。そもそもアメリカの

影響力がどんどん減っているので、アメリカに協力・同調する国も限られるだろう、とい

うふうに考えています。そして最後に、中国は経済的に、つまり商売はして豊かになりた

いだけであって、アメリカのように世界警察になって、覇権国にはなりたがらない、なり

たくない、と考えています。

こうなると、中国のバイデン政権に対するこれからの対応がおおよそ出てくるわけです

けれども、基本的にバイデン政権との間では、トランプ政権時代の貿易戦争、技術戦争に

加えて、金融戦争、外交戦争を戦い、また、体制批判にも耐えながら、武力戦争の可能性

にも備えなければならない、ということになります。普通の国だと、もうそろそろ崩壊す

るところまでに来ている状況ですけれども、中国はそれなりに大きくなっているので、耐

えられる、もしくはこれからやり合ってみたい、というふうに考えているようです。

これからの中国の戦略は、一言でいうと「持久戦」です。つまり、時間稼ぎ。中国がこ

れまでのように成長し、発展していくと、いずれは国力がアメリカと同じぐらいになるか、

もしくはアメリカを超える日がくる、と。それまでに耐える、という戦略です。戦術とし

ては、正面衝突はできるだけ避ける、自我の発展に没頭する、ということです。ただし、

アメリカに対してレッドライン（超えてはならない、我慢の限界）ははっきりと示してい

ます。それは、中国の主権を侵害する、中国の領土の分裂を図る、中国の内政干渉などで

あり、それには断固反撃する、ということを明言しています。総じていうと、アメリカが

レッドラインを超えると武力衝突も辞さないが、それ以外では忍耐と適宜な対抗の組み合

わせで対応する、というふうに考えています。

その一方で、国内では、今アメリカからの抑止がさらに強くなっていくことに備えて、

現在、国内市場の拡大にハッパをかけているところです。最近「双循環」、つまり二つの

循環の話が出てきているのですけれども、中国国内経済の循環に国際経済循環を組み合わ

せ、国内で市場を拡大し、それが海外の企業、資本にとっての大きな国際市場になるよう

にする。つまり、中国国内で経済成長を維持し、それに基づいて拡大する中国の市場を世

界的に開放していくと。それによって、中国包囲網の形成を阻止しようと考えています。
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そのためには、一帯一路だったり、RCEPだったり、中欧包括的投資協定（CAI）だったり、

ロシアとの友好関係を強めたり、さらに昨年からはワクチン外交にも乗り出していたりし

ています。

その一方で、アメリカに同調をする小さな国々に対しては非常に強硬な対応をとり始め

ていて、これは皆さんもよく聞いた言葉だと思いますけれども、「戦狼外交」ではないか

というふうに批判されています。

では、こちらがバイデン政権との間で約 4年間、これから続くだろうと予測されること

ですけれども、中国は共産党政権が五カ年計画だったり、2035年までの遠景目標だったり、

さらには 100年目標だったりということを設定して、一代に続けて一代、さらにその次の

代と、代々継続して目標に向かって取り組んでいると言えます。アメリカのように、4年

間で政権が代わって、前政権がやってきたことを一生懸命覆すということでは、どうも中

国のやり方とは正反対のようなところがあります。なので、米中覇権戦争のこれからの約

4年間を理解するにも、さらにはその後の長期的な展望をするのも、アメリカの視点と中

国の視点では若干異なるのではないかと考えたりします。

これから、主に中国で、こういう中長期的な戦略にはどのようなものがあるのかを説明

しますけれども、その前に少しだけ、2020年のコロナが米中覇権戦争にどのような影響

をもたらしたのかについて少しだけ説明します。米中覇権争いは、先ほど最初に佐藤経済

研究所長の話でも取り上げましたけれども、トゥキディデスの罠として有名になりました

が、中国語で言うと、「一つの山に二つの虎が住むことができない」ということです。ア

メリカでグレアム・アリソン教授がトゥキディデスの罠を言ったとしたら、この「一つの

山に二つの虎は住めない」という言葉は、中国で何千年前からある言葉です。つまり中国

の政治の歴史、もしくは中国国民意識の中に根深く存在する考え方ですので、トゥキディ

デスの罠という言葉を使う必要もなく、こういう覇権争いは避けられない、と認知してい

ます。その覇権争いはなぜ起きるのかというと、先ほども言ったとおり、中国が大きくなっ

たから以外の何でもありません。中国の経済規模と成長の中身の変化というものがありま

す。経済規模は、購買力平価ですると、2014年にアメリカよりも大きくなっていますし、

2030年代になると米中逆転が起きるだろうと、多くの研究機関や研究者が推計、予測し

ています。その一方で、技術においては、5Gだったり、ビッグデータ、AI、ロボット、

IoT、自律運転、ドローン、省エネ、再生可能エネルギー、サイバー、宇宙・衛星導航シ

ステム、フィンテックだったりなどなど。これからの世界の変化を大きく左右する、これ

らの技術において、中国が非常に速くアメリカに追いついたり、一部においてはアメリカ

よりも進んだりしています。アメリカからすると、脅威でしょう。

また、人材においても、昔は中国から最も優秀な学生たちがアメリカに留学したら、学

業を終えてからはアメリカで研究活動を継続するのがほとんどでした。つまり、アメリカ

国籍を取得したり、アメリカで仕事をしたりしていたのですけれども、今は多くの留学生

が、そして技術者が中国に帰国します。これは、人材争奪においても、米中間の利益の対

立が起きているとのことです。貿易においては、もはや中国は世界最大の貿易国ですし、

約 130カ国の最大の貿易相手です。またもう 1つ、この投資が非常に重要ですけれども、

46



昔は中国がアメリカからたくさんの投資を受け入れています。つまり、アメリカの金融資

本は中国に投資して利益を獲得していました。しかし、今は中国でもお金が余っています。

なので、中国が資本を輸出しはじめているのですね。アメリカの資本の立場からすると、

これはちょっと黙っていられない、という利害対立が起きています。軍事的な側面、国際

影響力の変化などなど、米中間の利害対立が見られており、争いが起きるのは自然ではな

いかとも思うくらいです。

そして覇権争いには段階があります。一番目の段階は、製造業と貿易をめぐる対立、次

の段階が技術と金融。おおよそ技術発展というのは、特にアメリカがそうですけれども、

軍事産業の技術発展からスピンオフされるものが多いですよね。その次が、最終段階にな

りますが体制間の覇権争い。この体制で言うのは、決して資本主義か社会主義か、もしく

は資本主義か共産主義か、そういう体制ではなくて、この社会経済システムの調整様式の

対立もしくは競争を指します。つまり、アメリカは市場による調整、市場的調整といいま

す。中国の場合ですと、国家的調整、国家が社会経済システムを運営するさまざまなルー

ルを決めています。この二つの社会経済システムの調整のルールの対立、および衝突が今

後起きるだろうというふうに考えられます。

コロナの影響を私がここで 1つ 1つまとめる必要もないですけれども、一言で言うと、

中国は最初に感染爆発が起きたにもかかわらず、約 1カ月でピークアウトしました。今は

ポストコロナ期に入っています。しかしながらアメリカは、今現在も 1日約 6～ 7万人の

感染者が出て、1,000人ぐらいの死亡者が出ており、どちらかというとまだまだコロナ危

機の最中にあるわけです。これが、この事実が、実は、現在、さらにはこれからの米中覇

権争いに大きく影響しそうです。先ほど湊先生のお話の中でもありました。すなわち、中

国は、このコロナとの戦いで勝利したことで、いくつか自信を強めるきっかけをつかみま

した。1つは、中国国内で挙国一致の「戦疫」と、政府、軍、企業、コミュニティ、個人、

あらゆる勢力が団結すれば、組織されれば、どんな困難にも打ち勝てる、という自信をま

ず 1つ得ています。その一方で、コロナの打撃を受けながらもプラスの経済成長を維持し

た。昨年、主な経済体の中では唯一、中国がプラスの経済成長を達成しているわけですけ

れども、それはやはり中国の社会主義市場経済というのは、それなりに有効性があるとい

うことを確認するきっかけになりました。その一方で、第 4次産業革命を象徴する最新技

術の活用において、このコロナ対策の中でかなりの実績を積むようになりました。

またもう 1つは、何よりもこのコロナは世界各国に蔓延し、ほぼ同じ影響を与えていま

すので、その世界各国の対応を見ながら、資本主義の本質的な弱点を認識したことです。

これまで、資本主義、先進資本主義が、アメリカをはじめとする資本主義世界において如

何に素晴らしいものであると言われていたけれども、実は大きな弱点があったということ

が中国で再認識されるきっかけとなったということです。さらに、自由と民主主義、いい

のは知っていますけれども、それも弱点があるということを確認しましたと。何よりもア

メリカという超大国の弱さというのを中国が認知したというのは、これからの米中覇権争

いを戦っていく上で、非常に大きな自信となったと考えられます。

時間がありませんので、あと 2分ぐらい使わせていただきます。1つは、これから中国
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がどう出るのか、に関しては、米中デカップリングが大きな関心事になります。中国はア

メリカ経済、アメリカ社会との断絶を一生懸命避けようとしていますけれども、そして避

ける努力をこれから続けるだろうと思いますが、アメリカ側が真剣に中国たたきに出て、

中国との関係の断絶を図る場合にも備える、というのが中国の戦略であるようです。中国

はその場合に備えていろいろと準備と対策を講じているようです。まず 1つが、先ほども

言いましたこの双循環、国内循環をどんどん拡大させるのと、そしてもう 1つが、金融市

場の開放を非常に速いスピードで進めています。つまり、アメリカの資本が中国に入らな

いにしても、ほかの国からは資本が中国に入ってくるように条件を整備しています。そし

て、中国の拡大し続けている国内市場を世界に提供する、金融の市場を提供するというこ

とで、国際的な経済利益同盟をつくって、デカップリングを避けようと考えているように

見えます。

私の本日の話をまとめますと、米中間の覇権争いに関連して、中国がどんな国かという

ことは実は重要ではなく、どのぐらい大きな国かというのが大きな意味をもちます。その

大きさが米中覇権争いの背景ですし、現在ですし、そして将来の結果を決定するというふ

うに考えられます。現在の米中覇権争いは、中国にとっては発展の権利と道を獲得するた

めの生存競争ですし、アメリカからすると、覇権の喪失を回避するための生存競争ですの

で、これは避けられない。ただ、その行方を展望する際には、アメリカのような超大国、

そして中国のような経済大国ですと、どの国も外部の圧力で、もしくは外部からの攻撃で

滅びることはない。どちらかというと、それぞれ国内で国家の根幹を揺るがす大きな問題

が起きない限り、この競争、覇権争いは続いていくでしょう。そして、どちらの国がより

安定的な国内政治経済環境を整えるかが、この争いで帰趨を決定するだろうと考えていま

す。

バイデン政権の次にどの政権が出てくるかというのは、今現在ではわかりませんが、中

国ではこれからも比較的長い期間では共産党政権が続くでしょう。これは疑いの余地もあ

りません。中国の共産党政権は、今年からの新しい五カ年計画のみならず、2035年まで

の目標を立てていますし、2049年の中国成立 100年までの目標を立てて、戦略的に、計

画的に、そして着実に歩みを進めています。米中間のこの違いは、米中覇権戦争の中長期

的推移を展望する上で非常に重要な要素であります、というところまで説明して、本日の

発表を終わりにしたいと思います。

■「米中の覇権争いとグローバル資本主義のゆくえ」

櫻井　公人（本学経済学部教授）

立教大学経済学部、櫻井でございます。

きのう、中国が台湾からのパイナップルの輸入を停止したというニュースが入ってきま

して、それで台湾はちょっと困っているというような話でした。これはまさしく最初にお

話したかったテーマなのです。パイナップルが台湾の特産で、パイナップルケーキはお土

産の定番になっています。輸入停止で相手が困るというのは、経済を武器に使うというこ

となのですね。パイナップルですと、ちょっと小さな話に聞こえるかもしれませんが、もっ
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と大きな話もあるわけです。そのまとまったものが米中貿易戦争であり、米中覇権争いに

なっているのだととらえられないだろうかと思ったわけです。経済力を武器に使うことの

リスク、それが反グローバリズムにつながる可能性、グローバル資本主義のゆくえも意識

しながら、米中覇権争いについて考えてみましょう。

1．グローバル資本主義と経済安全保障あるいは反グローバリズム

トランプさんは 2018年 4月にロシアのアルミニウム企業に制裁を課したのですが、輸

入を止められると、そのアルミニウム製品を使う自動車メーカーや飛行機メーカーが困る

という突き上げがあって撤回したというようなことがありました。つまり、これは結局、

輸入禁止を武器に使えるのかどうか、微妙だということを示しています。アメリカでは、

2011年にヒラリー・クリントンさんが国務長官だったときに報告書が出されて、「エコノ

ミック・ステート・クラフト」すなわち、経済力を武器に使うのだということを改めて打

ち出しておりました。戦略的な目標達成のために経済的手段を使うことなのですが、これ

を今、中国に適用するのだというのです。他方で中国でも同様なことが、カナダやオース

トラリア、台湾との間で生じている。日本も韓国との間でそういう問題があるかもしれな

いという状況です。

これはひとまず貿易問題なのですが、私、講義で貿易の原理についても話しております。

そのときの理屈は経済的な説明です。つまり、こういう貿易の利益が得られるので、お互

いに得する、Win-Winの関係になるから貿易するのですよ。利益があるなら当然貿易しま

すよねという説明をいたしますが、今起きている出来事はこのルールに従っていません。

ここにあるのは「貿易は国旗に従う」という別のルールではないでしょうか。「国旗に従う」

というのは、あの国には売るけれどもこの国には売らない。あるいは、あの国から買うけ

れどもこの国から買わないというように、経済以外の理由で貿易が行われるというもので

す。実はこれ、大いにある話でありまして、第二次世界大戦後、長らく、貿易相手を制限

する COCOM（対共産圏輸出統制委員会）というのがありました。資本主義圏と社会主義

圏で争いがあって冷戦状態にありましたので、先端技術のつまった製品や重要資源をソ連

に輸出しないといった貿易管理が行われていました。これは、中国に対してもありまして、

CHINCOMいうのですが、冷戦後にはワッセナー協約とか、いろいろ姿を変えて、つまり

テロリストの手に渡らないようにといった別の目的のために、同様な管理が行われていま

す。

さて、この問題をどう考えたらいいのかというと、私は 1970年代の日本の経験をつい

つい思い起こしてしまいます。言い換えれば、現在の米中貿易戦争や米中覇権争いを、

1970年代に日本が経験した経済安全保障の問題としてとらえる視点を提起したいと思い

ます。

そんな大昔の話知らないという方も多いかと思いますので、ごく簡単にお話します。

1972年の旱
かんばつ

魃に対してソ連がアメリカから小麦や大豆を大量に買い付けており、だぶつ

いていた在庫がひっ迫していました。ニクソン政権は、国内農産物価格の安定を目指し、

73年 6月に大豆禁輸を打ち出します。日本への制裁という事情ではありませんでしたが、
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商社による長期契約も当初は完全には履行されずに大豆の輸入が止まりそうになったので

す。

そこで日本は何やったかというと、ブラジルのアマゾンでセラード開発にお金を出した

りして、調達先を長期的に多様化する動きになりました。今ブラジルは有数の大豆輸出国

ですが、70年代に生産量はゼロでした。

80年にはアフガニスタンに侵攻したソ連に対してアメリカが禁輸措置をとり、ソ連に

穀物を輸出しないことにしました。そうしたら、ソ連は 7月にアルゼンチンと 5年契約を

結んで調達先を変えてしまった。これによって実は、アメリカの農家も困ってしまったわ

けですね。売れるはずだったものが売れなくなってしまったというわけです。

また、原油価格が高騰して石油危機というのがありました。イスラエルを応援する国々

にはアラブ諸国から輸出しないよという措置をとったのですね。これが 1973年の石油危

機だったわけです。石油という資源を武器に使ったわけですが、日本では石油が買えなく

なったら大変だというので、アラブ寄りの外交へと大きな転換がありました。それまでア

メリカがイスラエル寄りだったものですから、日本はそれに後ろからついていって、イス

ラエル寄りの外交を展開していたのに、このときは、アラブ寄りの外交に変えたのですね。

アラブ寄りというより油寄りだというジョークもありました。実は後で調べてみると、売

らないぞと言ったアラブ諸国も油がだぶついていて、売れずに困っていたのです。

長期的に見てこの結果何が起きたのか、その帰結は何かというのを調べたことがありま

す。原油の禁輸措置をとって価格値上げを主導したのがアラブの OPEC（石油輸出国機構）

加盟国である OAPECですけれども、石油危機の結果、OPECに加盟していない地域が浮

上してきました。採掘コストが高すぎて採掘できなかった海底や氷の中などからも採掘で

きるようになって供給量が増えていきました。イギリスやノルウェーの北海油田、アラス

カ、メキシコといった非 OPEC地域の原油開発が進み、その結果、原油価格が下がって

しまいました。1970年代にはどんどん上がっていく一方だと思われていたのですが、そ

うならずに 80年代半ばには「逆石油危機」などと呼ばれる暴落が待ち受けていたのです。

今、米中の貿易戦争を見るにつけ、この先その結果何が起こるのかを知りたいではない

ですか。しかし長期的な帰結には意外なものが多いと言うべきです。それをどうやって解

明していくか。貿易を武器に使ったらその先何が待ち受けているのか。本来「相互依存」

であるはずの貿易において、輸出側が禁輸すれば輸入側も対応を考える。その一端を紹介

できればと考えてみたわけです。

1970年代に続く 80年代には相互依存とか、国際化なんていう言葉がよく使われていま

した。相互依存というのは、当時の文脈で見ると、二国間でお互いの関係がどんどん深化

していく、深まっていくこと。たくさん輸出する、輸入もたくさん行う、お金も貸す、お

金も借りるというようなことを指しておりました。二国間にしたほうが話はわかりやすい

ですね。グローバリゼーションで地球全体がつながっているという話になると面倒で厄介、

そして複雑な話になりそうですので。

貿易という経済の領域を制裁の手段として武器に使おうとする人がいますけれども、逆

に被害を受ける側の立場では、そんなことされたときにどう立ち向かえばいいのかという
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ふうに考えますよね。これが「経済安全保障」という考え方になるわけです。アメリカは

次世代通信技術 5Gの中心にある中国の HUAWEIという会社が必要とする半導体を売ら

ないぞというふうに圧力をかけました。中国では、習近平さんが、サプライチェーンで他

国が中国に依存するようにという指示を出していました。物を売ったり買ったり、あの部

品とこの部品を集めて製品をつくる時の、その部品の売り買いや、つながりのことをサプ

ライチェーンといいます。ここで中国製の部品を使わないとやっていけないというふうに

なっていれば、売らないぞと言ったときに相手が困るということですね。そうやって困る

ように、相手には依存させよというわけです。けれども、これ、相手にだけ依存させると

いうことができるのでしょうか。売る側だって売らないともうからないではないかという

状況が出てくるような気がします。また、何度も売ったり買ったりしていますと、売らな

いと言われたら困るという場合には、それでは代わりの調達先を準備しようというふうに

なるのではないでしょうか。大豆がアメリカから買えない場合に備えてブラジルから買え

るようにしようとか、そういうことを考えるでしょう。お金を貸す融資の場合でも、普通

はお金を貸したほうが強いように思われるかもしれませんけれども、大きな額を借りてし

まうと、借りたほうが強いよねという話は累積債務問題などでもよく言われてきました。

つまり、相互依存の中で、どちらが強いのかは、なかなか一概には言えないというのが 1

つの結論です。

だから、依存しすぎて、弱さ、脆弱性（vulnerability）をつくらないということが必要

です。1970年代に日本は、あの資源がないとか、食料が買えないとか、そういうひどい

目にあったものですから、経済安全保障とか、総合安全保障などという概念をつくったの

です。だから、アメリカとか中国は攻撃のために使うことを考えているようですが、日本

はやられたらどうするといった対応策を主に 70年代から考えてきたのです、実を言うと。

その内容としては、備蓄するというのが 1つ。石油のようなものなら備蓄する。それから

2つ目は、代替用途、代わりになるようなものをつくる、代替エネルギーを考える。それ

から 3つ目は調達先を多様化する。4つ目に、できるものなら国産化する。5つ目に、自

給するなどということになります。これが安全保障の論理です。

貿易論の世界では、完全自給してしまうと、貿易利益が出てきません。自給するとなれ

ば、1つのことをずっとやらないといけないので、あれもこれもやろうとしたら、苦手な

ものは専門家に任せるというふうにしてお互いに分業する、サプライチェーンを複雑化さ

せる。このほうがお互い利益が得られるのだというのが経済の論理、あるいはグローバリ

ゼーションの論理、国際経済学でいう貿易の利益です。これら 2つの論理が対抗している

ように見えます。

アメリカが今やっているのは、さらに進んで、金融を武器に使うことです。世界中でド

ルが使われている、みんなドルで決済しているため、これは確かに武器として使えそうで

す。その決済は最終的にアメリカの中央銀行である FRBに置いた各銀行の口座間で行わ

れます。国際業務を行う銀行が正確に申告すれば、そういった取引も明るみに出る可能性

が高い。場合によってはそこに制裁をかけるというものです。

ところが、ドルの利用がそのように把握されていてそこにひょっとすると制裁をかけら
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れるかもしれないと思えば、みんな準備して対策をたてます。先ほど言いましたように、

多様化しようとか、代替品に置き換えようというわけです。金を売る一方だった各国中央

銀行がここ数年は買う側に回っています。イングランド銀行のカーニー総裁が 19年夏に

ジャクソンホールで行われた会議でドル依存の危険性を指摘し、ドル基軸体制に代わる体

制の構築を目指すべきだという思い切った指摘が出るようになりました。

今、ビットコインの価格がどんどん上がっている理由の 1つにも、そんな事情があるか

もしれません。経済危機に陥った国で、自国通貨をドル以外にビットコインに置き換えて

持ち出そうという人が出てくるというケースもあります。2013年のキプロス危機でビッ

トコインの価格がはね上がりました。ビットコインがドルの代替品になるかもしれないと

いう可能性に賭けて買っている人もいるわけですね。

まとめましょう。強い経済力をもてば、それを短期的には武器に使えるとして、長期的

にはどんな影響が及ぶのでしょうか。あまりやりすぎると、アメリカにしても中国にして

も、取引相手、味方だったはずの人たち、Win-Winの関係だった相手や国々が、制裁措置

を恐れて、本当は商売を続けたいのだけれども、危ないからほかのところと商売しよう、

ほかのやり方を考えようなどというように離れていく。あるいはへたをすると敵側に行っ

てしまうといったシナリオもないとは言えませんね。あるいは、長期ですとまさかこんな

ふうに展開するとは思わなかったというような複雑なシナリオになってしまうことがある

かもしれません。10年後、50年後にどうなるかという長期的な影響まではわからないで

すよね。わからないとだけ言っていてもしようがないので、最後に 1つだけ考えてみましょ

う。ここでは逆に 50年前、60年前に何かあって、それが今どうなっているのかというよ

うに逆向きに考えてみたいと思います。思い当たるのが 1950年代の末、冷戦の最中に制

裁をおそれたある銀行の行動が、現代の国際金融の世界の姿を大きく変える出発点になっ

たという、ユーロダラー市場という国際金融センター誕生のストーリーです。

モスクワ・ナロードヌイ銀行というソ連共産党の銀行が、アメリカに預金口座を置いた

ままでいると、いつか資産凍結といわれて引き出せないようにされてしまうのではないか

と心配しました。このドル預金はアメリカに置いておくのは怖いな、どうしようと言って、

引き出してロンドンの銀行に持っていったのです。ロンドンの銀行は本来、自国通貨ポン

ド建ての預金を扱うところであって、外貨であるドルなんか扱えませんというのが本来あ

るべき対応だったはずです。ところが、ロンドンというのはパクス・ブリタニカの時代は、

世界中の金融を扱っていたところですから、いろいろな通貨を扱うこともその気になれば

できると考えてドル預金を受け入れたのです。外貨であるドル預金を受けいれて、中央銀

行であるイングランド銀行もそれを認めた。こうやってできた市場のことをユーロダラー

市場といいます。今、ヨーロッパの共通通貨になっているユーロとは違うのですが、ヨー

ロッパにあるドルという意味でユーロダラー市場と呼ばれました。現代の国際金融市場を

オフショア金融センターと呼ぶものがありますが、簡単に言えばそういう国際的な金融市

場の元祖みたいなものがそこにできあがり、多国籍企業が使うのに都合がよいため、どん

どん大きくなったのです。この市場をベースにして世界に流動性が供給されて回収され、

この市場をベースにして国境を越えるクロスボーダー投資が行われるようになっていきま

52



した。1970年代になると、第二次世界大戦後の通貨をめぐる約束だったブレトンウッズ

協定の下での固定相場を離れ、資本移動が自由化され、金融主導のグローバリゼーション

がそこで展開することになるというのがその後の展開なのですね。つまり、現代のグロー

バル資本主義の金融的な基礎がこうしてつくられることになったのです。

そういうわけで、まだイントロなのにこんなに丁寧に話してしまい、私のお話、時間足

りるのかなと思いながら、この「1．グローバル資本主義と経済安全保障あるいは反グロー

バリズム」の部分をまとめます。先ほど司会者のほうから紹介していただいた地政学とか

地経学というお話は、私の今の言葉では「経済安全保障」と置き換えていただければいい

でしょうと。経済の論理と政治、つまり安全保障の論理とがミックスして、両方から考え

ないといけない場合が出てきます。この綱引きはグローバリズムと反グローバリズムの綱

引きという問題にもつながります。グローバリゼーションを進めようという経済の論理と

グローバリズムに対して、行き過ぎたグローバリゼーションで相互依存が強くなりすぎる

とかえってリスクが生じるね、vulnerability（脆弱性）が出てくるね、相互依存が深まり

すぎると危ないかもねというふうに、むしろ自給に戻すべきだという安全保障の論理が強

まるなら、それは反グローバリズムに近づくということでしょう。

世界のマスクを中国だけで作っているなら、これは大変だという考えが出てきました。

経済的な原理からすれば、中国に任せるほうが合理的だったわけですが、安全保障の原理

からすると、自分の国でも作らなければいけないという別の考え方が出てきたことになる

のです。中国での生産や輸入を少し減らして、日本国内でも作ろうという動きになってい

ます。世界的にもそうなっています。中国のサプライチェーンに依存させておいて制裁を

加えようという可能性があるのですから、逆に依存し過ぎれば危ないというものです。

これまではグローバリゼーションをどんどん進めるという経済の原理でうまくいくのだ

と、経済学者の意見はまとまっていたのですね。そうするとどうなるかというと、普段使っ

ていない無駄なものは削減しておかなければ損でしょう、みたいな考え方になってくるわ

けです。1980年代以降の新自由主義という論理です。フランスでは今回マスクが足りな

くなったときに、そうしたときのためにマスクを備蓄しておいたはずだ。あれはどうなっ

た？ということになりました。ところがこれは 2年前に無駄だからやめるということに

なって、マスクの備蓄がなくなってしまっていたのですね。同じようなことはイタリアに

もありまして、財政赤字削減のために、病院の空きベッドが無駄だからということでベッ

ドの数を減らせということをやっていたわけです。日本だって、病院のベッドだけでなく

保健所がこんなに必要なのかと言って削減し、スタッフも減らせみたいなことをやってき

ました。こういう話があちこちにあって、今そういう余分なところ、いざというときに備

えるためのスラックやリダンダンシーなどの重要性を再認識しているところですね。消防

署の人たちに仕事がない時、普段遊んでいるように見えるから減らせば効率的だと見える

かもしれませんが、遊んでいるわけではなくて何かに備えているのだというふうに考えれ

ば、もっとたくさんつくれという議論もありえますよね。だから、これは結構、難しいの

です。

グローバリゼーションと経済の論理による効率化と、それが行き過ぎたときのサプラ
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チェーンの相互依存とリスクが生まれることがあるのでやめたほうがいいという対抗的な

論理、すなわち反グローバリズムの考えは、実はこのコロナの前からもずっと頭をもたげ

はじめていました。21世紀に入ってすぐに 9.11の同時多発テロというのがあり、国境を

厳しく管理することで物流が滞ることがありました。アメリカの自動車産業の中心である

ミシガン州デトロイトは、デトロイト川を渡ればカナダのウィンザー市で、カナダからは

橋を渡って通勤してくる人があり、部品もカナダの工場から入ってきていました。国境を

越えるそういったヒトとモノの移動が当たり前のように行われていたのですけれども、国

境の管理が厳しくなり、うまく動かなくなりました。しばらく後でトヨタも、重要な部品

工場で火災事故が起きて部品が入ってこなくなるという事故がありました。トヨタという

のはそういう部品の在庫を持たずに極限まで合理化するというリーン生産方式やジャスト

インタイム生産方式というので有名だったわけですが、「ジャストインタイムからジャス

トインケースへ」と言われ、万が一のために備える（ジャストインケース）という話もそ

のころから出てきました。さらに、この間の地震でもトヨタは部品を別ルートから調達す

るとか、在庫をもつとか、いろいろなことやるようになっていたのですね。そうやって次

第にグローバリゼーションとか経済効率追求の行き過ぎに対して、安全保障やセキュリ

ティに備えるという方向も少しずつ出てきていたというところまでを確認していただきた

い。

2．米中両国の格差・分断状況と米中摩擦

それで、グローバル資本主義はどうなるのかということですね。タイトルをご覧いただ

きますと、私の今日の話は、米中の覇権争い、これがなぜというのが 1つ目の話。もう 1

つが、グローバル資本主義のゆくえ、これがどうなるのか、です。そのために、どうやっ

てグローバル資本主義が生まれたのかということ、グローバリゼーション対グローバリズ

ムについて考え方が揺れてきたこと、その揺れの中でどちらへ行こうとしているのかとい

うことをここまで考えてきました。画面にお示ししているのは、ユーロダラー市場という

のができて、これをベースに 1990年代にグローバリゼーションが本格的に展開していっ

たということですね。

そこに行くまでの転機として、中国の役割というのは非常に大きかった。アメリカによ

る決断のせいで、中国が今のグローバル経済の中で大きな役割を果たすようになるのです

ね。サプライチェーンで中国に依存する今日の状況は、ニクソン政権以降の政策転換によ

るものです。1971年 7月にアメリカが中国と手を結ぶという話がニュースとして世界に

流れ、これがニクソン・ショックと呼ばれました。当時、冷戦の時代でしたので、アメリ

カがソ連、あるいは中国という共産主義の国に対して「封じ込め」政策をとり、手を結ぶ

はずなどないと思われていました。ここでその考え方を改め、来年になったら大統領が中

国を訪問しますということを発表したものです。それが 7月のニクソン・ショックです。

これが 79年の米中国交につながります。また同年 8月にまたもドル・ショックあるいは

ニクソン・ショックと呼ばれる政策転換がありました。輸入課徴金をかけ、金ドル交換も

停止するというものです。これは当時の国際通貨体制の根幹にかかわるところを急にやめ
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てしまうと言ったわけですね。何でこんなことを言ったのかというと、どこかで聞いたこ

とがある言葉かもしれませんが、ニクソンさんは、「アメリカ第一主義」に基づく政策をとっ

ていた。つまり、アメリカは貿易赤字がずっと積み上げられてきたので、これ以上は体制

維持のためのコスト負担ができませんというふうにして、これらの政策を打ち出したわけ

ですね。

あともう 1つ、ニクソンさんというのは、共産主義と戦うファイターだ、反共の闘士だ

という謳い文句で上院議員に当選して以来、共産主義と闘う反共を掲げてきたのですけれ

ども、彼のやった成果というのは、共産主義の中国と手を結ぶというのが 1つ。もう 1つ

は、共産主義と闘う戦争という建前だったはずのベトナム戦争からの撤退です。これが泥

沼化したので、世論から判断して、これは撤退すると言ったほうが自分の再選に有利だと

判断して、ベトナムから撤退したというのがニクソンさんなのです。

ここでニクソンさんのやった 2つのことは、その後の国際政治にも国際経済にも大きな

影響を与えることになります。もう 1つは金ドル交換を停止したことで固定相場制を維持

できなくなって、変動相場制に移行していくのですね。為替相場が日々変わる。そうする

と、このリスクをヘッジする、回避するための手段としてデリバティブという複雑な金融

商品が出てくるのですね。オプションとかスワップとか、フューチャー、フォワードとか

いうものです。これらは産業のコメと言われ、いくつか組み合わせることで新しい金融ビ

ジネスが出てくるのですね。これと、先ほど申しましたユーロダラー市場とか結びついて、

グローバル金融資本主義が展開するベースになる。だから、80年代になりますと、金融

自由化がアメリカで進み、これをうけて「ビッグバン」と呼ばれるイギリスの金融自由化

が進み、こうやって自由化と経済の論理、グローバリゼーションの論理が世界中に広まる。

90年代に入ると、パソコンの Enterキー 1つをクリックするだけで、資金の移動とか株

の取引とかが比較的簡単に誰にでもできるようになるという形で、資金移動がものすごく

盛んになる。つまりグローバリゼーションがもっと進む。IT革命も同時に展開するとい

う形で、90年代にグローバリゼーションは全面開花する。その最後に、中国とアメリカ

との争いとか、グローバリゼーションが行き過ぎたのではないのか、進化しすぎたのでは

ないのかという、揺れ戻しが来ているかもしれないという状況、これが今の状況です。だ

から、それを多くの人たちがどう認識しているのか、あるいはどういうふうに解説を受け

ているのか、何が納得いくのかというのが問題になり、政治家がその人たちの意見を聞き、

その人たちに何をどう訴え、どう意思決定するのかということが問われてくるわけです。

さて、米中がなぜ貿易戦争のように争っているのかを考えていきます。ここにトランプ

さんと習近平さんが笑顔で写っている写真を持ってきたのですが、多分この後か前かにト

ランプさんと習近平さんが首脳会談をするという時のものです。貿易摩擦解決のため、習

近平さんは、飛行機も買いますよ、農産物も買いますよというふうに言って、トランプさ

んは、しめしめというふうに懐柔され、その後のビジネスマンとの会食、ディナーパーティ

のときに、「中国は貿易摩擦において何も悪くない。悪いのは前政権の、オバマ政権だ」

なんていうような言い方をしてしまうということになるわけですね。外交の一場面として

はトランプさんも習近平さんもニコニコしています。何かうまくいった。習近平さんはト
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ランプさんを紫禁城というところに貸切で招待し、トランプさんはご機嫌だった。アメリ

カからはあれだけ買うし輸入すると言っておいたからもうオーケーだと。このディールは

うまくやったぜというふうに習近平さんは思っている。ところが、こうやって相手国との

間の取引だけではなくて、そのあと、二人には国内向けのゲームが待っていた。習近平さ

ん、あなた、ちょっとやりすぎではないのという保守派からの突き上げが下手をすると出

てくるかもしれないなどというふうに、半面はドキドキしていた。トランプさんも実はこ

こではニコニコしていたけれども、帰国した後は、あんな言い方しては駄目ではないかと

いうふうに突き上げがあって、中国の全てを押さえ込まないといけないなどという政権内

の意見をぶつけられることになるわけですね。つまり、外交では相手国向けのゲームに加

えて国内向けのゲームという 2段階のゲームをやらないといけないので、簡単に相手国に

妥協できないわけです。なおかつ、国内の支持基盤に対していい顔しないといけないので

すが、その支持基盤が分裂していると、あちらにもこちらにもいい顔できないので、Aグ

ループにいい顔すると Bグループが逆に不満を爆発させるというようになってしまうわ

けです。似たような支持基盤で、支持していない人も「しようがないな」というぐらいに

思ってくれるならいいですけれども、分断状況にあると外交がものすごくやりにくくなる

だろうと思うわけです。

そこで、米中覇権争いはなぜ生じたのかという理由を考えてみましょう。両国ともに、

軍事・安全保障国家であり、ちょっとでも何かあると戦争に行きかねないようなタイプの

国だというのが 1つ目。それから、国内に分断を抱えている国だというのが 2つ目。そし

て、両者の経済規模がどんどん近づいてきたというのが 3つ目の理由。厳先生はこの 3つ

目の理由が一番大きいというふうに言われて、なるほどと思いました。そしてそれは、今

後を見るために重要だということのようでしたが、どうしてこうなってきたのかを見ると

きには、今言ったような軍事国家であり分断状況にあるという点も追加して注目するのが

よさそうだというのが私の意見です。

中国は実を言うと、台湾との間で、台湾の国民党との間で戦争状態というのはまだ続い

ているのですね。だから、軍事国家だというのは当然なのです。アメリカも、軍事安全保

障以外には財政支出しにくい国なのですね。建国以来の対立があって、州が独自の権限を

もちその権限が強いものですから、連邦政府とは違う考え方で動いていく。ここの考え方

をうまいこと折り合わせるためには、いろいろなところにお金を使うと州から突き上げが

来るので、連邦政府が使うお金は州ごとにバラバラにやってはいけないところ、やりにく

いところだからやるのです。軍事とか、警察とか、安全保障。これは連邦政府レベルでや

らないといけないでしょう。そういうところにならお金をたくさん使えることになるので、

軍事・安全保障みたいな名前のついた法案をつくって予算を通す。州際高速道路（インター

ステイト）や教育改革などでも「国防」という名のついた法案によって実現しています。

経済規模が近づいてきたという点では、今ちょうど中国の GDPはアメリカの 7割ぐら

いですね。仮にこのままいくなら 2030年よりもっと前に中国はアメリカを追い越すこと

になるという予測が多いです。コロナで一気にまた状況が変わりましたので、その日は近

づいていることになります。ただし、中国の地方財政や政府・家計の債務依存や労働力人
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口減少という人口動態などの問題を克服できれば、という厳しい条件の克服が前提になっ

ていますので、実は予断を許しません。

さて、分断状況ですけれども、中国が抱えている分断状況は、1つ目は今言った台湾です。

この台湾を統一するぞというのが、習近平さんの 2019年 1月の演説だったわけです。そ

うやって圧力をかけてみたところ、その前の選挙で負けていた蔡英文さんの民進党の方が

かえって力を持ってしまった。親中国派の候補者が落選して、現状維持で中国とは距離を

取ると主張し、現状維持の主張ですから独立とまでは言わないものの親中派ではない蔡英

文さんの方が勝ってしまったのですね。強硬姿勢で圧力かけたらそうなってしまったわけ

です。

さて、台湾以外に香港の状況も一層緊迫しています。本来でしたら、鄧小平さんが香港

を返還してもらい、回収したところで、その後は一国二制度がずっと続くと想定されてい

たのにもかかわらず、中国と同じような体制に持っていこうとしているように見える。そ

ういう法律が国家安全維持法という、2020年の 6月に通った法律です。それで今、香港

に対する締めつけがますます強くなっています。全人代での議論にもそれが出てきている。

ほかにも少数民族であるウイグル、チベット、内モンゴルなどで、抑圧的な体制がとられ

ています。地域的・民族的な分断に加え、さらに私たちが注目しないといけない問題とし

て、国内全体の分断状況があります。農民工と呼ばれる人々が貧しい地域から出てきて、

沿海部の大都会で働いています。そういう農民工たちと、それからどんどん成長していて

お金持ちも大勢いる都市の市民たちとの格差も絶望的に広がっています。1990年代に進

んだグローバリゼーションの加速と経済の効率性のさらなる追及によって、中国ではこの

時期にものすごい格差が広がりました。それはアメリカも同様でした。

アメリカにおける分断状況というのは、アメリカは建国されたときから南北戦争へとい

う大きな対立があって、州が力を持つべきだというジェファーソンの州権主義という考え

方と、連邦政府が力を持つべきだというハミルトンの連邦主義という考え方が対立し、そ

こに奴隷制をめぐる対立、貿易政策をめぐる対立など、いろいろなものが重なり合って南

北戦争という内戦が引き起こされるということになりました。この南北戦争は、南の州が

連邦政府の言うことを聞かずに、俺たちは別の考え方なので連邦を離脱するよ、いやそれ

は許さないというふうになったのですね。この南北戦争の後、この対立を克服しよう、二

度とこの対立が起きないようにしようということが常に意識されますが、その対立が再び

起きてもおかしくないような状況がその後も頭をもたげることが少なくなかったのです。

人種をめぐる対立や、州が独立する権利などが、繰り返し問われたことになります。南北

戦争が二度と起こらないようにという意味も込めて、黒人と白人など人種間の対立を抑え

ようという運動があり、これは 1964年の公民権法に結実し、連邦法としては人種の平等

がうたわれるのですが、南部の州ではジムクロウ法といって、有色人種を差別する法律が

いくらでもまかり通っていましたし、ある意味では今日まで持ち越されてさえいます。ア

メリカの移民法も大きな差別をかかえていましたが、65年の移民法では公民権法の精神

にのっとり、形の上ではとりあえず差別のない形になりました。その結果、何が起きたか

というと、それまで差別されていた東半球出身者つまりアジア系の枠が拡大し、狭まった
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西半球からヒスパニックが不法移民として流入するようになりました。実は 1960年代に

（非ヒスパニックの）白人が人口比で 8割を占めていたのに対して、現状のような移民流

入が続くのであれば、2045年ごろになると 50％を割り込むというぐらいに白人層が減っ

ていくことになったのです。そしてこの白人層の不満や不安が貯め込まれていくことにな

るわけです。トランプさんがやったことは、南北戦争の分断を抑え込むのではなくて、そ

の不安に点火して焚きつけたということなのです。

さらに 80年代。グローバリゼーションの行き過ぎなどがあって、格差が広がり、産業

の空洞化が起きます。製造業企業はラストベルトから南部の州（サンベルト）へ出ていき

ます。トランプさんは、そのラストベルトの労働者に、その苦境が移民のせいであり、中

国のせいであるといったわかりやすい説明を提供し、環境規制を緩和しパリ協定から離脱

して雇用を創出してあげようというパフォーマンスを見せたことになります。

また、ドル高が生じて、企業は東南アジアや、あるいは中国へ進出するということにな

ります。さらには、この 80年代前半のドル高を是正しないといけないというので、プラ

ザ合意というのが 85年にありまして、その後は超円高になっていきますので、今度は日

本企業が産業の空洞化を起こし、東南アジアやあるいは中国へ進出することになりました。

タイムラグもあって直接的に言えるかどうか微妙なところもありますが、中国にはアメリ

カからそしてその後は日本から企業進出があって、改革開放を支えたということになるわ

けです。

3．米中の政策対応と米中摩擦

まとめに近づいてきましたが、習近平さんの国内に対する政策、それからトランプさん

の国内に対する政策。これらを見てまとめましょう。

それまで、みんなでお金持ちになろうというふうに言っていたのが鄧小平さんの路線で

した。先に豊かになる人がいればいいではないか、後で追いつくからという「先富論」と

いう考えをとり、その結果たしかに「チャイニーズドリーム」を実現して本当に豊かになっ

た人が大勢いたのです。ところが今、格差が固定してしまって、共産党の偉いさんの子が

共産党の偉いさんで、豊かな人は豊かでというふうにして、貧しい個人は出世もできず豊

かにもなれない状況になってしまった。だからこそ、みんなで豊かになろうと言っても豊

かになれないので、鄧小平路線の「チャイニーズドリーム」ではなくて、「チャイナドリー

ム」、つまり「中華民族復興の夢」を打ち出し、民族全体でいきましょうというふうに、

習近平さんは転換したわけですね。そして、鄧小平さんの時代に「韜
とうこう

光養
よう

晦
かい

」と言って、

能ある鷹は爪を隠し、外交では控え気味にして目立たないようにと言ってたところを、習

近平さんは、もう経済規模が大きくなったのだからそんなことを言っている時代ではない

として、外交では強く主張するのだ（戦狼外交）、製造大国になるのだ、2025年までに、

35年までに、49年までにといういくつかの目安をつくって、強く宣言しています。これ

らは半ば国内向けにアピールするためのものだと思うのですが、世界にも当然聞こえてし

まいますので、ひょっとすると世界にもアピールしたいのかもしれません。つまり、世界

に強い姿勢を見せられる指導者であることを、国内に見せたいのだと言うべきでしょうか。
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各国と摩擦が起きる事情の一端は、この脱「韜光養晦」にあります。中国や外国のアカデ

ミズムでもそのような評価が少なくないと思いますが、習近平路線の方が大衆受けしてい

るようですから、評価は分かれるのかもしれません。中国経済に依存する国々は少なくな

いですから、冒頭で検討したように中国は経済を武器として使えるはずではありますが、

摩擦を拡大し、どうなるかわからない長期的なリスクを負うよりも、いましばらく鄧小平

路線が賢いように私には思えます。

もう 1つ、習近平さんがやったのは、毛沢東路線への先祖返りです。毛沢東さんのやっ

ていた権力集中や個人崇拝に近い側、それから国有企業優位の政策という方へ戻そうとし

ているわけですね。これこそが中国の強さの秘密なのだと。ただし、私が見るところでは、

それで責任も集中してしまえば、権力闘争の際の打倒目標も 1人で済むのですから、敵対

する人から見たら楽ではないというふうにも言えますね。つまり、リスクも集中していま

せんかというふうに言えるかと思います。

さて、では、トランプさんのアメリカについてみておきます。「アメリカ第一」という

のはトランプさんがやり始めたと思っておられる方が多いと思いますが、この歴史は非常

に長くて、アメリカ第一主義の歴史は 1920年代からの話ですし、1940年のアメリカ第一

協会、とくに 60年代末からのニクソンさん、ブキャナンさんをはさんで今のトランプさん。

この「アメリカ第一」の反グローバリズムがポイントだと思いますが、トランプさんの反

グローバリズムというのは、南北戦争のときの南軍の主張に近いのですね。孤立主義の外

交政策をとり、黒人などへの人種的な差別意識も包み隠さず出してしまうような政策に

なっています。トランプさんはそこで、アメリカ第一主義や反グローバリズム政策など昔

からあるものに先祖返りした。

ところが、トランプさんには勇み足が 2つ 3つあって、やりすぎているところがあった。

トランプさんの勇み足の 1つは前の政権が悪いのだ、ともかくオバマさんの政策を全部

ひっくり返してしまおうというところに力点を置きすぎたものでした。そのため、まず

TPPから離脱した。オバマさんがやった成果だから否定してやろうと思ったのでしょう。

けれども、TPPというのは、アジアの成長をアメリカに取り込むことができ、そこに入っ

ている大国は日本ぐらいしかないので、日本だけ言うことを聞かせれば、中国のいない

TPPの場で、今後の通商政策のルールを作ることができてしまうわけですね。ところが、

そこから離脱してそのチャンスを逃してしまった。そこへ、なんなら我々入れてくれませ

んかと習近平さんが、ちゃっかり言うのですね。それから R
アールセップ

CEPというもう 1つの協議

体があって、ここには中国が入っていて、日本が入っていて、オーストラリアも入ってい

るが、アメリカは入っていない。これは 2020年秋に合意したものです。だから、ここで

もアメリカのいない場で中国が通商政策のルールを主導していく可能性をつくってしまっ

た。これは大失敗ですね。

2つ目は、トランプさんの反国際機関と反国際法の立場です。第二次世界大戦後にアメ

リカがつくりあげてきたような国際機関から、脱退し、国際法を無視する政策。イスラエ

ルがパレスチナの入植活動をやっているのは明らかな国際法違反なので、国連決議も出て

います。イスラエルに味方しようと思っている人たちでもそこまでの支持を公言はしない。
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ところがそれを容認して、構わないと言ってしまうものですから、その後の発言を大きく

しばることになる。ロシアがウクライナ南部のクリミアを併合し、中国が南シナ海で双方

退却のふりをしながらフィリピンが退いたのを見てさっさと埋め立て地にしてしまった。

こういった国際法違反の現状変更の試みに対して批判するときの根拠も失うことになりま

す。イスラエルを黙認してしまえば、二枚舌だと言われてしまいますよね。

こうして対イラン政策も含めて中東政策ではさらなる混乱を生み出しています。バイデ

ンさんも、国際機関の無視や反国際法からは転換し、孤立主義から脱して国際協調主義に

戻そうという方向性は打ち出していますが、しかし、例えば、「中産階級のための外交」

と言っているバイデンさんのやり方だと、TPPへの参加もなさそうです。トランプさん

がつくったレガシー、悪い影響というのは、そのようにしてバイデンさんにもずっと影響

を与え続けるのではないかと思います。

さて、最後に、結局、中国経済の仕組みや政治の仕組みは、コロナに打ち勝ったと称し

ていますので、これなら世界がついてくるかとも思えました。けれども、先ほど司会者か

ら紹介があったように、台湾も、実は中国より高い成長率を実現し、そのやり方は徹底的

な情報公開によるものでした。それを見るなら、必ずしも中国の体制をまねしたほうがい

いというふうに世界の人たちが思わないでしょう。2018年の 3月、憲法が改正されて任

期がなくなった。ここでトランプさんが、おまえ王様になったのかというふうに習近平さ

んに言ったことがありますけれども、昔の中国古代の君子の方ならアテネの民主制の指導

者よりよさそうだという人は実は少なくない気がしますけれども、他方で現在の君主に

なってしまったのであれば、世界との摩擦やあつれきは絶えないだろうと思います。

また、資本主義が抱えた格差、弱点は中国も同様に抱えているのです。中国の抱えたこ

の格差がもっと大きくなって、さらに成長率を維持できなくなり、飯が食えないというふ

うに農民工とか大勢の人たちが言い出し始めると、中国共産党の支配の正統性が一気に崩

れてしまいます。習近平さんの一番の課題はそこにあります。これは、実はアメリカも同

じです。アメリカも 1980年代、90年代の帰結としてこうなっています。だから、どちら

にもある格差が焦点だということになっていると思います。

さて、ペロポネソス戦争ではスパルタが民主主義だと言っているアテネが急激に伸びて

きたことに脅威を抱いて戦争が始まったというのが「トゥキディデスの罠」ということで

した。いくつかのタイミングとか両者の軍事優先だとか格差と分断を抱えた状況とか、似

ている状況の中で外交をやっていると、ひょっとして下手なことでぶつかることになりか

ねない。ちょうど間にある台湾や日本など東アジアはその焦点になる。これが今の状況で

あろうというふうに思われます。

よろしければ最近書いた原稿「グローバリゼーション―「アメリカ第一主義」の起源と

帰結」斎藤修・古川純子編［2020］『分水嶺にたつ市場と社会―人間・市場・国家が織り

なす社会の変容』文眞堂を参照してください。

では、とりあえずこのあたりで失礼いたします。
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【質疑応答Ⅰ】

湊：ありがとうございました。

タイムテーブルでは、司会者と報告者との間でディスカッションということになってお

りますので、私から両先生に質問させていただきます。

厳先生は、米中覇権争いについて、現在から未来を見るような形で、櫻井先生は過去か

ら現在を見るような特徴がそれぞれの報告にあると感じました。

質問として 3つほど用意しました。厳先生はご報告の最後のほうで今後の見通しについ

て、国民生活水準の向上をポイントに挙げられていました。これを分厚い中間層が登場す

るかどうかという問題に置き換えさせていただくと、櫻井先生の報告でも問題視されてい

たアメリカにおける分断も、中間層の復活が課題とも言い換えられるように感じました。

これは両国において格差是正という共通の課題を抱えているような印象を受けたのですけ

れども、この点についてアメリカと中国の見通しはどのようなものなのかという点をお聞

きしたいと感じました。

2つ目として、櫻井先生のご報告であったユーロダラー市場は、パクス・ブリタニカか

らパクス・アメリカーナへの覇権交代によって、世界の金融センターがロンドンからニュー

ヨークに移ったけれども、ロンドンが国際金融都市としての地位を維持し得た背景と理解

しました。一方、厳先生の報告に出てきた覇権争いの段階論という非常に印象的な話があ

り、最後の調整的な体制争いの前に金融が位置づけられていました。米中覇権争いの展開

とともに、基軸通貨としてのドルの地位というのはどのように変化していく可能性がある

のかという点を、厳先生と櫻井先生のご見解をお聞きしたいと思います。

3つ目として、櫻井先生の報告で触れられた 1972年のニクソン訪中に関してです。そ

の時になされた米中共同声明に反覇権条項というものが盛り込まれたというふうに記憶し

ていますけれども、この反覇権条項は現在、アメリカと中国においてどのように扱われて

いるのかについて、もしご存じであればご教示いただきたいと思います。

それでは、厳先生からよろしいでしょうか。

厳：私に対する質問は 1番と 2番にかかわって、3番目は櫻井先生のほうに答えていただ

ければと思いますけれども、まず 1番の中国における中間層のことなのですが、私は中国

にもうすでに十分すぎるほどの中間層がいる、というふうに考えています。湊先生はどれ

ぐらいの規模になれば、中間層が形成された、もしくは生成されたというふうに考えるの

かというのは、ちょっと後でお聞きしたいと思います。

かつて日本も「一億総中流」とかいって、1億人、全部中間層という時代もありました

けれども、その中身を突き詰めてみると、中間層になる夢を持っていた人は多かったけれ

ども、実は中間層の中でもかなりの格差は存在していた、というのはよく知られている事

実だと思います。中国でも同じように、特に日本にいるとよくわかりますけれども、去年

の 2020年、中国からの観光客が入って来れず、日本の観光産業が大きな打撃を受けました。

そして、中国人観光客が大量に購入していたものが売れず、化粧品産業とかが大きな打撃

を受けたという話はよく聞いています。

すなわち、こうやって国際的に移動できる、つまり海外旅行に行けるぐらいの所得水準
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の人口が今のところ約 1億人というふうに言われています。また、国内旅行に関しては、

去年の中国の国慶節とかで多くの人が旅行に出かけているのを見て、世界が驚愕したわけ

ですけれども、そのような国内旅行に行ける人口が 7億とか 8億人、と言われています。

そうなると、もう十分すぎるほど中国人が相当に豊かになっている、と考えられるのでは

ないでしょうか。

その一方で、先ほど櫻井先生のお話の中にもありました、農村から出てきた貧しい労働

者だったり、農村部の貧困な人々だったりは、それもまだ 14億人の中で何億人かいるで

しょう。去年の全国人民大会のときに、李克強総理の話によると、1カ月の収入が 1,000

元以下の人口が中国では約 6億人いる、というようなところで、それは正しい数字だと思

います。ただし、その 6億人というのは、1人当たりでして、家計の収入ではないですよね。

中国では、一般的に夫婦ともに働いているので、家計所得にするともう少し収入が高いと

いうふうにも考えられます。しかしながら、何よりも今、中国でこれから国内の消費需要

を引き上げるために大事にしているのは、貧困層をなくす目標を立てて大々的に政策を講

じていることです。2021年までに貧困者を 0にすることを目標にやってきて、2020年が

目標を達成するための最後の年だったのですが、コロナの影響もある中で、今年の全国人

民代表大会の報告を見ますと、目標が達成されたとされています。すなわち、中国で絶対

的な貧困者はもういなくなっているということで、次の段階では国民の生活水準をさらに

向上させるための方策が講じられる必要性が強調されています。

あともう 1つは、基軸通貨のドル、および人民元がそれに取って代わる可能性に関わる

話ですけれども、中国がアメリカといろいろとこれから競争・対抗していく中で、一番ま

ずいこと（状態）が、私はこの金融戦争だと考えています。武力戦争に至っても、中国は

アメリカに勝てることができないけれども、だからと言って負けるとも言えない。アメリ

カが船で中国の近辺まで来て戦うわけですから、中国は守るには多分十分だろうと考えて

います。しかし、金融戦争になると、今までアメリカは貿易戦争では勝ったためしがない

ですし、軍事戦争でも、実はそれほど大勝したことはないですよね。けれども、金融戦争

に関してアメリカは非常に強くて、今まで負けたことがない。それはやっぱりアメリカの

ドルが基軸通貨であるから、国内のさまざまな問題も全部海外で、今回のコロナ危機でも

同じですけれども、国内でどんどん、どんどんドルを発行して、結果的に今、世界で大き

なインフレ圧力に晒されているわけで、その悪影響はもうすでに現れているのですよね。

このように国内問題を国際に、国内の危機を海外に移転させることができるという、覇

権国の通貨ならではの、それこそ（アメリカ）ファーストですけれども、特権を持ってい

るということでして、中国は金融戦争ではどうも耐えられないと思います。つまり、アメ

リカが中国の国際的な取引におけるドル決済を、可能性が高くはないのですけれども、本

気でやってしまったら、それこそ中国は非常に困難な状況に陥るだろうということで、私

も金融戦争を非常にまずい、起きないように、起きないように、と祈っているどころです。

ただ、ここで湊先生の主な関心は、ドル覇権というものをどのように見るかということで、

それに関して言うと、私の基本的な考えは、「経済力が世界一でなく、その通貨の覇権―

基軸通貨の地位を維持することはできない」と考えています。かつてイギリスのポンドだっ

62



て世界的な通貨でしたが、経済規模がアメリカに抜かれていくと、世界の基軸通貨はアメ

リカのドルになっていくのですよね。それと同じようなことだろうと思います。

なので、アメリカンドルの基軸通貨の地位は、アメリカの現時点での世界的覇権によっ

て守られているものであって、結果的にアメリカが一番恐れているのも経済規模で中国に

抜かれていくと、おそらくドルの覇権も失われていくのではないか、というところだと私

は考えています。櫻井先生のほうでもうちょっと詳しくお話していただけるかなと思いま

す。以上です。

櫻井：私のほうからも一言、格差の問題について。先ほど私が、1990年代以降に進展し

たグローバリゼーションについてお話ししました。その 90年代の初めと 90年代の終わり

を比べますと、アメリカの人口は 2億 8,000万から 3億 2,000万ぐらいにぐんと増える一

方で、ジニ係数が 0.4に近づくほどの格差の拡大も生じていました。OECD（経済協力開

発機構）加盟諸国は、新興国も少し含みますが、一応先進国クラブなどと言われる 29カ

国（現在は 37カ国）です。その中で、アメリカにおける格差は悪いほうから 2番目とい

う状況になっておりました。ジニ係数は 0.39を超えて 0.4に近づいていたのです。他方で

中国も、いろいろな数値が出ていましたけれども、0.4をはるかに超えた数字も出ていま

した。90年代にアメリカが世界のグローバリゼーションを牽引する一方で、中国がそれ

に合わせるような形で「世界の工場」としてのし上がっていきました。その過程で両国の

格差は非常に大きく広がりました。格差拡大の原因になった新自由主義的な政策を打ち出

したのは共和党のレーガン政権でしたけれども、実際に通信法の規制緩和や電力自由化、

発送電分離、そして 96年の社会保障改革などを打ち出したのは民主党のクリントン政権

でした。新しく生まれ変わる、ニュー・デモクラット（「新しい民主党」）になると言いつ

つ企業寄りになっていったのです。そこで労働組合の力も弱まって、一言で言えば労働者

が切り捨てられた形になっていきました。それらが格差に反映されていき、そこに取り残

された人々を後にトランプさんが発見し、この人たちにアピールする発言や政策を次から

次へと打ち出していたということになるわけですね。

中国でも同様にこの 1990年代は、鄧小平さんのこの路線がさらに強まった時期かと思

われますが、「改革開放」と「先富論」の内容は「トリクルダウン」政策ですね。先に金

持ちになる人たちが金持ちになればいいではないかというものです。そこには、いずれ後

からほかの人も金持ちになれるような期待が込められていたとは思いましたが、先に金持

ちになる人たちがいても、必ずしもそれ以外の人たちが金持ちになれるわけではない。だ

とすれば、広がった格差が小さくなることはない。80年代のレーガン政策も「トリクル

ダウン」政策だと言われ、同じような状況がアメリカにも中国にもありました。

ついでに言うと、3番目に出てきた「トリクルダウン」政策は安倍政権の政策、アベノ

ミクスでした。流行語大賞を取りそうな勢いで「トリクルダウン」という言葉が、最初の

うちは使われていました。ところが、アメリカも中国も「トリクルダウン」によって、先

に金持ちになった人たちはそのまま金持ちだけれども、後からの人たちは金持ちにならな

かった。このように、それが格差を広げる政策だったことはすでに知られていたことでし

たから、批判派がそのように指摘するならわかるのですが、アベノミクスを「トリクルダ
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ウン」政策だと自称すれば、これが格差を広げる政策だと自ら宣言することになりかねま

せん。ですから、とても不思議でした。そして案の定、途中からぴたっと使われなくなり

ました。広告代理店と相談して「トリクルダウン」という言い方をしないように方針転換

して抑え込んだのでしょう。中身を検討したうえで政策が打ち出されたのではなくて、選

挙のたびに広告代理店の考え出したようなキャッチフレーズが突然打ち出され、そのうち

忘れ去られるという「政策」パターンの最初のものだったと言えるでしょう。

中国でも、お金持ちは増えたようですが、皆が豊かになったのでしょうか。平均したと

きのボリュームゾーンというか中間層が多いことを想定した商品は、売れるようになった

のでしょうか。中国には多くの中間層がいると考えて、ビジネスが行われていますが、そ

れはひょっとすると、中間層が増えたというより、ボリュームが増えて小金持ちがどんど

ん増えたということのようですね。他方で、今一番元気のよい街の一つである深圳には、

日給1,500円で働く日雇い労働者を調達できるマーケットがあって、それで経済が成り立っ

ている。これは日本だって同じことですけれどもね。そういう状況でありまして、ボリュー

ムは増えて大きくなったけれども、中間層の比率が大きくなったかどうかは、やや疑問。

ある程度まで底上げされたのは確かでしょうが、そのまま額面どおり受け取れない面も

ちょっと残っているかなという気がします。

2つ目の英米の金融覇権争いについて、イギリスからアメリカへの覇権の移行がスムー

ズにいったのかどうかという点です。これ、実はものすごく軋轢があって、それほどスムー

ズにいったとは言えません。しかし、アメリカは戦争して独立したのではありますが、も

ともとイギリスの植民地だったのですし、イギリス出身者がアメリカ政財界の中心にいた

わけです。もともと両国は「特別な関係」にあって、金融的な面でもつながりは大きかっ

た。もう 1つは、ロンドン金融市場からニューヨーク金融市場へと覇権が移行したという

事実に加え、ロンドンとニューヨークの両方が国際金融市場であることによって金融がう

まく機能してきたという評価もできそうです。

そういうイギリスとアメリカの関係をふまえて、中国とアメリカとの間がどうなるのか

を考えましょう。1980年代、経済力がついたころの日本は円を国際化するかと言われた

とき、尻込みして円を国際化しないようにしました。中国は人民元を国際化しようとして

います。いろいろなところでもっと使ってもらおうという意思を持っています。ここはか

つての日本とは大きな違いです。中国は国際化してドルに代わる地位を得ようと考えてい

るのかもしれませんが、ここで言う国際化というのは、基軸通貨になるという大それたこ

とではなくて、広い場面で使われるようになっていくという程度の意味です。基軸通貨に

なろうとしたら、外国銀行が中央銀行に口座を開くことを許容し、そこに残高が足りなく

なったらマイナスになっても当座貸越しできるのをだいじょうぶにするわけで、金融政策

の中に外国の銀行が入り込むのを許容することになりかねない。中国はまだそこまでの準

備はできておらず、ドル覇権を人民元が奪うには、まだ相当時間がかかる。ただし、ウル

トラ Cがあるかもしれず、CBDCと呼ばれる中央銀行デジタル通貨、すなわちデジタル

人民元の実験をもう始めていますよね。このあたりで、ひょっとすると、若干大きなリー

プフロッグといいますか、カエル飛び、一足飛びに追い越すという可能性にかけていると
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いうことですね。

1971年、72年の中国とアメリカとの関係で、72年 2月にニクソンさんが訪中したとき

の上海コミュニケの中にどんな条項があったのかという話です。質問は反覇権条項という

話でしたが、あまり詳しくはありません。これは、この地域で両国は覇権を求めることを

しないという条項を入れる、入れないという問題でした。中国の立場からすれば、それは

ソ連に対する牽制だったかもしれません。この 72年 2月にニクソンさんが中国に行って

上海コミュニケというのが出されますが、国交が結ばれるのは 79年になってから、カー

ター大統領のときです。これは日本にとっては寝耳に水でして、それまで「封じ込める」

と言っていた中国と手を結ぶかもしれないというのでびっくりして、当時の田中角栄政権

が、我々もと言って中国に行き、即、国交まで結んでしまったのです、72年 9月に。ア

メリカのほうはそこまでやれとは言っていないといいますか、それは行きすぎだろうとい

うことになり、それが田中さん失脚の前提になったのかなという気もします。日中間には

そんなことがありまして、米中間にもそれなりにあったかもしれませんが、今は意味合い

も違ってしまっていることから、そんなに大きな問題にしなくていいかと思います。

アメリカは中国と結んでソ連に対処することで、敵の敵と結ぶことによって、敵を封じ

込めるというやり方をとりました。あるいは手を結んだ代理の国に主な敵と戦わせるとい

うせこいことをアメリカはよくやってきましたが、これが最初の例かもしれません。ソ連

と中国は一枚岩の共産主義圏でしたが、1950年代末に中ソ論争というのがあって仲たが

いし始めました。だったら、これをうまいこと使って、中国をけしかける形にしてしまえ

ばというふうに思ったのかもしれません。中国と手を結んで、中国を国際社会に経済的に

は取り込んでいき、ソ連の方を追い込む。そして、ソ連との冷戦を終わらせた。しめしめ

ということになったのかもしれませんが、その結果、アメリカは強大な中国を育ててしまっ

たわけです。今のこの状況は、アメリカがつくりだしたものだと言えます。

もう 1つ言えば、1980年にソ連がアフガニスタンに侵攻したときに、ビン・ラディン

たちイスラムの戦士たちに戦わせるよう武器を与えて育てました。その後にムジャヒディ

ンたちがアメリカに反抗したことになります。それから、イランがアメリカによる政権転

覆や王政復古に対する反発としてイラン革命を起こし、アメリカ大使館人質事件などを起

こしたため、アメリカはそのイランを抑え込みたいと考えました。そのために隣国イラク

に武器を与えて育て、イランと戦わせようとしたのがイラン・イラク戦争。こうやってア

メリカの後ろ盾で大きくなってしまったのがイラクのフセインです。これがまたアメリカ

に牙をむくようになったので、またアメリカはそのイラクのフセインと戦わないといけな

いことになった。これらも代理で戦わせるというやり方が生んだ問題の一環だったと思い

ます。だから、今後はもうやらないと思いますけれども、万一バイデン政権に中国を封じ

込めるつもりがあるのであれば、ニクソン・ショックならぬバイデン・ショックというの

があるでしょうか。もし、ロシアと手を結んで中国を封じ込めるぐらいのことをやるので

あれば、1970年代の田中角栄さんと同じぐらいに、私もびっくりしてみたいと思います。
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【質疑応答Ⅱ】

湊：ありがとうございます。それでは、タイムテーブル上では第 2部に移りまして、視聴

者の方との質疑応答に入ります。Q&Aでいくつか質問をいただいておりまして、まず 2

つほど取り上げたいので、画面を共有させていただきます。

1つは、経済研究所研究員の奥先生からです。「アメリカも中国も自国第一主義を掲げ

ていますが、地政学上、中間に位置する日本について、それぞれの国はどのように位置づ

けているのでしょうか。」という質問です。2つ目は、学外の先生の方からです。「米中の「金

融戦争」とは具体的にどのような形態になると予想されますか」という質問です。今回も

厳先生のほうから、よろしくお願いいたします。

厳：はい。質問ありがとうございました。少しだけ画面共用をさせていただきます。米中

覇権争いの中での日本、ということに関しましては、いろいろな捉え方がありますが、私

自身がどう捉えるかというと、こちら先ほど発表の最後にちょっと時間が足りませんでし

たので、言えなかったですが、この内容と合わせて、私の考えを少し説明してみたいと思

います。

これからの中国の戦略というのは、こちらに書いてあります。これは主に私の専門分野

といいましょうか、私は政治経済学の中でも調整理論、レギュラシオン理論というものを

使って中国の経済発展を分析していますが、その調整理論、レギュラシオン理論に基づく

と、中国の国家的調整とか、アメリカの市場的調整とか、ヨーロッパの制度的調整とか、

日本の企業主義的調整とか、そういう話ができます。ここで中国の国家主導のコーディネー

ションというのは国家的調整の 1つの種類なのですが、それに基づいて今後中国がしよう

としているのは、経済的領域と地政学的領域の累積的因果連関構造というのを作り出そう

としているように見えます。つまり、経済的領域においては、先ほども言いました双循環

を中心に、消費と投資と技術開発と貿易と海外援助とか、こういう経済的領域におけるさ

まざまな事柄をうまく推進することによって経済成長を維持して、その経済的影響力を地

政学的領域、主に一帯一路を通じて推進しているわけですけれども、地理的、軍事的、外

交的、政治的影響力を拡大させようとしている。その影響力の拡大の結果は、もちろんさ

らなる成長のための成長要素の確保に繋がります。もし累積的因果連関構造の循環がうま

くいけば、中国は時間の経過とともに経済が成長し、影響力が拡大し、アメリカを代替し

得る、もしくはアメリカと同等な立場でやり合っていけると考えているのだと思います。

この過程で中国の日本への認知といいますと、基本的に日本は経済的には中国と深くか

かわっているけれども、安全保障上ではアメリカの同盟であるので、それほど日本と仲よ

くできるとは考えていないようですね。ただ、ある程度、経済的なつながりを維持してい

くことによって、少なくともアメリカの手先的な存在として米中争い・対抗の最前線に立

たないようにはしたいとは思うのでしょう。あまりにも楽観的に、万が一でも日本が中国

に協力するなどとは思わないと私は思います。

地政学の視点から言いますと、すなわち地政学で言うランドパワー、つまり大陸国家と

シーパワー、海の国家の分類で言うと、日本はシーパワーなのですね。これまでもオラン

ダとかイギリスとか世界覇権を握ったことのある国々はシーパワーであって、そのシーパ
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ワーに対してドイツとかロシアとか、こういうランドパワーがいろいろと挑戦を仕掛けて

きた歴史があります。今イギリスは EUから脱退して、シーパワーとしての特徴の復活が

ますます鮮明になっています。その中で日本は、イギリスが Brexitで完全なるシーパワー

になったことの結果かもしれませんけれども、最近イギリスと急接近していますよね。政

治的にも経済的にも。そういう意味からすると、古典的な地政学的な理論で言うランドパ

ワーとシーパワーの間の対立から見ると、日本と中国がこれからも仲よくしていく見込み

は非常に難しい。私にとっては致命的なところなのですけれども、非常に暗い見通ししか

できないかなというふうに考えています。

もう 1つ、学外の先生の質問ですね。金融戦争の中身についてですけれども、もうすで

に一部で始まっていますよね。まず 1つが、中国の資本がアメリカに投資することを禁止

するというところと、中国の企業がアメリカの企業を買収しようとするとすごく強く規制

しますよね。さらにもう 1つは、ここはトランプ政権の中、最後の段階で急激に増えてき

ていますけれども、中国の企業がアメリカに上場する。つまり、中国の企業がアメリカで

資本調達する道を防いでいく。例えば、アメリカの公的年金は中国企業の株を購入したら

駄目ですよとか、そういう規定が出てきているのです。そして、この 2つはまだそれほど

大きな影響はないですけれども、根本的なことが、先ほども少し触れましたが、中国の国

際的な決済においてドル決済システムから排除するということが金融戦争の最終段階とし

て大きく中国に影響を与える可能性があると考えています。私のところでは、今、金融戦

争の形としては、この 3つぐらいを考えています。さらに櫻井先生からもうちょっと詳し

い説明があるかと思います。以上です。ありがとうございました。

櫻井：日本の位置づけと米中金融戦争の姿がどんなものになるのかという 2つの大きな問

題についてです。

日本の位置づけは、アメリカからも中国からも、経済的なつながりであるサプライチェー

ンから見れば、従来よりもやや低下しつつあるとはいえ、日本はどちらの国からも重要な

位置づけにあるはずです。冒頭で申し上げましたように、経済を武器に使って、このつな

がりあるいは相互依存の関係を切る「デカップリング」などあれば、相手への圧力となる

反面で、相互に経済的な利益を得ることができなくなります。そういった分断において日

本は、真っ二つに引き裂かれる位置に置かれており、そのあたりが最も危惧されるところ

です。

そのうえで地理的に見れば、中国から太平洋に向かって地図を見たら、左前方に日本列

島がずっとあって、その右に沖縄、そして台湾があってフィリピンへという並び方になり

ます。中国から地政学的に見ると、日本列島が外洋に出る際の障害物に見えるかもしれま

せん。そもそも台湾は、譲れない一線になっており、中華民族復興の夢の一環として、い

つか統一をなし遂げることが謳われている状況の中で、いつどのように台湾と中国との関

係が動いていくのかによって、安全保障面から見た日本の位置づけも大きく変わる、そう

いう側面がありそうです。

それから、金融戦争がどういうところで生じるかという点です。私も画面共有させてい

ただき、先ほどのお話しでスキップしたところに戻ります。世界的に重要な資源や商品の
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決済がどういうふうに行われているでしょうか。例えば原油の決済はドルで行われていま

す。先ほど申し上げた、フセインさんのイラクは、アメリカに何かされるのではないかと

思ったときに、原油の決済をドルではなくてユーロで決済することによって、ドル決済を

避けようとしました。それをやり始めたところ、むしろアメリカから締め上げられたとい

う事件がかつてありました。

最近、時々言及されるのが、人民元によるドル覇権への挑戦です。このパワーポイント

のシートで見ていただいています CIPSが、人民元決済の仕組みを作ろうとしたものであ

るとか、あるいは中銀デジタル通貨としてのデジタル人民元を作ることによってドルのポ

ジションを奪うことを中国は狙ってはいるのではないかといった話です。

先ほど言いましたので繰り返しませんが、国内金融の自由化さえ完成していない段階で

そこまで行くのは大変なことなので、まだ準備は整っているとは言えません。また、いっ

たんできあがったドル体制も、そう簡単に崩れませんので、中国もドルを引き続き使わな

いといけないはずです。そこでアメリカは、中国の特定の企業や、香港の行政長官の資産

などを凍結したりしましたね。それらの措置の多くはまだシンボリックな意味だと思うの

ですが、あれこれ次から次へと凍結などしたら、別のものに逃げてしまう可能性も高まり

ますので、いずれ使えないシステムになりかねません。この武器は本来、ちらつかせてお

くことに意味のある伝家の宝刀で、実際には使いにくいために、実はそういう形での金融

戦争にはならないと思います。多様なシナリオを下にして水面下での準備として展開して

いくのでしょうが、将来の展開については私もつかみきれていないところが非常に大きい

です。今ご質問を受けて考えさせられるところ大でありました。以上です。

湊：ありがとうございました。ほかにも質問いただいているのですが、時間の関係上、ご

紹介することができませんでした。質問、コメントありがとうございました。

それでは、もし発言を希望される方がいらっしゃいましたら、画面下の挙手機能を使っ

て意思表示していただけますでしょうか。

質問者：よろしくお願いします。両先生からの非常に貴重な報告ありがとうございました。

特に櫻井先生のご報告が非常にスケールの大きい、しかも視点、ビジョンが非常に広いと

ころには非常に感銘を受けております。

米中覇権争いの経緯について、両先生とも講演されましたが、厳先生の報告の中のスタ

ンスについて、私の考えも踏まえ、厳先生、また櫻井先生から何かあれば教えていただけ

ればと思います。

率直に言いますと、厳先生のきょうのスタンスは、少し中国政府、あるいは中国マスメ

ディアにちょっと寄りすぎるのではないかと思います。つまり、基本的には米中覇権争い

の原因は何かというと、厳先生の認識としては、中国が発展した、規模が大きくなったと。

そうしますと、アメリカがすごくやきもちを焼いて、それが根本の原因になると。これは

確かに大きな原因の 1つですけれども、これはまさしく中国のいわゆるマスメディアの今

の論調で、国内で国民に発信しているスタンス、認識であります。そういう面もあります

けれども、基本的には私個人としては、今の米中覇権争いの直接の原因は何かというと、

いわゆる中国の、あるいは中国政府の振る舞いのまずさと、その政略の拙さということが
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非常に大きな原因の 1つと思います。

もう 1つの原因は、アメリカの希望と失望。これも大きな原因でありまして、そのため

両国がぶつかって覇権争いになったのではないかと思います。具体的に言いますと、例え

ば中国の振る舞いのまずさというのは、これは中国よりも習近平体制ができてからですけ

れども、さっき櫻井先生も言われたように、従来の、いわゆる鄧小平氏の韜光養晦スタン

スを放棄してしまいまして、対内的には非常に独裁的な先祖返りでありまして、国民に対

しては非常に高圧的な政策をとっている。対外的には、いわゆる拡張と言ってもいいので

すけれども、例えば南シナ海とか東シナ海とか、香港に対して、あるいは台湾に対して、

特に例えば一帯一路ということですが、中国はそこまで行っていないのに、中国はここま

でもう強くなったと。国内世論としては特に 2017年後半から 2018年の初めです。当時の

国内の世論としては、もう中国は何もかも世界一になったと。もう総合国力でも、軍事力

でも、科学技術でも、どんどんいわゆる勇み足をやって、それは海外の反感を起こして、

一気に中国に対して敵対的な態度をとる、アメリカだけではなくて多くの国があったとい

うことです。

もう 1つ、さっき言ったアメリカの失望というのは、ニクソンとかキッシンジャーのと

きにソ連に対抗するため中国を取り込んで、のちのカーターとか、さらにクリントンのと

きに中国をWTOに入れて、中国はどんどん大きくなってしまうのですね。アメリカの意

図としては、大きくなってから中国は民主化していくだろうということも期待したのです

けれども、結局、中国は全くアメリカの期待どおりになっていなくて、そこで失望が大き

くなってしまって、その失望は、昨年、前国務長官のポンペオ氏がカリフォルニアにある

ニクソン大統領図書館での演説で明らかにしたように、アメリカの政策が見事に失敗して

しまったと。自分は民主的な中国を期待したのに、結局、独裁的な中国になってしまった。

そうした対立が覇権争いを決定的にしたという原因になったのではないかなと私は思うの

ですけれども、これについて厳先生、もしくは櫻井先生から何かコメントとか批判とかあ

りましたら、お願いしたいと思います。ちょっと長くなりました。すみません。以上です。

櫻井：これは、たぶん厳先生にたくさん時間を使ってもらうのがよさそうですね。

厳：そうしたら私から 5分ぐらいの短い時間ですが、回答してみます。まずは、貴重なご

意見ありがとうございます。私の報告のスタンスに関するコメントですけれども、報告の

最初にも申し上げましたとおり、今回は中国の視点から見ると、米中の現在のパワーバラ

ンスの変化がどのように見えているのか、ということを主に説明したところです。私自身

がどう考えているかということは、中国国内の考えとそれほど変わらないかなと考えてい

ます。そういう意味では、中国のマスコミとかでよく中国国民に向けて発信している内容

と同じだというふうにおっしゃっていただきましたけれども、中国国内でこのように見て

いますよということを、きょう紹介したまでとなります。

中国が大きくなったから、そのほかに今、質問者の方からコメントしていただいた中国

政府のちょっと強気の振る舞いのまずさだったり、戦略のまずさだったり、というのもおっ

しゃるとおりで、その悪影響がないわけではないと思います。ただし、中国の振る舞いに

ついても、私の中では中国の振る舞いのまずさというのは、今あまりにもアメリカから攻
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め立てられているので、ちょっと混乱しているところも出ていて、ちょっとまずく見えて

いるのではないかなというふうに思います。

そもそも皆さんもご存じのように、例えばですけれども、今アメリカで活躍しているプ

ロバスケットボール選手の八村塁選手がいますよね。この 2メートル近くの背の高さのあ

る大きな人に、私のような小さい人の後ろに隠れていろと言われても、見えてしまうわけ

ですよね。中国がこれだけ経済成長をしてしまうと、やはり経済、貿易、製造、あらゆる

側面でいろいろと影響が出てきてしまう。その出てしまっている影響について、国際社会

が一般的に、結構批判的な視点から語っている点に関しては、私としては、できるだけも

うちょっと積極的な側面もありますよ、ということを説明したかったというところです。

櫻井先生の報告でもありましたけれども、質問者の方も韜光養晦の重要性を強調されま

した。韜光養晦というのは、それも実力に基づくものでして、いつまででも韜光養晦して

いるだけでは、ずっと攻め立てられることになると、おそらく中国のほうでも、もうちょっ

と強気に出なければいけないのかなという考えに至ったのではないでしょうか。習近平政

権になって何か強気に出たということではなくて、習近平政権の外交政策のまずさではな

くて、これは中国の経済成長の段階、もしくは発展の段階とかかわるものとして理解した

方がより客観的で、正しい認識に繋がると思います。櫻井先生の今日の話の中でアメリカ

も中国もそれぞれ対外的な戦略も重要ですけれども、国内に向けての戦略というのは非常

に重要だということを説明されました。つまり何かというと、アメリカの場合は、最近で

は、バイデン政権もトランプ政権も、アメリカの国会議員もみんなそうなのですけれども、

中国に反対すれば国民の支持が得られる。それはやっぱりアメリカ国内でこれだけ社会的

な分裂、経済的な格差が広がって、バイデンさんが就任演説で Unity、Unityと叫びまし

たけれども、みんなそうやって頑張って国民をまとめるために、1つの仮想的な競争相手

というのが必要だったのではないでしょうか。中国も同じく、2000年代の半ば以降、特

に世界金融危機の後において、2010年あたりから経済成長率が下がっていっていますよ

ね。経済成長率が下がっていくと、もともと中国の国民全体は経済成長の中で一番貧しい

下の層でも成長の利益を得られて、国家、政府を支持していたわけですけれども、経済成

長率が下がり、成長果実の分配が少なくなっていくと、この国民的妥協が少しずつ難しく

なっていきます。そのために、近年の中国政府は公正な分配を強調しているわけです。そ

れにしても中国ないし中国政府、共産党政権にとっても、アメリカのような強力な外部の

敵をつくって対応していくのがおそらく国民をまとめる上では効果的な戦略ではなかった

のか、というふうに考えています。

また、アメリカが失望したとか、櫻井先生の話の中でも、アメリカが中国を育ててしまっ

たとか、そういう話をされましたけれども、中国からするととんでもない話で、アメリカ

が中国と外交関係を結んだり、貿易・投資を行ったり、国際社会に引っ張り出したのは、

別に中国を育てるためでも、中国のためでも、中国国民のためでもなく、全く自国の利益

の為であったことは言うまでもない。冷戦の時代にはソ連と覇権争いをするためであって、

その後はアメリカの資本が中国に入っていて、アメリカ国内の 3倍、4倍ぐらいの利益を

つくりだすためであったと理解するほうが正しいでしょう。そういう目的のためにやった
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ものであって、それが中国の成長と影響力の拡大に繋がっていき、しかも自分らと異なる

手法と体制で達成された途端、失望したとか言われても、多分、中国側は全く納得できな

いのではないでしょうか。ここまで言いますと、私が何かマスコミの人のように見えてし

まうのですけれども、本日の最後に言っておきたいのは、現在の米中間の覇権争いを理論

的分析するための新たな分析視角として、こういう中国国内の経済成長と、そして国際的

な関係における経済学領域と地政学領域の結合に基づく地政経済学、ジオポリティカルエ

コノミーというものが必要ですよということです。いろいろ言っている内容の中に、少し

だけ聴衆の皆さんと異なる意見があったかもしれませんけれども、私の個人の意見ですの

で、参考までにとも言いませんけれども、ある一人の中国経済研究者の意見だというふう

に受け止めていただければと思います。以上です。ありがとうございます。

質問者：厳先生、どうもありがとうございました。確かに失望というのは、もちろんアメ

リカはいわゆる中国のために、中国の人民のために中国を育てたというのではないですけ

れども、ただ、櫻井先生の報告の中にもあったように、例えばイギリスとアメリカが交代

されたときに、同じことで言えば、金融センター、センターをロンドンからニューヨーク

に移ったとしても、ロンドンにもそのままを置いて、つまり基本的には同じ体制であって、

そんなに脅威を感じていない。アメリカから見ると、中国は大きく成長したのですけれど

も、体制が全く違う。そして、中国はますます独裁的になってしまった。そういう国がも

うできてしまって、その脅威を感じていたということで、それで失望の意味を言ったわけ

ですけれども。

湊：すみません、時間が押しておりまして、せっかくですけれども、櫻井先生からのコメ

ントに移らせていただきますけれども、よろしいでしょうか。

質問者：はい、お願いします。

櫻井：最後にごく簡単に。私の画面共有もできますか。このあたりの評価について、厳先

生とすでに議論したこともあるのですが、韜光養晦を脱して、脱鄧小平路線が行きすぎる

と、国際社会との軋轢はさらに拡大するのではないかというのが私の見立てです。これに

対して、中国経済がここまで大きくなったのだから、いつまでも韜光養晦などやっていら

れませんよというのが厳先生の意見のようでした。そのあたりは、研究者の間でも見方は

分かれ、論争点であり続けているのだろうと考えております。私の見方は、質問者の方の

言われたことに近いと思いました。

その中で考えておくべき最大の課題は、鄧小平時代の成果でもあった成長の結果として

格差が拡大したために、ここで成長率を落としたら、どこまで体制を維持できるのかとい

う点です。そしてその課題がずっと続いていることです。リーマンショックの後にも 4兆

元をつぎ込み、昨今も 2兆元をつぎ込むという対策をとらざるをえませんでした。鄧小平

時代のチャイニーズドリームから習近平時代のチャイナドリームへ、すなわち中華民国復

興の夢へというように転換しないと、国内をまとめきれない状況なのだと思います。この

分断は、実はアメリカだって同様に深刻です。また、厳先生が言われたように、アメリカ

が中国を世界に引き出したのは、アメリカの利益のためでした。そのあたりは厳先生のおっ

しゃるとおりだと思いました。
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いずれのご意見も非常に参考になりました。ありがとうございました。

湊：司会の不手際で時間が押してしまいまして申し訳ありません。

それでは、閉会の辞に移ります。閉会の挨拶は経済学部長の内野一樹先生にお願いいた

します。

内野：この 3月まで経済学部長を務めております内野でございます。本日は非常にタイム

リーなテーマを設定いただきました所長、司会の湊先生、ご登壇くださいました厳先生、

櫻井先生、そしてご出席賜りました多数の皆様に厚く御礼申し上げたいと思います。

本来でしたら、第 1部の報告と第 2部の一般質疑を終えまして、第 3部と申しますか、

親睦会を開催して忌憚ない意見や、さらなるご指導をいただいたり、あるいは旧交を温め

たりしたいところでございますが、最初に佐藤経済研究所長からもお話ありましたように、

コロナ禍のため、それもままならず大変残念な思いでございます。次回、第 9回の学術研

究大会については対面での開催が出来ますよう、最大限の努力をしたいと思っております。

本日は年度末のお忙しいところご出席くださいました皆様に、感謝の気持ちを申し上げ

まして、閉会の辞に代えさせていただきたいと思います。非常に長い時間にわたりお付き

合いいただき、本当にありがとうございました。

湊：内野先生、ありがとうございました。それでは、立教大学経済研究所の第 8回学術研

究大会を終わります。本日はありがとうございました。
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「「市場主義」経済学のオルタナティブ」
ワークショップ報告

1．目的・活動内容

新古典派経済学に代表される「市場主義」経済学の批判的検討を行なうことや、現代経

済の諸問題に対して多様な経済学のアプローチから接近を試みるために、国内外から研究

者を招聘してワークショップを開催することを目的としていた。しかし、新型コロナウイ

ルスの感染拡大により、ワークショップを開催することができなかった。

 担当：安藤道人（本学経済学部准教授）
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「立教大学経済史・経営史ワークショップ」
ワークショップ報告

1．目的・活動内容

本ワークショップは、経済学部歴史部会を母体として、日本および外国の経済史・経営

史に関する最新の研究成果を共有することを目的とする。研究組織は、経済学部専任教員

5名、助教 3名、兼任講師 4名で構成される。

本ワークショップでは、経済史・経営史研究の第一線に立っている学外の研究者を立教

大学に招聘し、その知見・研究成果を学部内で共有するとともに、研究者相互の交流を図

る「場」の構築を図った。

本年度、ワークショップは、未曾有の新型コロナウイルス（COVID-19）の影響により、

対面によるワークショップ開催が困難となった。また計画段階では 6回の開催を予定して

いたが、新型コロナウイルスの感染状況が見通せない中で、特に春学期は報告者の確保も

難しく、ワークショップを開催することができなかった。その後、秋学期に入り、徐々に

企画を進め、最終的に、日本経済史分野で計 2回のワークショップを開催した。

ワークショップは、感染症予防のため、大学のガイドラインに沿って、すべて ZOOM

を利用したオンライン形式で実施した。なお、第 1回の櫻木晋一氏による報告は、新形式

の連続ワークショップ（全 3回）であり、本年度に 1回目、次年度以降に残る 2回を開催

する予定である。

来年度は、COVID-19を前提として、感染症対策を図りつつ、オンライン形式を中心と

したワークショップ開催を目指す。新しい生活様式の中で、オンライン形式を積極的に活

用して、「若手」および「首都圏以外」の研究者の招聘を計画したい。報告分野も日本、

アジア、欧米でバランスの取れた報告の企画を進め、早期に計画を立案することで、分野・

開催時期のバランスを図りたい。

表　2020年度　「立教大学経済史・経営史ワークショップ」　研究会一覧

No. 項　目 内　容

1

開催日 2020年 11月 13日（金）

タイトル 貨幣考古学と経済史研究　―これまでの研究生活を振り返って―

講師（所属） 櫻木　晋一（朝日大学／下関市立大学名誉教授）

参加人数 8人

2

開催日 2021年 3月 5日（金）

タイトル 戦前の石炭産業における業務上負傷対策

―1920年代の三井鉱山（株）三池鉱業所、田川鉱業所を中心とし
て―

講師（所属） 菊池　美幸（九州大学大学院経済学研究院助教）

参加人数 10人

74



2．研究会概要

■第 1回　研究会

開催日：2020年 11月 13日（金）

会　場：オンライン開催（Zoom）

報　告：貨幣考古学と経済史研究　―これまでの研究生活を振り返って―

報告者：櫻木　晋一（朝日大学／下関市立大学名誉教授）

概　要： 報告者の櫻木晋一氏は、「貨幣考古学」という研究分野の草分けと位置づけられ

る人物である。本報告の目的は、櫻木氏が開拓した貨幣考古学を次の世代に継承

していくということであり、櫻木氏の研究の軌跡、貨幣考古学という学問分野の

概要、その導入的な解説が行われた。本報告は、新企画の連続ワークショップと

して計 3回が予定され、今回はその第 1回である。とくに櫻木氏の研究のバック

グラウンドを振り返りながら、貨幣考古学という研究の特徴、アプローチの仕方

や分析の方法、などについて、具体的な解説が行われた。外部からは、貨幣の歴

史的・考古学的研究を専門としている研究者も参加し、専門的見地からのコメン

トや質問がなされた。

　　　　 　本ワークショップの内容については、2021年度の『立教経済学研究』に講演

録が掲載される予定である。

■第 2回　研究会

開催日：2021年 3月 5日（金）

会　場：オンライン開催（Zoom）

報　告：戦前の石炭産業における業務上負傷対策

　　　　―1920年代の三井鉱山（株）三池鉱業所、田川鉱業所を中心として―

報告者：菊池　美幸（九州大学大学院経済学研究院助教）

概　要： 本報告の目的は、1916年の「鉱夫労役扶助規則」施行以降、鉱山労働者に対す

る労災補償の水準が引き上げられるなかで、鉱夫の業務上負傷（=原因を事故

や災害に限定せず、業務に起因する全ての負傷を指す）を減らすために、炭鉱経

営企業はいかなる対応を取ったのか、三井鉱山（株）の三池鉱業所および田川鉱

業所の事例より検討することである。近代日本において、「働く人びとの健康問題」

は産業化の進展とともに顕在化し、第一次世界大戦期の社会運動や国際社会にお

ける労働者問題への関心の高まりから、社会的な注目を集めることになった。そ

れが制度として結実したのが、1916年施行の「工場法」であり、鉱山労働者に

対しては、1916年施行の「交付労役扶助規則」が挙げられる。先行研究では「鉱

夫労役扶助規則」の施行に伴う影響について、労働者保護問題や就業時間（長時

間労働）への制限が、企業経営にいかに影響を与えてきたかという点に重点が置

かれていた。そのため、労災補償への対応という問題の出現に対して、企業がど

のように対応してきたのかという点は十分に議論されていなかった。

　　　　 　報告者は、菊池（2019）において、ワイル氏病への対応を事例として、日本最
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大の炭鉱経営企業・三井鉱山の事例を検討した。菊池（2019）により、本研究に

より、業務上疾病への対応の一端が明らかにされた。他方、本来炭鉱で最も多い

とされる業務上負傷への対応については、明らかにされるべき課題として残され

た。本報告では、920年代半ば以降、坑内における照明の変化労働環境の改善に

着目し、それが業務上負傷や職業病を減少させる一要因となったことを明らかに

した。報告後、活発な質疑応答が行われ、充実したワークショップとなった。

 担当：須永徳武（本学経済学部教授）
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「国際・政策研究ワークショップ」
ワークショップ報告

1．目的・活動内容

国際・政策分野の研究交流を活性化させるとともに、国内外の外部研究者を招聘し、当

該分野の研究の発展を目的とする。国際・政策部会の研究分野に関連する広範な領域にお

いて、交流を積極的に行い、共同研究や科研費グループの形成などにつなげていきたい。

2020年度の研究活動の詳細は、以下の通りである。

表　2020年度「国際・政策研究ワークショップ」研究会一覧

No. 項　目 内　容

1

開催日 2020年 6月 24日（水）

タイトル 〈社会保障〉の誕生と継承

講師（所属）菅沼　隆（本学経済学部教授）

参加人数 16人

2

開催日 2020年 7月 8日（水）

タイトル トランプ政策の反グローバリズム―孤立主義の伝統と『反オバマ・バ

イアス』

講師（所属）櫻井　公人（本学経済学部教授）

参加人数 12人

3

開催日 2020年 11月 25日（水）

タイトル Trumpismの経済的背景：ラストベルトにおける地域経済の再編、産業
政策の限界、2020年大統領選挙・トランプ善戦の結果を受けて

講師（所属）山縣　宏之（本学経済学部教授）

参加人数 12人

4

開催日 2021年 1月 13日（水）

タイトル 1970～ 80年代における金属機械産業の労働組合による賃金水準平準化
の取組

講師（所属）霜田　菜津実（本学大学院経済学研究科後期課程 1年）

参加人数 8人

2．研究会概要

■第 1回　研究会

開催日：2020年 6月 24日（水）

会　場：オンライン開催（Zoom）

報　告：〈社会保障〉の誕生と継承

報告者：菅沼　隆（本学経済学部教授）

概　要： 菅沼教授は、日本語の「社会保障」の原語である "social security"はどのように

誕生し、どのように継承されてきたのかについて明らかにされた。継承関係が不

明であった 1918年ロシア社会保障規則、1935年アメリカ社会保障法、1938年

77



ニュージーランド社会保障法、1941年大西洋憲章、1941年 9月 ILO論文、1942

年ベヴァリッジ報告書の "social security"に継承関係があるかどうかを検証した。

ロシアで「社会保障」概念が形成されるプロセスをたどり、ロシアで「社会保障」

概念が誕生したことをほぼ明らかにした。さらに、A.エプスタインからアメリ

カ社会保障法、ニュージーランド社会保障法、大西洋憲章、ベヴァリッジ報告書

の社会保障の継承関係も実証的に明らかにされた。使用した資料は、研究休暇中

に訪問したロシア、イギリス、スイス、ニュージーランドの公文書館・図書館等

にて収集されたものであった。質疑は、ロシア社会保障規則の帰趨、アメリカで

社会保障が使用されるようになる社会経済的背景、安全保障概念との関連などに

ついて活発に行われた。

■第 2回　研究会

開催日：2020年 7月 8日（水）

会　場：オンライン開催（Zoom）

報　告：トランプ政策の反グローバリズム―孤立主義の伝統と『反オバマ・バイアス』

報告者：櫻井　公人（本学経済学部教授）

概　要： 櫻井教授は、トランプの反グローバリズムの背景にはアメリカ国内の分断状況が

あり、その分断は「アメリカ建国期以来存在した分断」と、新自由主義グローバ

リズムが作り出した格差と分断があることを指摘した。そして、建国期に遡り、

ハミルトンの連邦主義とジェファーソンの州権主義との対立の構造を確認した上

で、これが現在は国際主義と孤立主義、大きな政府と小さな政府、赤と青の分裂

となって現れているという。さらに、対外政策と軍事的対外関与の対立軸を加え

ると、ハミルトン型、ジェファーソン型に加え、ウィルソン型、ジャクソン型の

4つ対外政策の類型がある。これらの概念をもとに、トランプは潜在的な分断状

況と格差拡大を利用、便乗、促進したものであるという。さらに、これに「反オ

バマ・バイアス」が加わりトランプの政策が実施されている。質疑では、トラン

プと分断の伝統との異同、モンロー主義の捉え方、対中国政策などが出され、活

発に議論がなされた。

■第 3回　研究会

開催日：2020年 11月 25日（水）

会　場：オンライン開催（Zoom）

報　告： Trumpismの経済的背景：ラストベルトにおける地域経済の再編、産業政策の限界、

2020年大統領選挙・トランプ善戦の結果を受けて

報告者：山縣　宏之（本学経済学部教授）

概　要： 山縣教授は、Trumpismの経済的背景と考えられるラストベルトの産業構造高度化、

就業構造の分極化、製造業労働者の境遇の変化、産業政策の成果と限界について

報告された。先行研究を丁寧にレビューしたうえで、トランピズムを理解するに
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は、製造業衰退（空洞化）だけでなく、就業構造変化、ラストベルトの製造業労

働者の境遇の変化の検討をしなければならないとされた。膨大な資料統計分析と

数次に渡る現地調査によりそれを明らかにされた。就業構造の分極化が進むなか、

製造業が集中するラストベルトの地位が低下してきた実態を詳細に分析した。だ

が、他方で 2014年から 2016年のオバマ時代に製造業の実質賃金は上昇していた。

また、トランプの労働力訓練政策は十分に広がっていなかった。トランプの登場

と 2020大統領選の伯仲の原因を明らかにされた。質疑ではトランプ政権の政策

の評価、ラストベルトという限定された地域の分析の意義などが出された。

■第 4回　研究会

開催日：2021年 1月 13日（水）

会　場：オンライン開催（Zoom）

報　告：1970～ 80年代における金属機械産業の労働組合による賃金水準平準化の取組

報告者：霜田　菜津実（本学大学院経済学研究科後期課程 1年）

概　要： 霜田氏は、産業別労働組合である全金同盟と全国金属の 1970～ 1980年賃金水準

平準化の取り組みについて、聞き取り調査と資料調査をもとに分析を行なった。

先行研究の到達点を確認し、本報告では金属機械の労働組合の産別レベル、地方

組織レベル、単位組合レベルで、当該時期において、どのように賃金水準の引き

上げに取り組んだのか、とりわけ、最低賃金と賃金平準化闘争に着目し、その運

動の中身と変化が生じたプロセスと原因を分析した。その際、全金同盟と全国金

属の取り組み方を比較対照した。賃金格差の経年変化をみると格差は縮小してい

ないが、賃金平準化闘争や最低賃金の設定の運動に自覚的・積極的に取り組んだ

ことの意義は大きい。質疑では、産別交渉の類型と本研究との関係、ナショナル

センターの性格・特徴、先行研究として想定するべき理論モデル、賃金格差のデー

タの読み方、などについて質問と助言がなされた。

 担当：菅沼隆（本学経済学部教授）
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「会計研究の最新動向に係るワークショップ」
ワークショップ報告

1．目的・活動内容

会計研究は、ここ 20年ほどの間におおきく様変わりした。かつては、財務会計・管理

会計の両領域とも、文研に基づく規範的な研究が中心であった。しかし、財務会計の領域

では、近年、ファイナンスなどとの融合が進み実証的な研究へとシフトした。また管理会

計の領域では、フィールド調査の重要性が叫ばれている。本研究では、こういった会計研

究の最新動向に触れる場を提供し、ワークショップの個々のメンバーの研究のヒントを得

ることを目的としている。

表　2020年度「会計研究の最新動向に係るワークショップ」研究会一覧

No． 項　目 内　容

1

開催日 2020年 12月 20日（日）

タイトル 会計情報の信頼性─測定されるべき属性と測定値の誤差─

講師（所属） 大雄　智（横浜国立大学教授）

参加人数 12人

2

開催日 2021年 2月 4日（木）

タイトル 1．履行価値による引当金の測定
2．暗号資産に関する会計処理―各プレイヤーの論点―

講師（所属） 1．赤塚　尚之（滋賀大学准教授）
2．村上　翔一（敬愛大学専任講師）

参加人数 12人

3

開催日 2021年 2月 23日（火）

タイトル 1．日本企業の財務制限条項における利益指標の利用実態
2．経営者予想の精度とのれん

講師（所属） 1．中村　亮介（筑波大学准教授）
2．奈良　沙織（明治大学准教授）

参加人数 14人

4

開催日 2021年 3月 11日（木）

タイトル 1． 収益という会計用語に関する研究―「収益」という用語は、い
つから、どのように使われてきたか

2．内部統制の問題と損失認識の適時性との関連性

講師（所属） 1．川島　健司（法政大学教授）
2．大橋　良生（会津大学短期大学部准教授）

参加人数 12人

2．研究会概要

■第 1回　研究会

開催日：2020年 12月 20日（日）

会　場：オンライン開催（Zoom）
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報　告：会計情報の信頼性─測定されるべき属性と測定値の誤差─

報告者：大雄　智（横浜国立大学教授）

概　要： 本報告は、不確実性への慎重な対処という観点から会計測定における原価配分の

意義と価値の見積りの役割を検討し、財務報告の目的を投資家の意思決定に有用

な情報を提供することとしたうえで、会計情報の信頼性にてらして現行の会計基

準が抱える課題を明らかにすることを目的としたものである。不確実性への慎重

な対処、会計測定における誤差、信頼性ある情報の規準、のれんの会計処理、条

件付対価の会計処理、原価配分の意義と価値の見積りの役割などの論点について

論じられ、最後に今後の検討課題が示された。

■第 2回　研究会

開催日：2021年 2月 4日（木）

会　場：オンライン開催（Zoom）

第 1報告：履行価値による引当金の測定

報告者：赤塚　尚之（滋賀大学准教授）

第 2報告：暗号資産に関する会計処理―各プレイヤーの論点―

報告者：村上　翔一（敬愛大学専任講師）

概　要： 第 1報告は、国際会計基準審議会における引当金に係る議論について、最新の概

念フレームワークと整合的な基準のあり方を検討したものである。まず引当金を

めぐる議論の周辺事情と問題意識が明らかにされ、次いで現行の国際会計基準第

37号の概要と問題点が整理され、そのうえで履行価値による引当金の測定の在

り方が議論された。第 2報告は、暗号資産のありうべき会計処理について検討し

たものである。まず暗号資産の会計問題の検討に入る前に、歴史・用語・取引に

関わるプレイヤーなどが整理され、次いで暗号資産の取得時および保有時の会計

処理、コンセンサスアルゴリズムの会計処理、ハードフォークの会計処理、ICO

の会計処理などについて検討された。

■第 3回　研究会

開催日：2021年 2月 23日（火）

会　場：オンライン開催（Zoom）

第 1報告：日本企業の財務制限条項における利益指標の利用実態

報告者：中村　亮介（筑波大学准教授）

第 2報告：経営者予想の精度とのれん

報告者：奈良　沙織（明治大学准教授）

概　要： 第 1報告は、日本の財務制限条項において用いられている利益指標を明らかにし

ようとするものである。Li（2016）に倣い仮説を構築し検証した結果、投資制限

条項が付されている企業ほど利益指標に EBITDAを用いる傾向にあることが明

らかにされた。第 2報告は、経営者予想の精度とのれんの減損の関係を明らかに
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しようとするものである。Goodman（2014）に倣い仮説を構築し検証した結果、

経営者予想の精度が低い企業ほどM&A後にのれんの減損を計上する傾向があ

り、またM&Aの公表後 5年間の長期リターンを見た場合、業績予想の精度が低

い企業ほど株価リターンがマイナスになることが明らかにされた。

■第 4回　研究会

開催日：2021年 3月 11日（木）

会　場：オンライン開催（Zoom）

第 1報告： 収益という会計用語に関する研究―「収益」という用語は、いつから、どのよ

うに使われてきたか

報告者：川島　健司（法政大学教授）

第 2報告：内部統制の問題と損失認識の適時性との関連性

報告者：大橋　良生（会津大学短期大学部准教授）

概　要： 川島報告は、収益（revenue）という語の使用法の多様性や曖昧さを明らかにし、

当該用語が生成された起源を特定化することを目的としたものである。実際の有

価証券報告書における当該用語の利用実態が明らかにされ、さらに日本の会計実

務における収益という用語の起源は、 図師民嘉による鉄道会計に対する複会計制

度の建議と revenueの翻訳によるとの主張がなされた。続く大橋報告は、内部統

制の問題を開示している企業における損失認識の適時性条件付保守主義を問題を

開示していない企業との比較を通じて分析することを目的としたものである。内

部統制問題開示企業では問題不開示企業と比べてより適時的な損失認識が行われ

ていることなどが明らかにされた。

 担当：山田康裕（本学経済学部教授）
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「コロナ危機と EU統合の再検討」
研究プロジェクト報告

1．目的・活動内容

ヨーロッパにおける新型コロナウイルス感染拡大に対して、EUは、新たな政策手段

SURE（temporary Support to mitigate Unemployment Risks in an Emergency）の導入、及び

EU財政の約 3割を占める構造基金（欧州地域開発基金、欧州社会基金、結束基金）のう

ち使途が確定していない資金をウイルス対策に振り向けることを提案し、「強力で柔軟な

長期の EU財政の必要性」を訴えた。

しかし、現行の EUにおける EUと加盟国の権限配分を考えると、EUの対策が、効果

的なものになりうるとは言いがたい。なぜなら、自由移動や競争法など経済のルール分野

において EUは排他的な権限を有するが、雇用、公衆衛生、医療などの社会政策面におけ

る権限の多くは加盟国に委ねられ、EUの権限は限定的であり、かつ EU全体の GNIの 1％

にも満たない財政しかもたない EUの政策には自ずと限界があるからである。

加えて、ヨーロピアンセメスターなどを通じて緊縮財政を前提とした競争戦略を求めて

きた EUが、結果的には加盟国の医療体制を弱体化させてきたことが感染拡大を増幅した

可能性さえ指摘されている。さらに、コロナ危機を脱した後には、大規模な経済対策が必

要となる可能性が高く、事実、2020年 7月には、EU共同債によって調達した資金を基礎

に復興基金について合意がなされ、欧州グリーン・ディールがその中核に位置づけられた。

すなわち、EUのコロナ対策を検討することは、競争一辺倒で social Europeの側面を軽視

してきた、これまでの EU統合のあり方（EUと加盟国の分業のあり方）そのものを再検

討することを意味している。こうした問題意識から、EU経済の批判的検討を行うために

学際的な共同研究を行った。
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表　2020年度「コロナ危機と EU統合の再検討」研究会一覧

No. 項　目 内　容

1

開催日 2020年 11月 20日（金）

タイトル EUにおける金融商品市場指令（MiFID）の政治経済学
―ダークプールの規制上の起源―

講師（所属） 石田　周（愛知大学地域政策学部助教）

参加人数 9人

2

開催日 2020年 12月 25日（金）

タイトル 欧州グリーン・ディールと自動車産業

講師（所属） 蓮見　雄（本学経済学部教授）

参加人数 13人

3

開催日 2021年 1月 13日（水）

タイトル 欧州バッテリー同盟―EBAの特徴、性格と今後の課題

講師（所属） 家本　博一（名古屋学院大学経済学部教授）

参加人数 9人

4

開催日 2021年 1月 25日（月）

タイトル 地政学的 EUの通商戦略

講師（所属） 明田　ゆかり（獨協大学経済学部非常勤講師、元外務省経済局国

際経済課長補佐）

参加人数 9人

5

開催日 2021年 2月 1日（月）

タイトル Covid-19下の EU公衆衛生政策と経済対策―国際的な危機は「統合」
の推進剤になるか？

講師（所属） 井上　淳（大妻女子大学比較文化学部教授）

参加人数 12人

6

開催日 2021年 3月 8日（月）

タイトル CASE革命と主要自動車企業の ZEV戦略―欧州「EVシフト」と自
動車産業の「脱炭素化」戦略

講師（所属） 細矢　浩志（弘前大学人文社会科学部教授）

参加人数 14人

7

開催日 2021年 3月 23日（火）

タイトル Impact of electromobility on the role of Central and Eastern European 
economies within automotive value chains. Is there a way out of labor-
intensive production?

講師（所属） Gábor Túry (Research Fellow, CERS Institute of World Economics, 
Hungary)

参加人数 13人

8

開催日 2021年 3月 26日（金）

タイトル 南東欧・モロッコにおける欧州自動車産業の展開

講師（所属） 高崎　春華（東洋英和女学院大学専任講師）

参加人数 14人
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2．研究会概要

■第 1回　研究会

開催日：2020年 11月 20日（金）

会　場：オンライン開催（Zoom）

報　告： EUにおける金融商品市場指令（MiFID）の政治経済学―ダークプールの規制上

の起源―

報告者：石田　周（愛知大学地域政策学部助教）

概　要： 本報告の問いは、「MiFIDにおいて、集中規則が廃止され、銀行・投資銀行の取

引所外取引（≒「内部化」）の大部分が取引前の透明性要件の適用除外となった

のはなぜか？」であった。その分析視角は、銀行・投資銀行と証券取引所のオー

ダーフローを巡る競争を軸に、2つのアクターの「選好」（どういう内容の規制

を望むのか）を踏まえ、MiFIDの形成過程の「勝者」と「敗者」を検討すると

いうものであった。

　　　　 　本報告の結論は以下である。銀行・投資銀行の選好である「集中規則を廃止し、

取引前の透明性要件を課されずに株式取引を内部化すること」は、MiFIDの文

言に反映され、その結果、取引所外取引の大部分が取引前透明性要件の適用除外

とされた（〔ディーラー型〕ダークプール拡大の要因）。対抗勢力である証券取引

所の選好（「内部化取引と取引所取引に平等な取引前の透明性要件を設けること」）

も一部導入されたが、総じて銀行・投資銀行の選好が優先され、この交渉におけ

る「勝者」となった。本報告は、現在 EUで問題となっている不透明な株式取引、

すなわち「ダークプール」の規制上の起源を探るものであり、そのような見地か

ら「EU統合の再検討」するものであった。

■第 2回　研究会

開催日：2020年 12月 25日（金）

会　場：オンライン開催（Zoom）

報　告：欧州グリーン・ディールと自動車産業

報告者：蓮見　雄（本学経済学部教授）

概　要： COIVD-19を契機とした EU共同債に基づく復興基金が起爆剤となり、欧州グリー

ン・ディールに関する一連の政策の歯車が動き出した。多様なステイクホルダー

の利害が交錯し、2023年に全てが整うかどうかは予断を許さないが、予算的裏

付けを得て政策は着実に進む。これは、温室効果ガス削減が難しいとされてきた

輸送部門、特に「産業の中の産業」と言われてきた自動車産業に根本的な変革を

迫っている。車載バッテリーのリサイクル・転用、及びクリティカル・ローマテ

リアルズ（CRMs）の確保などが重要な課題となる。雇用の面でも、輸送部門は

大きく、転換の痛みを緩和し、国民的合意を形成できるかどうか、また EUのプ

ロジェクトに対する投資家の信頼の程度（つまり EUの連帯）が、今後を占うポ

イントであることが明らかになった。
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■第 3回　研究会

開催日：2021年 1月 13日（水）

会　場：オンライン開催（Zoom）

報　告：欧州バッテリー同盟―EBAの特徴、性格と今後の課題

報告者：家本　博一（名古屋学院大学経済学部教授）

概　要： 欧州バッテリー同盟 EBAは、東アジア勢に先行されている車載用バッテリーの

開発と製造について、EU域内の産業や企業の連携を強化するコンソーシアム構

想の下、規模の経済性の実現と国際競争力の引上げを伴う持続可能なサプライ

チェーンの構築、電池関連産業にとっての新たなバリューチェーンの構築を目指

し、「循環型経済」への変革を促すものである。しかし、EBA設立後 3年経過し

たばかりで、次のような多くの課題が明らかになっている。①電池一次原材料の

安定確保、熟練労働力の確保、リサイクル・リユースのコスト・効率性。②さま

ざまな産業分野との商流チャンネルを活かすことができるかどうか。③ビジネス

モデルの規準化・ルール化。特にバッテリーのリサイクルについては、高コスト、

原材料品質の不均質性、バッテリーの開発・製造に関わるデータが未公開など、

解決しなければならない困難な課題がある。

■第 4回　研究会

開催日：2021年 1月 25日（月）

会　場：オンライン開催（Zoom）

報　告：地政学的 EUの通商戦略

報告者：明田　ゆかり（獨協大学経済学部非常勤講師、元外務省経済局国際経済課長補佐）

概　要： 第 1に、これまでの EUの通商政策・戦略は基本的に継続されるが、①履行志向

を強化し、②グリーン・ディールの主流化を強調しているという点で変化がみら

れ、③伝統的な利益政治だけで EUの通商政策を論じることはできない。ただし、

緊急時には保護主義に転じる備えは準備されている。第 2に、曖昧さをともなう

ものの、Open Strategic Autonomyをモデル化し、開放的多国間主義推進のリー

ダシップを目指している。こうした EUの新たな通商政策・戦略が、貿易を通じ

て復興に貢献するとすれば、EU統合への信頼性が高まり、他の政策分野（例えば、

産業政策）との連携により、さらなる統合が推進されていく可能性がある。

■第 5回　研究会

開催日：2021年 2月 1日（月）

会　場：オンライン開催（Zoom）

報　告： Covid-19下の EU公衆衛生政策と経済対策―国際的な危機は「統合」の推進剤に

なるか？

報告者：井上　淳（大妻女子大学比較文化学部教授）

概　要： 本報告では、Covid-19下の EUの取り組みを概観したうえで、それが EUの公衆
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衛生政策の展開そして統合とりわけ格差解消（統合の社会的側面）の方向性にど

のような影響を与えるかを、過去の「危機を経て統合が進む」例／メタファーか

ら検討した。国境を越えた感染症対策については、保健同盟の推進によりさらに

進むことが見込まれる。一方、域内に浸透してしまった後の Covid-19対策が復

興支援に偏らざるを得なかったため、その財源として期待されているデジタル、

グリーン分野の経済成長の成否が財源的にも公衆衛生政策的にも鍵になる。南欧、

中東欧諸国の加盟後なかなか解消されない格差、医療アクセスの格差（不均衡）

が解消されて、統合の社会的側面の内実がともなうかどうか、今後も注視する必

要がある。

■第 6回　研究会

開催日：2021年 3月 8日（月）

会　場：オンライン開催（Zoom）

報　告： CASE革命と主要自動車企業の ZEV戦略―欧州「EVシフト」と自動車産業の「脱

炭素化」戦略

報告者：細矢　浩志（弘前大学人文社会科学部教授）

概　要： 欧州の ZEV（Zero Emission Vehicle）戦略に焦点をあて、次の点を明らかにした。

①欧州自動車産業の ZEV戦略は電気自動車（EV）を軸に推進されており、EU

の「グリーン・ディール戦略」と連動しつつ「EVシフト」と呼べる状況が顕著

に表れている。② EV普及にみる動力機構の「電動化」に連動して、組立事業拠

点の転換（英）、バッテリー工場の建設増（中東欧）など生産体制再編の動きが

加速している。③とはいえ「電動車」需要は総じて弱く、欧州の「EVシフト」

は「法制主導」的（CO2排出抑制など諸規制による推進）な動きに留まり、ZEV

の本格的普及については、その関連技術が開発途上であることを踏まえれば慎重

に検討すべきである。

■第 7回　研究会

開催日：2021年 3月 23日（火）

会　場：オンライン開催（Zoom）

報　告： Impact of electromobility on the role of Central and Eastern European economies 

within automotive value chains. Is there a way out of labor-intensive production?

報告者：Gábor Túry (Research Fellow, CERS Institute of World Economics, Hungary)

概　要： 中東欧諸国では製造業の雇用における自動車産業の割合は 12～ 16％と EU平均

の 8.5％よりはるかに高く重要な産業である。当該地域においても、研究・開発

や OEM生産は増加してはいるが、基本的に労働集約的工程が多く、相対的低賃

金を活用した部品生産に依存している。自動車生産からバッテリー生産への移行

が始まっている。しかし、バッテリー技術の開発は欧州域外で行われており、現

地の発展の機会（研究・開発の可能性）は、エンジン製造の場合よりも低いと予
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想される。

■第 8回　研究会

開催日：2021年 3月 26日（金）

会　場：オンライン開催（Zoom）

報　告：南東欧・モロッコにおける欧州自動車産業の展開

報告者：高崎　春華（東洋英和女学院大学専任講師）

概　要： 「欧州グリーン・ディール」の展開によって、EU自動車生産ネットワーク（生

産拠点）において機能再編が進展していることを踏まえ、南地中海諸国に及んで

いる影響について検討した。とりわけ、モロッコの自動車産業を事例として、同

国における EU諸国を市場とした自動車産業の現状と課題および今後可能となる

戦略について明らかにした。そこで着目したのは、EUにおける EVシフトの動

向に対して、モロッコの自動車産業がとり得る選択肢である。

 蓮見雄（本学経済学部教授）
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「激変する北東アジア地域情勢に関する地政経済学的研究」
研究プロジェクト報告

1．目的・活動内容

昨今の北東アジア地域では、朝鮮半島における北朝鮮の閉鎖・強硬態度の転換と南北融

和ムードの出現と幻滅、韓国における保守政権から社民政権への政権交代と日本に対する

批判的な政治的雰囲気の形成、ロシアにおけるプーチン長期体制の構築と極東アジア地域

開発への注力、中国における「AIIB創設」や「一帯一路」戦略の推進を通じた巨大国パワー

の顕示と新しい対外戦略の展開、およびそれに伴う米中覇権争いの勃発など、さまざまな

地政経済学的変化が見られる。

本研究では、これらの日本を取り巻く北東アジア周辺地域における政治、経済、社会、

国際情勢などにおける変化に関する情報収集と実態分析、および地政経済学的視点（地理

的、外交・軍事的、政治的、経済的側面の密接不可分の関係と諸関係の帰結に対する理解）

に基づく新しい北東アジア地域社会経済（Political Economy）の分析枠組みを模索してい

る。

研究計画期間（3年間）の第二年度にあたる本年度では、第一に、初年度に続いて北東

アジア地域における新しい地政的、経済的変化を分析するための理論的枠組みを構築しつ

つ、関連する資料の収集を行った。第二に、国内外の研究機関に所属する関連領域の研究

者らを招へいし、研究会等を開催し、知見と意見の交換を行いながら国際共同研究体制の

構築を行う、と計画した。しかし、新型コロナウィルスの感染拡大の影響は大きく、理論

的研究と文献資料の収集は進んだが、国内調査や海外・学外の研究者を招へいして行う予

定であった研究会は全く開催できなかった。　

本年度に予定していたが、新型コロナウィルスの影響によって中止となった研究会につ

いては、来年度の研究計画に組み込み、講演者と日程の再調整を行った上実施する予定で

ある。また、依然として対面の研究会が開催困難な場合は、オンラインでの開催も積極的

に検討する。

 担当：厳成男（本学経済学部教授）
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「20世紀東アジアにおける経済基盤の形成」
研究プロジェクト報告

1．目的・活動内容

本研究の目的は、現在の東アジアの経済発展をもたらした第二次世界大戦後から 1970

年代までの経済基盤の構築過程をミクロレベルで解明・把握することにある。本研究では、

日本を含む東アジアの地理的、歴史的な背景を踏まえ、戦前－戦時－戦後の「転換」を重

視するとともに、空間的・時間的に関連の深い日本＝台湾をめぐる経済基盤の歴史的な形

成プロセスを検討する。具体的な検討対象は両者をめぐる「機械工業・総合商社」と「賠

償・援助」である。本研究の基本的な問題意識は、「地域内の経済主体（主に企業・産業）

の行動が、台湾（東アジアを含む）＝日本の経済的関係をどのように変えたのか」である。

この「問い」に基づき、本研究では、戦後の冷戦体制下でのアメリカとの強固な結びつき

を前提として、東アジアで先行した日本の高度経済成長のメカニズムが、後続の東アジア

諸国の工業化にどのような影響を与えたのかを検討することにあった。

本年度は、以上のような問題関心にそって、研究メンバーを中心とする国際シンポジウ

ム、研究会、ワークショップを開催する予定であったが、新型コロナウイルス（COVID-19）

の感染拡大により、2020年 4月 7日～ 5月 25日までの緊急事態宣言が発出され、さらに

その後の感染拡大防止措置により、研究環境が大きく制約され、当初の研究計画の実施は

困難となった。2020年 6月以降、新型コロナウイルス感染を踏まえた研究活動が再開し

たものの、歴史研究にとって重要なフィールドワークは大きく制限され、文献調査やオン

ラインによる研究打合せなど、新型コロナ以前と異なる状況への対応に終始した。その中

で、本プロジェクト研究では、文献調査などを進めるとともに、昨年度に立教大学経済史・

経営史ワークショップで開催予定だったものの、新型コロナウイルスにより延期された日

本経済史分野の合評会を引き継ぎ、2021年 3月にオンライン合評会を開催した。

来年度以降、新型コロナウイルスの感染状況を踏まえながら、アフターコロナに対応し

つつ、研究の活性化をさらに図るとともに、オンラインと対面を併用しつつ、学外に開か

れた研究会等を開催し、本学経済学部の将来に繋がる研究資源の蓄積を図っていきたい。

表　2020年度「20世紀東アジアにおける経済基盤の形成」研究会一覧

No. 項　目 内　容

1

開催日 2021年 3月 2日（火）

タイトル 合評会「武田晴人著『日本経済史』（有斐閣、2019年）をめぐって」

講師（所属） モデレーター：呂　寅満（韓国・江陵原州大学校）

評者（日本経済史）：鷲崎　俊太郎（九州大学）

評者（外国経済史）：ばん沢　歩（大阪大学）

リプライ：武田　晴人（東京大学名誉教授）

参加人数 26人
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2．研究会概要

■合評会

開催日：2021年 3月 2日（火）

会　場：オンライン開催（Zoom）

報　告：近現代台湾における政治・社会・経済：植民地から民主化へ

報告者：合評会「武田晴人著『日本経済史』（有斐閣、2019年）をめぐって」

モデレーター：呂　寅満（韓国・江陵原州大学校）

評者（日本経済史）：鷲崎　俊太郎（九州大学）

評者（外国経済史）：ばん沢　歩（大阪大学）

リプライ：武田　晴人（東京大学名誉教授）

概　要： 第 1報告では、日本経済史の立場から、鷲崎俊太郎氏（九州大学）が報告し、ま

ず武田晴人著『日本経済史』全体についての整理が示された。鷲崎氏は、本書で

語られる資本主義経済システムの段階的変容を表した概念図を示し、原蓄→産業

革命→企業の独占・寡占・組織化→大量生産体制・大量消費社会と推移した幕末

期から 20世紀に至る本書全体の流れを説明した。続いて、第Ⅰ部「資本主義経

済制度の形成期」、第Ⅱ部「帝国主義経済制度の形成期」、第Ⅲ部「高成長の時代」、

それぞれで、第Ⅰ部では第 3章、第Ⅱ部では第 4・5章、第Ⅲ部では第 7・8章に

著者が力点を置いているとして、各部について、著者の示した論点について一つ

一つ丁寧に評価を行った。以上を前提として、鷲崎氏は、本書に対して、次の 3

つの論点・質問を著者に投げかけた。第一は、資本主義経済形成期における明治

政府と民間の関係について、民間に対する権力の恣意的介入はいつ頃までと著者

は想定しているのか、換言すると、間事業が政府の介入を許さなくなる時期はい

つ頃なのか。第二は、第一の論点を前提として、官業払下げについて、その意義

とは何か。第三は、その他として、①日本資本主義経済体制における沖縄の扱い

と位置付け、②「日露戦後不況」を第Ⅰ部から切り離して、第Ⅱ部に組み入れる

意味、③「高成長のメカニズム」の図が表す太線・実線・点線の意味、④「高成

長期」と「高度成長期」の相違点である。

　　　　 　第 2報告は、外国経済史の立場から、 澤歩氏（大阪大学）が報告した。 澤

氏は、まず武田著『日本経済史』の「通史」としての意義を確認し、本書が経済

史・経営史理解の綿密な論理性を強調しているとして、経済学部教育における本

書の意義を強調した。特に、本書の博捜的・公平な研究整理、共有可能な論点の

提示を挙げ、経済史・経営史において、共同の議論の基盤を作ろうとしている点

を高く評価する。さらに 澤氏は、本書を貫く「弱者への視点」、すなわちキーワー

ドとしての「小作農」、「都市失業者」、「非正規労働者」を挙げ、過去から現在ま

で、政策的提言が課された経済学者の役割の重要性を説く本書の意義を重ねて強

調した。以上のような本書の研究史上の貢献を前提として、 澤氏は本書の中で、

著者の経済成長に関するスタンスを問い直し、先進国日本にとって、「成長」を

相対化することの意義とは何か？を問いかける。最後に、 澤氏は、グローバル・
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エコノミック・ヒストリーからみた本書の位置付けについても言及し、本書と国

際的な研究潮流との関係をまとめた。

　　　　 　第 3報告は、総括的なコメントとして、呂寅満氏による報告が行われた。呂氏

は、本書全体の印象として、武田著『日本経済史』はテキストというよりは研究

書に近いと位置付け、続けて本書を著者のスタンスから切り分けると、明治期・

戦間期は研究書でありながらテキストのスタイル、戦時期はテキスト、戦後は研

究書のスタイルとして、著者の「守備範囲」が反映されていると評した。呂氏は、

著者が執筆にあたって念頭に置いていた日本経済史に関する優れたテキスト、石

井寛治『日本経済史』（1991）、橋本寿朗『現代日本経済史』（2000）、沢井実・谷

本雅之『日本経済史』（2016）と比較して、本書は著者の歴史観（武田史観）が

明確に打ち出されており、叙述の豊富さと論理の一貫性からみても、高く評価で

きるとする。呂氏は、続けて日本経済史の各テキストと本書の相違点を丁寧に概

観し、「武田史観」に基づく本書の特徴として、①経済学的ツール（のみ）を用

いた研究（歴史制度分析、数量経済史）に対して否定的な点、②戦時期の研究蓄

積に対する低い評価、③戦時と戦後との連続と断絶という問題意識に否定的な点、

④在来産業論に対する低い評価を挙げる。呂氏は最後に本書の日本経済史研究に

おける意義に触れ、①「組織と市場の両輪による経済発展」という観点が全体を

貫いている点、②戦後日本経済史の分析方法を具体的に提示している点が本書の

大きな成果であるとまとめた。

　　　　 　鷲崎氏、 澤氏、呂氏の報告を受けて、著者の武田晴人氏による詳細なリプラ

イが行われた。その後、参加者による自由討論となった。本合評会は、オンライ

ン開催ということもあり、全国各地の研究者、韓国、台湾の研究者、出版社の編

集者、計 26名が参加した。特に学会誌『社会経済史学』や『歴史と経済』に本

書の書評を執筆した研究者からは、書評に基づいて非常に緻密なコメントがあり、

著者からの再リプライなど、非常に充実した合評会となった。最後に、全参加者

がモデレーターの呂氏から感想を求められ、想定していた時間を大きく超えて、

4時間にわたる濃密な合評会が終了した。

 担当：岡部桂史（本学経済学部教授）
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2020年度　研究員の受入

No. 氏名 研究テーマ 所属 期間

客
員
研
究
員

1 高橋　衛

1． 非出費型国際生産の企業金融的
な研究 

2． クロスボーダー M&Aの企業金
融的な研究

常葉大学経営
学部教授

2020/04/01

～

2021/03/31

研

究

員

2 栃本　道夫
人口知能と共存すべき新時代におけ

る金融税制の論点整理

前本学大学院経

済学研究科特任

教授

2020/04/01

～

2021/03/31

3 吉原　千鶴

1925年のイギリスの金本位制復帰に
対するピグーの立場：なぜピグーは

旧平価での金本位制復帰を主張した

のか？

前本学経済学部

助教

2020/04/01

～

2021/03/31

4 藤井　英明 わが国における小売商業空間の形成史
前本学経済学部

助教

2020/04/01

～

2021/03/31

5 田浦　元

中小企業景況データによるミクロデー

タ分析の経済分野への利用についての

研究

前本学経済学部

助手

2020/04/01

～

2021/03/31

6 塙　枝里子

高校生の行動経済学的特性に関する

研究―ジェンダー・ステレオタイプ

に着目して

本学大学院経済

学研究科博士前

期課程修了

2020/06/01

～
2021/03/31

7 奥　愛

1． 社会保障財源制度に関する研究
2． 終戦直後の日本の財政政策に関す
る研究

本学大学院経済

学研究科博士後

期課程修了

2020/10/02

～

2021/03/31
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